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報告第２号

議会の議決を経るべき教育関係議案に対する意見についての専決処分報告

議会の議決を経るべき教育関係議案に対する意見について、秋田県教育委員会の事

務委任及び臨時代理等に関する規則（昭和３１年秋田県教育委員会規則第１０号）第

４条第１項の規定により専決処分を行ったので、同条第２項の規定に基づき教育委員

会に報告し、その承認を求めるものとする。

令和７年３月１３日

秋田県教育委員会教育長 安 田 浩 幸

理 由

議会の議決を経るべき教育関係議案に対する意見について、教育委員会を開くいと

まがなく専決処分を行ったので、これについて教育委員会に報告し、その承認を求め

るものである。
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報告第２号参考資料
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専 決 処 分 書

秋田県教育委員会の事務委任及び臨時代理等に関する規則（昭和３１年秋田県教育

委員会規則第１０号）第４条第１項の規定に基づき、議会の議決を経るべき教育関係

議案に対する意見について専決処分する。

令和７年２月２０日

秋田県教育委員会教育長 安 田 浩 幸

議会の議決を経るべき教育関係議案に対する意見について

令和７年２月１８日付け財－４０１により、次の議案について意見を求められた

が、原案のとおり同意する。

１ 令和６年度秋田県一般会計補正予算（第６号）（教育委員会に関する事項）
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教総 ２２８１

令和７年２月２０日

秋田県知事 佐 竹 敬 久 様

秋田県教育委員会

教育長 安 田 浩 幸

（公印省略）

意見の聴取について（回答）

令和７年２月１８日付け財－４０１で照会のあったことについては、原案

のとおり同意します。

担 当

教育庁総務課

企画チーム 山﨑

内線 ５１１２
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１　教育委員会関係補正予算の規模

１，０８３億　７，３１２万　７千円

△２，０８４万　　　円

１，０８３億　５，２２８万　７千円

２　補正予算の内容 　　　　（単位:千円）

（１）決算見込みによる補正

① 総務課

・ 私立学校就学支援事業 △9,606千円（ △3,202　 △6,404）

② 総務課施設整備室

・ 県立学校施設等総合管理計画推進事業 △7,606千円（ △7,100　 △506）

・ 建設事業周辺家屋調査事業 △3,628千円（ △3,628）

（２）地方債補正（施設整備室：決算見込みに伴う地方債限度額の補正）

①高等学校整備事業費 3,803,700 → 3,796,600（ △7,100）

※補足説明：財源について
（国庫負担金、国庫補助金、国庫委託金等）

県 債

一 般 財 源

△9,606

△11,234

令和６年度２月補正予算（追加提案）の概要

現 計 予 算 額

今 回 補 正 額

補 正 後 の 予 算 額

国庫支出金
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（単位：千円）

【歳出・主管課別】 ※補正予算内容説明書に記載の各課室所管全事業費合計

補正前予算額 (A) 今回補正額 (B) 補正後予算額　(A+B)

　　総務課 1,719,762 △9,606 1,710,156 

　　総務課施設整備室 5,381,890 △11,234 5,370,656 

　　教職員給与課 82,538,282 0 82,538,282 

　　幼保推進課 7,298,099 0 7,298,099 

　　義務教育課 2,282,295 0 2,282,295 

　　高校教育課 5,722,847 0 5,722,847 

　　高校教育課全国高等学校総合文化祭推進室 27,204 0 27,204 

　　特別支援教育課 1,125,832 0 1,125,832 

　　生涯学習課 1,129,454 0 1,129,454 

　　生涯学習課文化財保護室 422,762 0 422,762 

　　保健体育課 252,551 0 252,551 

　　福利課 472,149 0 472,149 

108,373,127 △20,840 108,352,287 

【歳出・目的別】 ※教育委員会所管全事業費を行政目的別に分類

款 項 補正前予算額 (A) 今回補正額 (B) 補正後予算額　(A+B)

３ 民生費 6,841,854 0 6,841,854 

２ 児童福祉費 6,841,854 0 6,841,854 

10 教育費 101,531,273 △20,840 101,510,433 

１ 教育総務費 18,454,328 △9,606 18,444,722 

２ 小学校費 25,298,820 0 25,298,820 

３ 中学校費 17,928,811 0 17,928,811 

４ 高等学校費 25,898,523 △11,234 25,887,289 

５ 特別支援学校費 10,688,998 0 10,688,998 

６ 社会教育費 2,931,797 0 2,931,797 

７ 保健体育費 329,996 0 329,996 

11 災害復旧費 0 0 0 

４ 文教施設災害復旧費 0 0 0 

108,373,127 △20,840 108,352,287 

【歳出・性質別】 ※教育委員会所管全事業費を国が定める支出の性質別に分類

説明 補正前予算額 (A) 今回補正額 (B) 補正後予算額　(A+B)

職員給与費、委員、非常勤
職員報酬 等

85,162,628 0 85,162,628 

旅費、物品購入費、通信連
絡費、委託費、使用料　等

4,679,865 △3,628 4,676,237 

扶 助 費
就学奨励費、奨学のための
給付金　等

2,172,588 △9,606 2,162,982 

補 助 費 等
市町村・民間団体等への補
助金、謝礼金　等

8,944,834 0 8,944,834 

積 立 金 基金会計への積立金 1,430,456 0 1,430,456 

貸 付 金 貸付金 404 0 404 

12,548,282 △9,606 12,538,676 

県有施設（教育機関、県立
学校等）の維持補修費

124,176 0 124,176 

国庫補助を伴う施設整備費
又は施設整備費補助金等

383,836 0 383,836 

県単独の施設整備費又は施
設整備費補助金等

5,474,340 △7,606 5,466,734 

施設設備の災害復旧費 0 0 0 

108,373,127 △20,840 108,352,287 

令和６年度教育委員会関係補正予算　現計予算との比較

区分

歳　出　合　計

歳　　出　　合　　計

区分

単独投資事業

災害復旧事業費

歳　出　合　計

そ
の
他
行
政
経
費

人件費

物件費

小計

維持補修費

補助投資事業費
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令和７年

第２回 教 育 委 員 会 会 議

議案第１号

秋田県教育委員会



秋田県教育委員会

第４期あきたの教育振興に関する基本計画

～みんなでつくろう「教育立県あきた」～

（案）【概要版】



◆ 令和７（2025）年度から令和11（2029）年度までの５年間とする。

◆ 教育基本法第17条第２項の規定に基づいて策定する本県の教育振興基本計画とするとともに、新秋田元気創

造プランにおける教育分野に関する個別計画とする。

計画策定に当たっての基本的な考え方

◆ 人口減少・少子高齢化やグローバル化の加速、ＡＩ・ＩｏＴなどの技術革新の急速な進展等により、将来予

測が困難な時代を迎えている。

◆ こうした時代の変化を的確に捉え、これまで積み重ねてきた教育実践とのベストミックスを図りながら、新

たな時代に対応した学びの実現に取り組むため、本計画を策定する。

計画の策定趣旨

計画の位置付け

計画期間
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本県教育の目指す姿と最重点の教育課題

ふるさとを愛し、社会を支える自覚と高い志にあふれる人づくり

目指す教育の姿

◆ グローバル化が加速する中にあって、ふるさとの自然や歴史、伝統文化を理解し、ふるさとに誇りと愛着を

もちつつ、異文化や多様な価値観を理解し、自分の考えを積極的に表明し、行動できる人材を育てることが

重要となっている。

◆ 社会の変化が激しさを増す中にあって、変化を前向きに捉え、未来を作っていく一人としての自覚をもち、

困難や失敗を恐れず、積極果敢に挑戦する力や態度を育成する必要がある。

最重点の教育課題

◆ 子どもたち一人一人が「生きる力」を身に付け、

様々な課題に対し、柔軟に、かつ、たくましく対

応していくことができるよう、地域との関わりを

通して、社会的・職業的自立に向けて必要な基盤

となる資質・能力を育む。

◆ 自他の営みを積極的に工夫改善し、発信していく

ことができるよう、「問う」ことを通して自ら学

び、問題を発見し、他者との関わりを通して主体

的に問題解決していく子どもを育成する。

地域に根ざしたキャリア教育の充実 “「問い」を発する子ども”の育成
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目指す姿の実現に向けた基本方針と横断的に取り組む重点施策

① 持続可能な社会の創り手となる人材の育成に向けた教育の推進

② 多様性と包摂性のある社会の実現に向けた教育の推進

③ 生涯にわたって主体的に学び続ける力を育む教育の推進

④ 教育デジタルトランスフォーメーション（ＤＸ）の推進

今後５年間で横断的に取り組む重点施策

（１）家庭・地域・企業等と連携したキャリア教育の推進
（２）社会の変化とニーズに応じた専門教育の推進
（３）グローバル化に対応した外国語教育と国際交流の推進

（４）探究・ＳＴＥＡＭ教育等の教科等横断的な学習の推進

基本方針１ 社会の持続的な発展を牽引する力の育成

（１）「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善

の推進
（２）個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実
（３）学びに向かう力を育む就学前教育・保育の推進

基本方針２ 確かな学力の育成

（１）インクルーシブ教育システムの推進による特別支援教育
の充実

（２）不登校児童生徒への支援の推進
（３）多様なニーズに対応した教育機会の確保

基本方針３ 誰一人取り残すことなく全ての子どもたちの可能性
 を引き出す教育の推進

（１）自他を尊重する心を育む教育の推進
（２）主体的に社会の形成に参画する態度を育む教育の推進
（３）学校における体育活動の充実と健康教育の推進

基本方針４ 豊かな心と健やかな体の育成

（１）学習の質を高めるための教育環境の整備
（２）教職員の指導体制の充実と学校における働き方改革の推進
（３）学校・家庭・地域の連携・協働の推進

基本方針５ 子どもたちの豊かな学びを支える教育環境の構築

（１）多様な学びの場づくりと学びを通じた地域づくりの推進
（２）良質な文化芸術に親しむ機会の充実と文化遺産の保存・

活用

基本方針６ 誰もが生涯にわたり学び続けられる環境の構築
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基本方針１ 社会の持続的な発展を牽引する力の育成

（１）家庭・地域・企業等と連携したキャリア教育の推進

 将来の夢や目標を持っている児童生徒の割合 （R6）81.0％ →（R11）85.0％

 高校生の県内就職率 （R5）71.3％ →（R11）76.0％

 英検３級相当以上の英語力を有する中３生の割合 （R5）46.9％ →（R11）60.0％ など

主な推進指標

① ふるさとを学びのフィールドとした学習活動の推進

➢ 自然や文化等に触れる体験的な活動の充実 等

② 社会的・職業的自立を目指した教育活動の充実

➢ 職場見学、職場体験・インターンシップ等の充実 等

③ きめ細かな就職支援と職場定着の推進

➢ 支援員による就職相談、求人開拓 等

（２）社会の変化とニーズに応じた専門教育の推進

① 地域資源を活用した最先端の学びの推進

➢ 最新の専門知識等を有する人材を活用した特別講義 等

② 高等教育機関との連携の推進

➢ 高大連携事業への参加促進 等

③ 最先端のデジタル教育の推進

➢ 最新のＩＣＴ教材を活用したプログラミング教育 等

（３）グローバル化に対応した外国語教育と国際交流の推進

① 児童生徒の英語コミュニケーション能力の向上

➢ パフォーマンステストの充実 等

② 教員の指導力と英語力の向上

➢ 小学校外国語集中実践セミナーの実施 等

③ 異文化体験活動の促進

➢ イングリッシュキャンプの充実 等

（４）探究・ＳＴＥＡＭ教育等の教科等横断的な学習の推進

① 「総合的な学習の時間」等における探究的な学習

活動の充実

➢ 探究的な学習の過程の充実に向けた指導の工夫改善 等

② 数学的・科学的に探究する力を育む理数教育の充実

➢ 博士号教員や大学教員等による最先端の講義 等
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基本方針２ 確かな学力の育成

（１）「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善の推進

 授業の目標を意識して学習に取り組んでいると思う児童生徒の割合 （R5）88.8％ →（R11）90.0％

 勉強が好きだと思う児童生徒の割合 （R5）58.7％ →（R11）61.5％

 幼保小の協働による架け橋期カリキュラムの策定市町村数 （R6）2市町村 →（R11）25市町村 など

主な推進指標

① 新たな時代に対応した「秋田の探究型授業」の推進

➢ 授業改善の取組を支援する学校訪問指導 等

② 学力向上を目指した検証改善サイクルの推進

➢ 検証改善委員会による全国学力・学習状況調査等の結果分

析及び改善 等

（２）個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実

① 少人数学習や習熟度別学習等によるきめ細かな指導

の充実

➢ きめ細かな指導を行うための教員の配置 等

② ＩＣＴを活用した教育の推進

➢ ＩＣＴ活用指導力の向上を図るための研修 等

（３）学びに向かう力を育む就学前教育・保育の推進

① 就学前教育・保育の質の向上

➢ 市町村の幼児教育推進体制の構築・充実に向けた支援 等

② 就学前教育・保育と小学校教育の円滑な接続

➢ 幼保小の協働による架け橋期のカリキュラム開発・実施へ

の支援 等
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基本方針３ 誰一人取り残すことなく全ての子どもたちの可能性を引き出す教育の推進

（１）インクルーシブ教育システムの推進による特別支援教育の充実

 交流及び共同学習の充実に向けた障害理解授業を実施した小・中学校の割合  （R5）42.8％ →（R11）60.0％

 特別支援教育に関する校内研修を実施した小・中・高校の割合 （R3）75.9％ →（R11）88.0％

 学校内外の機関等で相談・指導を受けた不登校児童生徒の割合 （R5）59.3％ →（R11）75.0％ など

主な推進指標

① 園・小・中・高校等における特別支援教育の推進

➢ 個別の教育支援計画等の作成と活用・引継ぎの促進 等

② 特別支援学校における教育の充実

➢ 地域の資源や教育力を生かした教育課程の編成と実施 等

③ 教職員の特別支援教育に関する専門性の向上

➢ 秋田県教職キャリア指標を踏まえた研修の実施 等

④ 切れ目ない支援に向けた関係機関との連携強化と

特別支援教育への理解促進

➢ 家庭・学校・放課後等デイサービス事業所の連携促進に向けた

会議等の実施 等

（２）不登校児童生徒への支援の推進

① 不登校における課題の未然防止と早期支援の充実

➢ ＳＣ・ＳＳＷによる教育相談の充実 等

② 不登校児童生徒の学びの保障

➢ 校内教育支援センターや空き教室を活用した学習支援 等

（３）多様なニーズに対応した教育機会の確保

① 高校中退者等に対する就学機会の提供

➢ 定時制・通信制課程の特色を生かした取組の充実 等

② 性の多様性を尊重した教育の推進

➢ 「性的マイノリティ」とされる児童生徒一人一人のニーズ

に応じたきめ細かな相談・支援 等

③ 外国人児童生徒等への支援の充実

➢ 日本語教育等が必要な児童生徒の在籍校への教員加配 等
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基本方針４ 豊かな心と健やかな体の育成

（１）自他を尊重する心を育む教育の推進

 自分にはよいところがあると思っている児童生徒の割合 （R6）86.7％ →（R11）90.0％

 地域や社会をよくするために何かしてみたいと思う児童生徒の割合 （R6）88.8％ →（R11）90.0％

 運動やスポーツをすることが好きな児童生徒の割合 （R5）62.9％ →（R11）67.5％ など

主な推進指標

① 人権教育の推進

➢ 「生命（いのち）の安全教育」の推進 等

② 道徳教育の推進

➢ 道徳教育推進教師等を中心とした組織的な指導の充実 等

③ いじめの未然防止と早期発見・早期対応の推進

➢ 児童生徒の主体的な取組の推進によるいじめを許さない学

校風土の醸成 等

④ 体験活動・交流活動の充実

➢ あきたアドベンチャープログラムの充実・提供 等

（２）主体的に社会の形成に参画する態度を育む教育の推進

① 主権者や消費者の育成に係る指導の充実

➢ 各教科等を通じて横断的・総合的に取り組む主権者教育・

消費者教育の充実 等

② 持続可能な社会の創り手を育成する環境教育の推進

➢ 発達段階に応じた豊かな自然体験活動の推進 等

（３）学校における体育活動の充実と健康教育の推進

① 学校体育・運動部活動の充実

➢ 専門性を有する地域人材の活用による授業や運動部活動の

充実への支援 等

② 保健教育の推進と学校給食・食育の充実

➢ 医療関係者等との連携による児童生徒の現代的健康課題の

解決に向けた講座や指導者研修会の実施 等
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基本方針５ 子どもたちの豊かな学びを支える教育環境の構築

（１）学習の質を高めるための教育環境の整備

 学校の勉強がよく分かると思う児童生徒の割合 （R5）87.6％ →（R11）89.0％

 月当たり時間外在校等時間が45時間以内の教員の割合 （R5）68.4％ →（R11）100.0％

 コミュニティ・スクールを導入している学校の割合 （R5）68.8％ →（R11）86.3％ など

主な推進指標

① 教職員の資質能力の向上を図るための研修の充実

➢ 教職員一人一人のキャリアステージや職務に応じた研修の

実施 等

② 活力に満ちた魅力ある学校の整備

➢ 秋田県高等学校総合整備計画による高校の学校規模の適正

化と望ましい配置の実現 等

③ 私立学校教育の振興

➢ 私立学校の運営等に係る経費への支援 等

④ 高校生、大学進学者等に対する経済的支援の充実

➢ 就学支援金・奨学給付金の支給、奨学金の貸与 等

（２）教職員の指導体制の充実と学校における働き方改革の推進

① 優れた教職員の確保と適正な配置

➢ 採用試験における優遇措置・特別選考の実施 等

② 教職員の働き方改革の推進

➢ ＩＣＴを活用した校務の効率化 等

③ 教職員の健康管理の推進

➢ 定期健康診断等の実施と事後措置の徹底 等

（３）学校・家庭・地域の連携・協働の推進

① 地域社会全体で子どもの成長を支える体制の構築

➢ 地域学校協働活動の運営支援と一体的な実施の促進 等

② 学校安全の取組の推進

➢ 安全教育の充実に向けた学校への外部講師の派遣 等

③ 家庭教育支援の充実

➢ 家庭教育支援を担う人材の育成と家庭教育支援チームの組

織化の推進 等
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基本方針６ 誰もが生涯にわたり学び続けられる環境の構築

（１）多様な学びの場づくりと学びを通じた地域づくりの推進

 地域課題の解決に向け、推進体制を構築して取り組んでいる自治体数 （R6）10市町村 →（R11）25市町村

 県立美術館・近代美術館・県立博物館・農業科学館の来館者数 （R5）262,755人 →（R11）294,000人

 国・県指定等文化財の件数 （R5）804件 →（R11）836件 など

主な推進指標

① 生涯学習の機会の充実

➢ 地域課題や現代的課題に関する学習機会の充実 等

② 地域コミュニティの活性化に向けた社会教育の推進

➢ ＩＣＴの活用による、多様な主体との連携・協働に向けた取組事例の共有 等

③ 読書活動の推進

➢ 市町村立図書館・学校図書館等への支援 等

（２）良質な文化芸術に親しむ機会の充実と文化遺産の保存・活用

① 文化芸術体験機会の充実

➢ 芸術家の派遣による学校における文化芸術の鑑賞・体験機会の提供 等

② 全ての人に開かれた美術館・博物館づくりの推進

➢ 美術館・博物館におけるＤＸの推進 等

③ 文化遺産の保存・活用の推進

➢ 文化遺産等の調査による文化財指定等の推進 等

9



計画の推進に向けて

秋田県教育庁総務課 企画チーム

〒010-8580 秋田市山王三丁目１番１号

TEL：018-860-5112 FAX：018-860-5851

E-mail：soumu-edu@pref.akita.lg.jp

URL https://www.pref.akita.lg.jp/pages/education

◆ 多様な広報媒体を活用しながら、分かりやすい情報発信・広報活動に努め、計画の周知を図る。

◆ 国・市町村・関係部局、多様な主体との連携を図りながら、全ての県民が子どもたちの成長に関わる当事者で

あるとの意識を高め、県民総参加による「教育立県あきた」の実現を目指す。

◆ 施策の推進状況について、毎年度、定期的な点検・評価を行うとともに、当該点検・評価結果や各種調査結果

等を踏まえて次年度以降における施策の改善を図る、実効性のあるＰＤＣＡサイクルを確立する。

問い合わせ先
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第４期あきたの教育振興に関する基本計画 
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秋田県教育委員会 
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第１章 計画の策定に当たって 

 

 

 第１ 計画策定の趣旨                                

 

本県では、平成 18 年に改正された教育基本法（平成 18 年法律第 120 号）に基づき、平成 23 年

10月に「あきたの教育振興に関する基本計画」（以下「第１期計画」という。）、平成27年３月に「第

２期あきたの教育振興に関する基本計画」（以下「第２期計画」という。）、令和２年３月に「第３期

あきたの教育振興に関する基本計画」（以下「第３期計画」という。）をそれぞれ策定し、本県の実

情を踏まえた教育施策を着実に実施してきました。 

 

この間、人口減少・少子高齢化やグローバル化が加速するとともに、ＡＩやＩｏＴなどの技術革

新が急速に進んでおり、新型コロナウイルス感染症の感染拡大や国際紛争などとも相まって、将来

予測が困難な時代を迎えています。 

 

そうした中、国では、令和５年６月に新たな「教育振興基本計画」が閣議決定され、コンセプト

として「2040年以降の社会を見据えた持続可能な社会の創り手の育成」及び「日本社会に根ざした

ウェルビーイング1の向上」を掲げ、５つの基本的な方針に基づき様々な施策を講ずることとしてい

ます。 

 

このため、本県においても、時代の変化を的確に捉え、これまで本県教育が積み重ねてきた教育

実践とのベストミックスを図りながら、新たな時代に対応した学びの実現に取り組むため、今後の

本県教育の方向性を示した「第４期あきたの教育振興に関する基本計画」を策定しました。 

 

【国の教育振興基本計画（概要）】 

 

◎ 2040年以降の社会を見据えた持続可能な社会の創り手の育成 

 将来の予測が困難な時代において、未来に向けて自らが社会の創り手となり、課題解決などを通じて

持続可能な社会を維持・発展させていく 

 社会課題の解決を、経済成長と結び付けてイノベーションにつなげる取組や、一人一人の生産性向上

等による、活力ある社会の実現に向けて「人への投資」が必要 

 Society5.0 で活躍する、主体性、リーダーシップ、創造力、課題発見・解決力、論理的思考力、表現

力、チームワークなどを備えた人材の育成 
 

◎ 日本社会に根ざしたウェルビーイングの向上 

 多様な個人それぞれが幸せや生きがいを感じるとともに、地域や社会が幸せや豊かさを感じられる

ものとなるための教育の在り方 

 幸福感、学校や地域でのつながり、利他性、協働性、自己肯定感、自己実現等が含まれ、協調的幸福

と獲得的幸福のバランスを重視 
 日本発の調和と協調（Balance and Harmony）に基づくウェルビーイングを発信 

 
1 身体的・精神的・社会的に良い状態にあることをいい、短期的な幸福のみならず、生きがいや人生の意義などの将来に

わたる持続的な幸福を含む概念 

コンセプト 
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① グローバル化する社会の持続的な発展に向けて学び続ける人材の育成 

② 誰一人取り残されず、全ての人の可能性を引き出す共生社会の実現に向けた教育の推進 

③ 地域や家庭で共に学び支え合う社会の実現に向けた教育の推進 

④ 教育デジタルトランスフォーメーション（ＤＸ）の推進 

⑤ 計画の実効性確保のための基盤整備・対話 

 

 

 

 第２ 計画の位置付け                                

 

本計画は、教育基本法第 17 条第２項の規定に基づいて策定する本県の教育振興基本計画である

とともに、新秋田元気創造プランにおける教育分野に関する個別計画です。 

 

国の教育振興基本計画を参酌しつつ、将来を見据え、本県が目指す教育の理念や方向性を明らか

にした上で、その実現に向けて今後推進すべき具体的施策を示しています。 

 

計画の推進に当たっては、上位計画である新秋田元気創造プランの推進指標に加え、本計画独自

の指標を設定し、同プランと一体的に進めていきます。 

 

 

【教育基本法】 

 （教育振興基本計画） 

第 17条 政府は、教育の振興に関する施策の総合的かつ計画的な推進を図るため、教育の振興に

関する施策についての基本的な方針及び講ずべき施策その他必要な事項について、基本的な計

画を定め、これを国会に報告するとともに、公表しなければならない。 

２ 地方公共団体は、前項の計画を参酌し、その地域の実情に応じ、当該地方公共団体における

教育の振興のための施策に関する基本的な計画を定めるよう努めなければならない。 

 

 

 第３ 計画の期間                                   

 

本計画の期間は、令和７（2025）年度から令和11（2029）年度までの５年間とします。 

  

今後の教育政策に関する基本的な方針 
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第２章 本県教育の現状と課題 

 

 

 第１ 本県教育を取り巻く社会状況の変化                        

 

 

 

   本県の総人口は、1956（昭和31）年の 135万人をピークに減少に転じ、オイルショックによる

全国的な景気低迷の影響等により転出が減少したことで一時的に持ち直したものの、1982（昭和

57）年以降、減少の一途をたどっており、2023（令和５）年で91万人となっています。 

 

   若年層を中心とした転出超過による「社会減」と、出生数の減少や高齢化に伴う死亡数の増加

による「自然減」が続いており、このままのペースで推移した場合、国立社会保障・人口問題研

究所「日本の地域別将来推計人口（令和５年推計）」によると、2050 年の本県人口は、56万人ま

で減少し、人口減少率と高齢化率（総人口に占める 65 歳以上人口の割合）が全国最大になるな

ど、人口減少・少子高齢化が一層進むことが予想されています。 

 

   こうした中にあって、今後も社会の持続的な発展を維持していくためには、質の高い教育によ

り、一人一人の可能性を伸ばし、生産性や創造性をより一層高めていく必要があります。 

 

   また、子どもたちが幸せや生きがいを感じられる学びを保護者や地域の人々と共につくってい

くことで、子どもたちのウェルビーイングを高めるとともに、社会全体のウェルビーイングにつ

なげていく必要があります。 

 

 

 

   人工知能（ＡＩ）、ビッグデータ、ＩｏＴ、ロボティクス等の先端技術が高度化してあらゆる産

業や社会生活に取り入れられ、社会の在り方が大きく変わる超スマート社会「Society5.0」時代

が到来しつつあります。 

 

   さらに、新型コロナウイルス感染症の感染拡大により、テレワークや遠隔診療など、社会全体

のデジタル化・オンライン化が大きく促進され、学校教育においても、ＩＣＴ環境の整備や、学

びを保障する手段としての遠隔・オンライン授業の導入が急速に進められました。 

 

   社会全体のデジタルトランスフォーメーション（ＤＸ）が加速していく中、教育分野において

も、デジタルの強みを活かし、一人一人に応じた学びや支援の充実を図るとともに、教員の働き

方改革を推進していく必要があります。 

 

   また、これからの時代の働き手には、ＡＩやロボットによる代替が困難である、新しいものを

１ 人口減少と少子高齢化の進行 

２ 急速な技術革新の進展 
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創り出す創造力や、他者と協働してチームで問題解決するといった能力が今後一層求められるこ

とが予測され、こうした変化に対応した人材を育成していく必要があります。 

 

 

 

   現代は、人口減少・少子高齢化やグローバル化、技術革新の急速な進展に加え、新型コロナウ

イルス感染症の感染拡大や国際情勢の不安定化などにより、先行き不透明で将来予測が困難な「Ｖ

ＵＣＡ2の時代」と言われています。 

 

   こうした中にあって、今を生きる子どもたちが、将来、社会の担い手として活躍し、豊かな人

生を切り拓いていくためには、様々な社会の変化に積極的に向き合い、多様な人々と協働しなが

ら、課題を解決していく力や態度を身に付けさせていく必要があります。 

 

 

 

   社会の多様化が進む中、障害の有無や年齢、性別、性的指向、性自認、文化的・言語的背景、

家庭環境などにかかわらず、誰一人取り残されることなく、誰もが生き生きとした人生を享受す

ることのできる共生社会を実現することが求められています。 

 

   本県では、あらゆる差別の解消を図り、全ての県民が、個性を尊重し合いながら、多様な文化

や価値観を受け入れ、互いに支え合う社会の形成を目指し、「秋田県多様性に満ちた社会づくり基

本条例（令和４年秋田県条例第６号）」を制定し、令和４年４月１日から施行しました。 

 

   学校教育においても、様々な背景により多様な教育的ニーズのある子どもたちの学びの充実を

図りながら、学校の多様性と包摂性を高めていく必要があります。 

 

 

 第２ 第３期あきたの教育振興に関する基本計画の成果と課題               

 

 

基本方向１ 自らの未来を主体的に切り拓き、秋田を支える気概に満ちた人材を育てます 

 

  基本方向１では、自らの未来を主体的に切り拓き、秋田を支える気概に満ちた人材の育成を目指

し、家庭や地域、企業等と連携したキャリア教育や社会の変化と要請に応える専門教育の充実に取

り組みました。 

 

 （取組と成果） 

  小・中学校において、地域の伝統を受け継ぐ活動や地域の産業に関わる活動、地域の課題につ

 

2 「Volatility（変動性）」、「Uncertainty（不確実性）」、「Complexity（複雑性）」、「Ambiguity （曖昧性）」の４つの単語

の頭文字をとった造語 

３ ＶＵＣＡ時代の到来 

４ 多様性に満ちた社会づくりの推進 
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いて考え、発信する活動など、ふるさと教育の視点を取り入れたキャリア教育に取り組みました。

「地域や社会をよくするために何かしてみたい」と思う児童生徒の割合は、全国平均を大きく上

回っています。 

 

*数値は肯定的な回答の割合（％）、( )内の数値は全国平均との差（ポイント） 

質問事項 小学校６年生 中学校３年生 

地域や社会をよくするために何かしてみたいと思いますか。 90.7(+7.2) 86.9(+10.8) 

（出典）文部科学省「令和６年度全国学力・学習状況調査」 

 

  平成 30 年８月に開設した、児童生徒が職業調べや職場体験等を行う際に県内企業等の情報を

検索できるウェブサイト「広域職場体験システム（Ａ－キャリア）」の登録企業数は、年々増加し

ており、令和６年３月現在で487の企業等が登録されています。 

 

  県立高校に就職支援員等を配置し、積極的な求人開拓や、生徒・保護者に対するきめ細かな情

報提供・進路相談を行ったことにより、令和６年３月新規高卒者の就職決定率は、99.6％と、高

い水準となりました。県内就職率（就職者全体に占める県内就職者の割合）は、令和６年３月卒

で71.3％と、令和２年３月卒の65.0％から大きく上昇しました。 

 

  県立特別支援学校に職域拡大推進員を配置し、進路指導担当教員と連携し、特別支援学校生が

就労可能な職域の拡大や職場定着支援を行いました。令和５年度は、推進員の事業所訪問により、

新規受入可能事業所を151事業所、新規雇用相談可能事業所を86事業所、開拓しました。 

 

  デジタル人材の育成に向け、普通科のある高校 10 校3に「デジタル探究コース」を設置し、デ

ジタルを活用した探究学習活動を推進したほか、全ての県立高校にＥｄＴｅｃｈ4教材及び実習キ

ット「micro:bit（マイクロビット）5」を配付し、プログラミング教育を実施しました。 

 

（課題） 

  高校生の県内就職率は、新型コロナウイルス感染症の収束や好調な県外求人等を背景に、令和

３年度（令和４年３月卒）の75.4％をピークに、減少傾向にあります。 

 

  本県の高校卒業者の３年後の離職率（令和３年３月卒）は31.4％と、全国平均の38.4％を下回

ったものの、依然として高い水準にあります。 

 

  特別支援学校生が就労するために必要となる資質・能力を育成するための適切な職業教育が不

足しています。また、事業所等職員の障害者理解や受入体制が整っていない状況にあります。 

 

 
3 （Ｒ４～）大館国際情報学院、仁賀保、湯沢、羽後、（Ｒ５～）鹿角、能代松陽、秋田北、新屋、大曲、横手城南 

4 教育（Education）とテクノロジー（Technology）を組み合わせた造語。教育におけるAI、ビッグデータ等の様々な新し

いテクノロジーを活用したあらゆる取組。 

5 イギリスの公共放送局ＢＢＣが開発した教育用の小さなコンピュータ 
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  科学技術の進展や産業構造の変化等に伴い、企業が生徒に求める専門的な知識・技術が変化し

ており、高校教員が指導する内容も一層高度化しています。 

 

  

（出典）秋田労働局職業安定部調べ         （出典）県高校教育課「秋田県高等学校卒業者の進路状況調査」 

 

 

基本方向２ 子ども一人一人に応じた教育の充実と確かな学力の定着を図ります 

 

  基本方向２では、子ども一人一人に応じた教育の充実と確かな学力の定着を目指し、少人数学習

の推進や「秋田の探究型授業」の充実など、子ども一人一人の個性や教育的ニーズに応じたきめ細

かな指導・支援に取り組みました。 

 

 （取組と成果） 

  少人数学習の推進によるきめ細かな指導により、学習の基礎・基本の定着が図られており、全

国学力・学習状況調査においては、平成19年度の調査開始以来、概ね良好な状況にあります。 

 

全国学力・学習状況調査の平均正答率（％） 

*( )内の数値は全国平均との差（ポイント） 

年度 小学校６年生 中学校３年生 

国語 算数 理科 国語 数学 理科 英語 

Ｒ６ 73(+5) 65(+2)  60(+2) 53(±0)   

Ｒ５ 72(+5) 65(+2)  74(+4) 52(+1)  44(-2) 

Ｒ４ 71(+5) 66(+3) 71(+8) 73(+4) 54(+3) 52(+3)  

Ｒ３ 71(+6) 72(+2)  68(+3) 60(+3)   

Ｒ２ （コロナ禍のため実施なし） （コロナ禍のため実施なし） 

（出典）文部科学省「全国学力・学習状況調査」  

 

  全国学力・学習状況調査の児童生徒質問調査及び学校質問調査の結果によると、本県の児童生

徒は、家庭学習に主体的に取り組むなど、望ましい学習習慣を身に付けています。 
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  令和２年度に、秋田きらり支援学校内に病弱教育サポートセンターを設置し、相談支援の充実

を図るとともに、令和３年度には、県北・県南の高校各１校（大館鳳鳴高校及び横手高校）に通

級指導教室を設置し、特別な支援を必要とする児童生徒に対する学びの場を整備しました。 

 

  就学前教育・保育教職員と小学校教諭が接続期の学びや育ちについての協議等を通して相互理

解を図る合同研修会を開催し、円滑な接続についての理解促進を図ったこと等により、幼稚園・

保育所等と連携してスタートカリキュラム6を編成している小学校や、幼稚園・保育所等と合同で

研究会等を実施する小学校が増加しています。 

 

  スーパーサイエンスハイスクール7に秋田中央高校と横手高校が指定され、先進的な理数教育、

カリキュラムの開発・実践や調査研究、観察・実験等を通じた体験的・問題解決的な学習が進め

られました。 

 

（課題） 

  定年による教員の大量退職と、それに伴う新規採用教員の増加が続く中、ベテラン教員から若

手教員への知識・技術の継承が困難になっています。 

 

  授業にＩＣＴを活用して指導することができる教員の割合は向上しているものの、全国平均よ

り低い状況が続いているほか、教員一人一人のＩＣＴ活用指導力の差については依然として大き

い状況にあります。 

 

 
           （出典）文部科学省「学校における教育の情報化の実態等に関する調査」 

 

  子どもの育ちや学びの連続性を踏まえた就学前教育・保育と小学校教育の円滑な接続の必要性

については、全ての市町村において広く認識されているものの、幼保小の関係者が連携・協働し

て架け橋期8のカリキュラムの開発・実施に着手している市町村は、令和６年度時点で２市と、少

ない状況にあります。 

 
6 幼稚園・保育所等の遊びや生活を通した学びと育ちを基礎として、主体的に自己を発揮し、新しい学校生活を創り出し

ていくためのカリキュラム  

7 文部科学省が平成14年度から実施している事業で、将来の国際的な科学技術人材を育成することを目指し、理数系教育

に重点を置いた研究開発を行うものとして指定を受けた高校 

8 生涯にわたる学びや生活の基盤をつくるために重要な時期である、５歳児から小学校１年生までの２年間 
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基本方向３ 世界で活躍できるグローバル人材を育てます 

 

  基本方向３では、世界で活躍できるグローバル人材の育成を目指し、実践的な英語コミュニケー

ション能力の向上と、国際感覚を身に付け、協働して課題解決する力や英語による発信力の育成に

取り組みました。 

 

（取組と成果） 

  生徒に求められる英語力の達成状況を検証するとともに、主体的な学習意欲の向上を図るため、

中学２年生から高校生までの全ての生徒を対象に「英検ＩＢＡ9」を実施しました。 

 

  児童生徒の英語コミュニケーション能力の向上と異文化理解の促進を図るため、イングリッシ

ュキャンプ10やファンライティング11を実施したほか、英語での発信力や論理的思考力を育成する

ため、即興型英語ディベート12大会及びe-Debate交流会（オンラインによる英語ディベート交流

会）を開催しました。 

 

  大館国際情報学院高校、能代松陽高校、由利高校及び横手清陵学院高校をＡＫＩＴＡグローバ

ルネットワーク事業の指定校とし、国際交流活動や４校合同の研究発表交流会を通して、地域や

グローバルな課題について考察し、課題解決に向けて行動できる人材の育成に取り組みました。 

 

  国際系の学科を設置している能代松陽高校及び由利高校では、韓国語や中国語、ロシア語など、

英語以外の外国語を学ぶ機会の充実と国際交流の推進を図りました。 

 

（課題） 

  英検３級相当以上の英語力を有する中学３年生の割合は上昇傾向にあるものの、文部科学省の

求める割合（50％）を下回っています。また、英検準２級相当以上の英語力を有する高校３年生

の割合は、全国平均よりも高い状況にあるものの、近年その差は縮まりつつあり、更なる向上を

図る必要があります。 

 

 
9 （公財）日本英語検定協会が実施する実用英語技能検定と共通のスコア尺度で成績比較を可能とするテスト 

10 ＡＬＴ（外国語指導助手）との交流を通して、生きた英語や異文化等を体験する終日英語を使用するプログラム 

11 ＡＬＴとの手紙での英語を用いたやり取りを通し、英語への興味・関心を高めるとともに英語コミュニケーション能力

の向上を図る取組 

12 与えられた論題について、肯定側と否定側のチームに分かれて英語で意見を述べ、第三者であるジャッジを説得する討

論。「即興型」は、論題が発表されてから15分から30分程度の準備期間の後でディベートを開始する。 
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（出典）文部科学省「英語教育実施状況調査」 *R2はコロナ禍のため実施なし 

 

  令和５年度全国学力・学習状況調査の教科調査において、中学校英語で、全国平均を下回って

います。また、令和５年度秋田県学習状況調査の結果においても、中学校２年生英語で、問題の

通過率が設定した基準を10ポイント以上下回っています。 

 

  本県の児童生徒は、学校の授業以外で英語に触れる機会が少なく、授業改善を通して英語学習

への動機付けを図り、授業以外でも英語を学ぼうとする意欲を醸成する必要があります。 

 

*数値は肯定的な回答の割合（％）、( )内の数値は全国平均との差（ポイント） 

質問事項 小学校６年生 中学校３年生 

これまで、学校の授業以外で、英語を使う機会

がありましたか。 

36.8(-9.7) 26.2(-3.8) 

家庭学習の課題（宿題）として、どの程度ＩＣ

Ｔ機器を活用して、英語の音声を聞いたり英語

を話す練習をしたりしていますか。 

【週１回以上】 

17.2(-12.3) 

【週１回以上】 

16.8(-6.1) 

      （出典）文部科学省「令和５年度全国学力・学習状況調査」 

 

 

基本方向４ 豊かな人間性と健やかな体を育みます 

 

  基本方向４では、豊かな人間性と健やかな体の育成を目指し、道徳教育・人権教育・体験活動の

充実、いじめ・不登校等の未然防止・早期発見や相談体制の整備、共生社会の形成に向けた取組、

生涯にわたってたくましく生きるために必要な健康や体力の育成に取り組みました。 

 

（取組と成果） 

  各学校において、いじめの定義やいじめを正確に漏れなく認知することの重要性についての理

解が進んだこと等により、児童生徒千人当たりのいじめの認知件数は、大幅に増加しています。

学校では、いじめの積極的な認知と即時対応に努めており、令和５年度における認知したいじめ

の解消率は、90.9％と、全国平均の77.5％を 10ポイント以上上回っています。 

 

44.0 

47.0 

49.2 50.0 

39.1 

53.1 

44.4 
46.9 

20.0

40.0

60.0

80.0

R1 R3 R4 R5

英検３級相当以上の英語力を有する

中学３年生の割合(%)

43.6 46.1
48.7 50.6

53.6 53.7 55.8 52.8

20.0

40.0
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80.0

R1 R3 R4 R5

英検準２級相当以上の英語力を有する

高校３年生の割合(%)

全国

秋田県

秋田県 

全国 



10 

 

  通常の学級と特別支援学校における交流及び共同学習を計画的に実施し、障害理解の促進を図

りました。特別支援学校小・中学部の児童生徒との居住地校交流を実施した小・中学校の割合は、

令和５年度で52.5％と、令和元年度の38.9％から大きく上昇しています。 

 

  運動やスポーツの専門性を有する地域の人材等を小・中学校に派遣し、教員の専門的な指導法

の工夫・改善を図るとともに、体育の授業を始めとする体育的活動において、運動の楽しさや喜

びを実感できる授業づくりを進めたことにより、運動やスポーツをすることが好きな児童生徒の

割合（小５・中２）は、全国トップクラスを維持しています。 

 

 
（出典）スポーツ庁「全国体力・運動能力、運動習慣等調査」 *R2 はコロナ禍のため実施なし 

 

  令和３年度より、県内市町村において、中学校における運動部活動の地域移行に係る実践研究

や実証事業を実施し、成果と課題の検証・情報共有を行いました。また、県総括コーディネータ

ーを配置し、各市町村の実情に応じた個別支援を行ったほか、広域的な指導者の発掘・確保に向

け、指導者登録システムを構築しました。 

 

  全国学力・学習状況調査の児童生徒質問調査及び学校質問調査の結果では、児童生徒が望まし

い生活習慣を身に付けている状況が表れています。 

 

*数値は肯定的な回答の割合（％）、( )内の数値は全国平均との差（ポイント） 

質問事項 小学校６年生 中学校３年生 

朝食を毎日食べていますか。 94.9(+1.2) 94.0(+2.8) 

毎日、同じくらいの時刻に起きていますか。 93.5(+1.9) 94.4(+1.9) 

    （出典）文部科学省「令和６年度全国学力・学習状況調査」 

 

（課題） 

  児童生徒千人当たりの不登校児童生徒数は、近年、増加傾向にあり、特に、小学校から中学校

への進学に伴って増加しています。令和６年度においては、全ての中学校・県立高校にスクール

59.0 
56.0 

57.8 58.2 59.1 

65.9 
61.6 63.0 62.9 63.4 

40.0

50.0
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80.0

R1 R3 R4 R5 R6
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カウンセラー13を配置するとともに、教育事務所等７箇所にスクールソーシャルワーカー1414 名を

配置し、児童生徒・保護者等へのきめ細かな支援に努めておりますが、今後、更なる相談体制の

充実に取り組む必要があります。 

 

   
 （出典）文部科学省「児童生徒の問題行動・不登校等生徒指導上の諸課題に関する調査」 

 

  スマートフォンの保有世帯の増加等に伴い、インターネット利用の低年齢化が進んでおり、全

国調査では、２歳で約６割、５歳で約８割の幼児児童がインターネットを利用しています。低年

齢の子どもたちをインターネットトラブルの被害者にも加害者にもさせないためには、保護者の

インターネットリテラシーの向上を含め、家庭における取組を支援することが重要となります。 

 

  特別支援学級に在籍する児童生徒や通級指導教室を利用する児童生徒、通常の学級に在籍する

特別な支援を必要とする児童生徒数が増加傾向にあります。また、高校においても、特別な支援

を必要とする生徒が在籍しています。 

 

 

（出典）県特別支援教育課「小・中学校特別支援学級等の実態調査」 

  

 
13 児童生徒の心のケアや、ストレスへの対処法など心に関する授業を行う心理の専門家 
14 児童生徒やその保護者に福祉･医療的な支援が必要な場合に、福祉の窓口につないだり、手続きの補助などをしたりする

福祉の専門家 
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  本県児童生徒の体力合計点は、全国トップクラスを維持しているものの、コロナ禍前に比べ、

体力の低下や運動時間の減少が懸念されます。 

 

全国体力・運動能力、運動習慣等調査における体力合計点 

*( )内の数値は全国平均との差（ポイント） 

 小学校５年生 中学校２年生 

男子 女子 男子 女子 

Ｒ６ 54.45(+1.91) 56.46(+2.53) 44.64(+2.95) 48.82(+1.60) 

Ｒ１ 56.06(+2.45) 58.59(+3.00) 43.87(+2.31) 50.92(+0.89) 

（出典）スポーツ庁「全国体力・運動能力、運動習慣等調査」 

 

 

基本方向５ 子どもの成長を支える魅力的で良質な学びの場をつくります 

 

  基本方向５では、魅力的で良質な学びの場づくりを目指し、教職員の資質能力の向上や県立学校

の整備、学校・家庭・地域が連携協力し地域ぐるみで子どもを育む体制の整備等に取り組みました。 

 

（取組と成果） 

  秋田県高等学校総合整備計画に基づき、県立高校の再編整備等を推進し、令和３年４月には、

能代工業高校・能代西高校の２校を統合して能代科学技術高校を、令和６年４月には、花輪高校・

十和田高校・小坂高校の３校を統合して鹿角高校を開校しました。 

 

  国が推進するＧＩＧＡスクール構想に呼応し、全ての学校に児童生徒用１人１台端末と通信ネ

ットワーク環境を構築するなど、学校におけるＩＣＴ環境を整備しました。 

 

  Googleの提供するGoogle for EducationTM パートナー自治体プログラムに参画し、同社の協

力を得て、県立高校において、最先端のＩＣＴ教育や教員研修を実施しました。 

 

  教員免許法及び教育公務員特例法の改正を受け、教職員一人一人のキャリアステージや職務に

対応した研修講座を拡充するとともに、校長等管理職向けの能力開発研修や、教職員が自らの働

き方に合わせて受講できるオンデマンド形式の研修を新たに導入しました。 

 

  教職員の働き方改革を推進するため、令和５年度に、全ての県立高校において統合型校務支援

システムを導入しました。また、市町村の連携・協働により、市町村立学校における次世代型校

務支援システムを共同調達し、令和６年度から導入しました。（初年度の参加は７市町村） 

 

  生徒・保護者の利便性の向上と教職員の働き方改革を推進するため、令和６年度に、公立高等

学校入学者選抜に係る手続きをデジタル化・オンライン化し、入試業務の大幅な効率化と省力化

を図る「高校入試ＷＥＢ出願システム」を構築しました。（令和８年度入学者選抜から本格運用） 
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（課題） 

  少子化により児童生徒数の減少が加速しており、これに伴い、学校の小規模校化が進んでいま

す。 

 

  県立学校施設の多くが昭和40～50年代の建築であり、老朽化対策が急務となっていますが、建

設資材価格の高騰や労務単価の上昇等に伴い工事費が大幅に増加しており、県の財政状況が厳し

い中、学校の新築・改築を進めることが困難となっています。 

 

  教員の大量退職に伴う大量採用期が続き、講師登録者数の減少と相まって、教員採用試験の志

願者数も減少しており、教員不足が深刻化しています。 

 

（出典）県高校教育課調べ 

 

  「教職員が実感できる多忙化防止計画」（令和６年度からは「教職員の働き方改革推進計画」）

に基づき各種施策に取り組んだことにより、教員の月当たりの平均時間外在校等時間15は、令和５

年度で37.2 時間（令和３年度比▲0.3時間）となるなど、勤務時間の縮減や勤務環境の改善に一

定の成果が見られるものの、依然として長時間勤務を行っている教員が多い状況が続いています。 

 

令和５年度における教員の時間外在校等時間 

 

 月当たりの

平均時間外 

在校等時間 

月当たり時間外在校等時間毎の教員の割合 
年間時間外在校

等時間が360 時

間を超えた教員

の割合 
0～45 時間 45～80 時間 80 時間～ 

小学校 31.5 時間 77.8％ 20.9％ 1.3％ 53.1％ 

中学校 46.5 時間 51.3％ 37.0％ 11.7％ 75.8％ 

高校 44.3 時間 59.0％ 26.6％ 14.4％ 86.3％ 

特別支援学校 22.3 時間 92.9％ 7.0％ 0.2％ 23.2％ 

全校種 37.2 時間 68.4％ 24.7％ 6.8％ 62.9％ 

（出典）県義務教育課・高校教育課・特別支援教育課調べ 

 
15 在校等時間から正規の勤務時間を除いた期間（在校等時間には、校外で行う研修・引率等を含み、勤務時間外における

自己研鑽や業務外の時間や休憩時間を除く。） 
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  県内 21の市町村において、全ての小・中学校がコミュニティ・スクール16となりましたが、県

立学校では導入が進んでいません。（矢島高校・大曲工業高校・六郷高校・ゆり支援学校に続き、

令和５年度に西仙北高校が県内５校目のコミュニティ・スクールとなりました。） 

 

 

基本方向６ 地域を元気にする住民参加の学びの場と芸術・文化に親しむ機会をつくります 

 

  基本方向６では、地域を元気にする住民参加の学びの場と芸術・文化に親しむ機会の創出を目指

し、県民が生涯にわたって学ぶことのできる機会の充実や読書活動の推進、子どもたちが優れた芸

術・文化に触れることのできる機会の充実、地域の貴重な財産である文化遺産等の保存・活用等に

取り組みました。 

 

（取組と成果） 

  中・高生に対し読書の魅力を発信するため、「中学生・高校生ビブリオバトル17大会」を毎年開

催し、令和５年度には、全国大会において本県代表の中学生が優秀賞を受賞しました。最近では、

校内で独自にビブリオバトルを開催する学校も出てくるなど、その取組は県内に拡がりつつあり

ます。 

 

  県民に魅力的で良質な文化芸術に親しむ機会を提供するため、県立美術館・県立近代美術館・

県立博物館・県立農業科学館の４館では、他施設や民間企業等との連携により、多様な特別展を

開催しました。 

 

  美術館・博物館のＤＸを推進し、県立近代美術館では、最先端技術「メタバース18」による仮想

近代美術館「メタバース×キンビ」を構築しました。これにより、いつでもどこでも県立近代美

術館の特色あるコンテンツを体験できるだけでなく、鑑賞者同士や学芸員との交流も可能となり

ました。 

 

  大湯環状列石（鹿角市）及び伊勢堂岱遺跡（北秋田市）を含む「北海道・北東北縄文遺跡群」

の世界文化遺産登録に向け、北海道・青森県・岩手県及び関係市町と連携し取組を進めた結果、

令和３年７月にユネスコ世界文化遺産に登録されました。また、令和４年 11 月には、「西馬音内

の盆踊」（羽後町）及び「毛馬内の盆踊」（鹿角市）を含む「風流踊」がユネスコ無形文化遺産に

登録されました。 

 

  秋田の郷土食の保存と活用を図るため、県内の現況を把握し、文化財的価値を明らかにするた

めの調査を行い、郷土食等一覧表を作成するとともに、26件の郷土食について、特色ある郷土食

 
16 一定の法令上の権限を持ちながら、保護者や地域住民が学校運営に参画する「学校運営協議会」が設置された学校 

17 発表者がおすすめの本の魅力を５分間で紹介し合い、聴衆者全員で「一番読みたくなった本」（チャンプ本）を投票で決

める知的書評ゲーム 

18 「超越（meta）」と「宇宙（「universe」）を組み合わせた造語で、インターネット上の仮想空間 
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として調理・製造等の技術を記録しました。 

 

（課題） 

  障害者の生涯学習や情報格差の解消等をはじめとする地域における現代的課題や、地域課題の

解決に資する生涯学習・社会教育に関する取組事例が少なく、人材や予算の確保、取組に係るノ

ウハウの不足等が課題となっています。 

 

  「読書が好き」、「学校図書館を利用している」と答える児童生徒の割合は、年齢が上がるほど

低下する傾向にあり、子どもの発達段階に応じた支援を、幼児期から切れ目なく行っていくこと

が求められています。 

 

  
（出典）県義務教育課「令和５年度秋田県学習状況調査」 

 

  令和５年４月に改正博物館法が施行され、美術館・博物館には、「調査研究」、「展示公開」、「教

育普及」といった従前からの役割に加え、「デジタル技術の積極的活用」、「他の博物館及び地域の

多様な主体との連携」、「地域的・社会的課題への対応」、「地域の活力向上への取組」など、新た

な役割が求められています。 

 

  縄文遺跡群や民俗芸能、郷土食など本県の文化財の魅力が認められつつあるものの、保存や活

用に向けては、地域住民と連携した取組が不十分です。 
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第３章 計画の方向性 

 

 

 第１ 本県教育の目指す姿                              

 

 

ふるさとを愛し、社会を支える自覚と高い志にあふれる人づくり 

 

本県では、第１期計画において「ふるさとを愛し、社会を支える自覚と高い志にあふれる人づく

り」を本県教育の目指す姿として掲げ、第２期計画及び第３期計画においても継承しながら、本県

教育の基本である「ふるさと教育」を推進し、心豊かで郷土愛に満ち、志高く未来を切り拓く人材

の育成に取り組んできました。 

 

近年、情報通信技術の進展によりグローバル化が加速し、人・物・情報等が地球規模で行き交う

時代となっており、ふるさとの自然や歴史、伝統文化を理解し、自らが生まれ育ったふるさとに誇

りと愛着をもちつつ、異文化や多様な価値観を理解し、グローバルな視野で考え、自分の考えを積

極的に表明し、行動できる人材を育てていくことが一層重要となっています。 

 

また、少子高齢化・人口減少の加速化や生成ＡＩをはじめとした急速な技術革新などにより、社

会の変化が激しさを増す中にあって、こうした変化を前向きに捉え、未来を作っていく一人として

の自覚をもち、困難や失敗を恐れず、積極果敢に挑戦する力や態度を身に付けた人材を育てていく

必要があります。 

 

このため、本計画においても、これまで第１期計画から掲げてきた「ふるさとを愛し、社会を支

える自覚と高い志にあふれる人づくり」を引き続き本県教育の目指す姿として掲げ、その実現に向

けた施策を総合的・計画的に推進していきます。 
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 第２ 最重点の教育課題                               

 

 目指す姿の実現に向け、「地域に根ざしたキャリア教育の充実」と「“「問い」を発する子ども”の育

成」を、全教育活動を通して取り組む最重点の教育課題に位置付け、課題解決に向けた取組を進めて

いきます。 

 

地域に根ざしたキャリア教育の充実 

 地域との関わりを通して、社会的・職業的自立に向けて必要な基盤となる資質・能力を育むことで、

子どもたち一人一人が「生きる力」を身に付け、様々な課題に対し、柔軟に、かつ、たくましく対応

していくことができるよう、地域に根ざしたキャリア教育の充実を図ります。 

 

 

“「問い」を発する子ども”の育成 

 子どもたちが、自他の営みを積極的に工夫改善し、発信していくことができるよう、「問う」ことを

通して自ら学び、問題を発見し、他者との関わりを通して主体的に問題を解決していく子どもの育成

を図ります。 

 

 

 

 第３ 目指す姿の実現に向けた基本方針                        

 

目指す姿の実現に向け、６つの基本方針を設定します。 

 
けん 

基本方針１ 社会の持続的な発展を牽引する力の育成  

 

社会的・職業的自立に向けて必要な基盤となる力や、デジタル・グリーン等の成長分野を担う専

門的な力を育成するとともに、グローバルな視点をもって地域社会の創造・発展に積極的に貢献し

ようとする高い志をもった人材を育成します。 

 

基本方針２ 確かな学力の育成 

 

乳幼児期の教育・保育において、生活や遊びを通して、学びに向かう力や人間性等、子どもたち

の「生きる力」の基礎を育むとともに、小・中・高校を通じて、基礎的・基本的な知識・技能を習

得させ、これらを活用して課題解決するために必要となる思考力・判断力・表現力を育成します。 

 

基本方針３ 誰一人取り残すことなく全ての子どもたちの可能性を引き出す教育の推進 

 

障害や不登校、性的マイノリティなど、様々な困難を有する子どもたちの多様なニーズに対応し

た教育を推進するとともに、子どもたちはもとより、県民一人一人が多様な他者を理解・尊重し、

共に生きる社会を実現します。 
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基本方針４ 豊かな心と健やかな体の育成 

 

公共の精神や相手を思いやる気持ち、希望と勇気をもち、困難や失敗を恐れず、積極果敢に挑戦

する強い意志など、豊かな心を育むとともに、生涯にわたってたくましく生きるために必要な体力

や、健康で充実した生活を送るための資質・能力を育成します。 

 

 

基本方針５ 子どもたちの豊かな学びを支える教育環境の構築 

 

教職員の資質能力の向上や働き方改革を推進し、教育の質の向上を図るとともに、県立学校の統

合等再編整備や地域ぐるみで子どもを育む体制の構築に取り組むことにより、生徒数が減少する中

にあっても魅力ある教育環境づくりを進めます。 

 

 

基本方針６ 誰もが生涯にわたり学び続けられる環境の構築 

 

県民の、ライフステージや生活スタイルに応じた学びを充実させるとともに、優れた文化芸術や

貴重な文化遺産に触れ、体験することのできる機会を創出することにより、誰もが生涯にわたって

学び続けられる環境づくりを進めます。 

 

 

 第４ 横断的に取り組む重点施策                           

 

６つの基本方針にまたがる重要な４つの施策を設定し、今後５年間で横断的かつ重点的に取り組

みます。 

 

◎重点施策１ 持続可能な社会の創り手となる人材の育成に向けた教育の推進 

 

将来予測が困難な時代において、今を生きる子どもたちが、未来に向けて自ら社会の創り手とな

り、課題解決などを通じて、持続可能な社会を維持・発展させていくことが求められています。 

 

このため、あらゆる教育活動を通じて、何事にも前向きに挑戦し、失敗しても粘り強く取り組む

力や、自ら課題を発見し、他者と協働しながら新しい価値を創造する力などの資質・能力を身に付

けた人材の育成に取り組みます。 

 

 

◎重点施策２ 多様性と包摂性のある社会の実現に向けた教育の推進 

 

誰一人取り残されず、一人一人が自分の良さや可能性を認識するとともに、あらゆる他者を価値

のある存在として尊重する包摂的な社会を実現し、一人一人の多様なウェルビーイングの向上、さ
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らには社会全体のウェルビーイングの向上を図っていくことが求められています。 

 

このため、子どもの権利等の理解促進や人権感覚の涵
かん

養に取り組むとともに、様々な体験活動の

機会を提供し、自己肯定感・自己有用感等の向上を図ります。 

 

また、様々な困難を抱える子どもに対するきめ細かな支援や学びの保障に努めるとともに、自ら

とは異なる立場や地域にいる人々と接する機会や異なる環境に身を置く機会の充実を図ります。 

 

 

◎重点施策３ 生涯にわたって主体的に学び続ける力を育む教育の推進 

 

医療体制の充実、医学の進歩、生活水準の向上等により、平均寿命が著しく伸張し、「人生100年

時代」といわれる中にあって、同一年齢での単線的な学びや進路選択を前提とした人生モデルから、

一人一人の学ぶ時期や進路が複線化する人生のマルチステージモデルへの転換が予測されており、

生涯学習の必要性が高まっています。 

 

このため、学校教育において、生涯学習の基盤となる基礎的な学力の定着を図るとともに、学び

を習慣化し、生涯にわたって能動的に学び続けるための態度を育成します。 

 

また、社会教育を通じて、地域のつながりの中で体験的に学び、地域における様々な活動に積極

的・主体的に関わる意識の向上を図ります。 

 

 

◎重点施策４ 教育ＤＸの推進 

 

社会全体のＤＸが加速化していく中にあって、教育においても、ＩＣＴの活用を「日常化」し、

デジタル化を更に推進していく必要があります。 

 

このため、学校においては、学習の基盤となる資質・能力としての情報活用能力を育成するとと

もに、最新のＩＣＴ環境の整備や学びの保障としての遠隔・オンライン学習を推進するほか、校務

のＩＣＴ化による学校における働き方改革に取り組みます。 

 

また、Society5.0時代の到来を見据え、デジタル社会に対応し、デジタル技術を活用して新たな

価値を創造する人材の育成に取り組みます。 
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最重点の教育課題 

◎地域に根ざしたキャリア教育の充実  ◎“「問い」を発する子ども”の育成 

第４章 施策体系 

 

目指す教育の姿：ふるさとを愛し、社会を支える自覚と高い志にあふれる人づくり 

 

 

 

 

＜基本方針１＞ 

社会の持続的な発展を牽
けん

引する力の育成 

（１）家庭・地域・企業等と連携したキャリア教育の推進 

（２）社会の変化とニーズに応じた専門教育の推進 

（３）グローバル化に対応した外国語教育と国際交流の推進 

（４）探究・ＳＴＥＡＭ教育等の教科等横断的な学習の推進 

＜基本方針２＞ 

確かな学力の育成 
（１）「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善の推進 

（２）個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実 

（３）学びに向かう力を育む就学前教育・保育の推進 

＜基本方針３＞ 

誰一人取り残すことなく

全ての子どもたちの可能

性を引き出す教育の推進 

（１）インクルーシブ教育システムの推進による特別支援教育の充実 

（２）不登校児童生徒への支援の推進 

（３）多様なニーズに対応した教育機会の確保 

＜基本方針４＞ 

豊かな心と健やかな体の

育成 

（１）自他を尊重する心を育む教育の推進 

（２）主体的に社会の形成に参画する態度を育む教育の推進 

（３）学校における体育活動の充実と健康教育の推進 

＜基本方針５＞ 

子どもたちの豊かな学び

を支える教育環境の構築 

（１）学習の質を高めるための教育環境の整備 

（２）教職員の指導体制の充実と学校における働き方改革の推進 

（３）学校・家庭・地域の連携・協働の推進 

＜基本方針６＞ 

誰もが生涯にわたり学び

続けられる環境の構築 

（１）多様な学びの場づくりと学びを通じた地域づくりの推進 

（２）良質な文化芸術に親しむ機会の充実と文化遺産の保存・活用 

横断的に取り組む重点施策 

１ 持続可能な社会の創り手となる人材の育成に向けた教育の推進 

２ 多様性と包摂性のある社会の実現に向けた教育の推進 

３ 生涯にわたって主体的に学び続ける力を育む教育の推進 

４ 教育ＤＸの推進 
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基本方針１ 社会の持続的な発展を牽

けん

引する力の育成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）家庭・地域・企業等と連携したキャリア教育の推進                 

 

① ふるさとを学びのフィールドとした学習活動の推進 

 児童生徒の郷土や国際社会で自立的・協働的・創造的にたくましく生き抜く力を育成するた

め、ふるさとを学びのフィールドとした学習や体験活動等を推進します。 

 

【主な取組】 

► 自然や文化等に触れる体験的な活動の充実 

► 地域の活性化に貢献する活動等の推進 

► 社会性・自主性を育む集団宿泊活動の充実 

 

② 社会的・職業的自立を目指した教育活動の充実 

    児童生徒の社会的・職業的自立に向けて必要な資質・能力を育成するため、家庭や地域社会、

企業等と連携しながら、発達段階に応じた系統的・組織的な学習や体験活動等を推進します。 

 

【主な取組】 

► キャリアノート19等の効果的な活用の促進 

► 各校種の教員等によるキャリア教育の充実に向けた協議会等の実施 

► 職場見学、職場体験・インターンシップ、ボランティア活動等の充実 

► 大学や地元企業等との連携による起業家精神（アントレプレナーシップ）教育20の推進 

 

  ③ きめ細かな就職支援と職場定着の推進 

    地元企業や関係機関と連携し、就職を希望する高校生の就職を支援するとともに、ミスマッ

チ等による早期離職の防止に向けた職場定着支援を行います。 

 

 
19 児童生徒がキャリア教育に関する学習の履歴を記録する冊子 

20 自ら社会課題を見つけ、課題解決にチャレンジしたり、他者との協働により解決策を探求したりすることができる知

識・能力・態度を身に付ける教育 

農業体験 県内企業における技術研修 高校のデジタル探究コース 

における探究学習 
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【主な取組】 

► 職場定着就職支援員による就職相談、県内求人開拓、企業情報の提供 

► 就職情報ネットワークを活用した求人情報等の共有 

► ふるさと企業紹介の実施 

► 就職準備セミナー・コミュニケーションセミナーの実施 

► 卒業後に早期離職した者に対する求人情報の提供 

 

（２）社会の変化とニーズに応じた専門教育の推進                        

 

① 地域資源を活用した最先端の学びの推進 

 地元企業や関係機関と連携し、最先端の専門知識・技術や、地域の課題解決に果敢に挑戦す

るチャレンジ精神や起業家精神を身に付けるための実践的・体験的な学びを推進します。 

 

【主な取組】 

► 最新の専門知識や技術・資格等を有する人材を活用した特別講義の実施 

► 県内企業における技術研修の実施 

► 専門高校の教員等を対象とした最先端技術等に関する指導力向上研修会の実施 

► 産業教育フェア・ものづくりコンテストの実施 

 

② 高等教育機関との連携の推進 

  より高いレベルでの学習に対する意欲を高めるとともに、学問を究めようとする探究心を育

むため、高等教育機関との連携を推進します。 

 

【主な取組】 

► 地域人材を活用した学問別ガイダンス等の実施 

► 大学コンソーシアムあきた21が実施する高大連携事業への参加促進 

► 県内大学の専門人材を活用した講義・実習 

 

③ 最先端のデジタル教育の推進 

    これからのデジタル社会で活躍できる資質・能力を育成するため、最新のＩＣＴ教材や専門

人材を活用した最先端のデジタル教育を推進します。  

 

【主な取組】 

► 全ての高校におけるＥｄＴｅｃｈ教材やマイクロビットを活用したプログラミング教育の

実施 

► プログラミングや生成ＡＩ等を活用した探究的な学習活動の実施 

► 県内外のＩＴ企業等におけるインターンシップの実施 

► 専門高校における実習環境のデジタルネットワーク化、学科・学校間の連携 

 
21 大学間連携による教育・研究の活性化や地域貢献活動の推進を図るため、県内の高等教育機関で構成された連携組織 
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► 県内大学の専門人材を活用した最先端のデジタル技術に関する講義・実習 

 

（３）グローバル化に対応した外国語教育と国際交流の推進                

 

① 児童生徒の英語コミュニケーション能力の向上 

    小・中・高校を通じて、児童生徒の実践的な英語コミュニケーション能力の向上を図ります。 

 

【主な取組】 

► 発信力の向上を図るためのパフォーマンステスト22の充実 

► 外部試験受験機会の提供及び活用 

► 小・中・高校一貫した英語教育構築のための校種間連携の推進 

► ＡＬＴ23（外国語指導助手）による教育活動の充実 

► 思考力及び発信力の向上に資する即興型英語ディベートの推進 

► ＣＡＮ―ＤＯ形式の学習到達目標リスト24の効果的な運用 

 

  ② 教員の指導力と英語力の向上 

    外国語活動担当教員・英語担当教員の英語力と指導力の向上を図るとともに、外部試験等を

活用した自己研鑽の機会を提供し、教員の英語力向上を図ります。 

 

【主な取組】 

► 小学校外国語集中実践セミナーの実施 

► 英語担当教員の英語力と指導力の向上を図るための研修の実施 

► ＡＬＴの指導力の向上を図るための研修の実施 

► 大学教員と指導主事による小・中・高校への学校訪問指導の実施 

 

  ③ 異文化体験活動の促進 

    児童生徒の国際感覚の醸成と異文化理解を促進するとともに、英語学習に対する意欲を高め

るため、児童生徒が海外の人々と英語でコミュニケーションを図り、異文化に触れることので

きる機会を提供します。 

 

【主な取組】 

► 英語学習の意欲向上に向けたイングリッシュキャンプの充実 

► 県内大学と連携した留学生との交流の充実 

► 海外の高校等との交流の推進 

► 英語への興味・関心を高めるファンライティングの充実 

► 英語以外の外国語指導の充実 

 
22 外国語表現の能力を評価するためのスピーキングテスト、ライティングテスト等の総称 

23 「Assistant Language Teacher」の略で、学校又は教育委員会に配属され、日本人外国語担当教員の助手として授業を

補助したり、教育教材の準備や英語研究会のような課外活動に従事したりする外国人講師 

24 学習到達目標について英語を用いて「～することができる」という能力記述文の形で設定したもの 
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（４）探究・ＳＴＥＡＭ教育等の教科等横断的な学習の推進                

 

① 「総合的な学習の時間」等における探究的な学習活動の充実 

    総合的な学習（探究）の時間・理数探究をはじめ、各教科等における探究的な学習活動にお

いて、文理の枠を超えた複合的な課題を解決し、新たな価値を創造するための資質・能力の育

成を図ります。 

 

【主な取組】 

► 探究的な学習の過程25の充実に向けた指導の工夫改善 

► 総合的な学習（探究）の時間と各教科等の相互の関わりを意識したカリキュラム・マネジ

メント26の充実 

► 探究活動や調べ学習における学校図書館・公共図書館の活用促進 

 

  ② 数学的・科学的に探究する力を育む理数教育の充実 

自然科学や工学などの理系分野に関心を持ち、論理的思考を基に、数学的・科学的な知識を

活用しながら新たな価値を創造するための資質・能力の育成を図ります。 

 

【主な取組】 

► 理工学系分野の博士号教員や大学教員等による最先端の講義や指導の充実 

► 「理数探究」を中心としたＳＴＥＡＭ教育27の推進 

► ＳＴＥＡＭ・ステーション28を拠点とした理科、数学、データサイエンス等の分野に関する

発展的な探究活動の推進 

► 各学校段階を通じたプログラミング教育の推進 

► ＳＳＨ指定校事業の充実と研究成果の共有 

► 科学の甲子園全国大会秋田県予選会の実施 

► 理数科合同研修会の実施 

 

  

 
25 「課題の設定」、「情報の収集」、「整理・分析」、「まとめ・表現」のプロセス 

26 子どもたちの姿や地域の実情等を踏まえて、各学校が設定する学校教育目標を実現するために、組織的かつ計画的に教

育課程の質の向上を図る取組 

27 科学（Science）、技術（Technology）、工学（Engineering）、芸術・リベラルアーツ（Arts）、数学（Mathematics）の５

つの領域の学習を実社会での問題発見・解決に生かしていくための教科等横断的な学習 

28 理数科のある高校のオープンスペースに設置した、ＩＣＴの利点を最大限に活用した理数探究の拠点 
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【推進指標】 

 

指標名 現状値（R6） R11年度 

① 
将来の夢や目標を持っている児童生徒の割合（小

６、中３）※ 
81.0％ 85.0％ 

② 
自校のキャリア教育のねらいを地域や保護者に知

らせている小・中学校の割合 
84.6％ 87.0％ 

③ 
地域や社会をよくするために何かしてみたいと思

う児童生徒の割合（小６、中３） 
88.8％ 90.0％ 

④ 
持続可能な地域づくりを意識した地域と連携した

教育活動を実施する学校数（県立高校） 
20校（R5） 25 校 

⑤ 高校生のインターンシップ参加率（公立）※ 61.3％（R5） 66.0％ 

⑥ 
専門性を生かしたボランティア、イベント等参加

生徒数（専門高校等生徒延べ数） 
401人（R5） 500人 

⑦ 高校生の県内就職率（公私立、全日制・定時制）※ 71.3％（R5） 76.0％ 

⑧ 
英検３級相当以上の英語力を有する中学校３年生

の割合※ 
46.9％（R5） 60.0％ 

⑨ 
英検準２級相当以上の英語力を有する高校３年生

の割合 
52.8％（R5） 62.0％ 

⑩ 
パフォーマンステスト「話すこと」「書くこと」の

両方を実施している学校の割合（中・高） 
60.0％（R5） 73.0％ 

⑪ 英語ディベート大会等への参加生徒数※ 151人（R5） 165人 

⑫ 

総合的な学習の時間において、自分で課題を立て

て情報を集め整理して、調べたことを発表するな

どの学習活動に取り組んでいる児童生徒の割合

（小６、中３） 

89.4％ 92.0％ 

⑬ 博士号教員の要請派遣回数 59人（R5） 80 人 

※ 新秋田元気創造プラン（Ｒ４～７）における指標 
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基本方針２ 確かな学力の育成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善の推進            

 

  ① 新たな時代に対応した「秋田の探究型授業」の推進 

    これまでの実践とＩＣＴを最適に組み合わせながら、児童生徒が問いを発し、他者と関わり

ながら主体的に問題解決に取り組む「秋田の探究型授業」の更なる充実を図ります。 

 

【主な取組】 

► 児童生徒の視点に立った授業改善の取組を支援する学校訪問指導等の実施 

► 「秋田の探究型授業」の充実を図るための共同研究・校内研修への支援 

► 学校改善支援プラン等による効果的なＩＣＴ活用の取組等の提示 

► ＩＣＴ活用と授業力向上を両輪とした授業改善の取組に関わる実践的調査研究等の実施 

 

  ② 学力向上を目指した検証改善サイクルの推進 

確かな学力の定着・向上を目指し、全国学力・学習状況調査、県学習状況調査及び高校入試

を一体として捉えた検証改善サイクルを推進します。 

 

【主な取組】 

► 検証改善委員会による全国学力・学習状況調査等の結果分析及び改善等に向けた提言 

► 全国学力・学習状況調査の活用による指導改善・充実のための学校訪問指導等の実施 

► 学力向上支援Ｗｅｂ・学習ポータルサイトによる単元評価問題やオンライン学習に活用で

きる教材等の配信 

 

 

（２）個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実                   

 

  ① 少人数学習や習熟度別学習等によるきめ細かな指導の充実 

    児童生徒の学力向上を目指し、少人数学習や習熟度別学習等による、児童生徒一人一人に対

応したきめ細かな学習指導の充実を図ります。 

ＩＣＴを活用した探究型授業 学習ポータルサイト 

「わか杉学びネット」 
就学前・小学校等地区別合同研修会 
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【主な取組】 

► 小・中・義務教育学校における30人程度学級の実施と運用の改善 

► 生活集団や学習集団の少人数化によるきめ細かな指導を行うための教員の配置 

► 小学校等において、各教科の専門性を踏まえながら、専門性の高い教科指導を行うための

教科担任制の拡充 

► 高校における35人程度学級の実施 

 

  ② ＩＣＴを活用した教育の推進 

    ＩＣＴを積極的に活用し、全ての児童生徒の可能性を引き出す個別最適な学びと協働的な学

びの一体的な充実を図り、「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善につなげてい

きます。 

 

【主な取組】 

► ＩＣＴ活用指導力の向上を図るための研修等の実施 

► ＩＣＴの効果的な活用等についてのオンラインによる情報発信 

► 教育データの記録・共有によるきめ細かな学習支援の工夫 

► ＩＣＴ活用による個々の障害の状態等や学習上の困難さを踏まえた各教科・科目等の授業

改善の推進 

► 組織的・計画的な情報モラル教育の実施 

► 児童生徒等のインターネットの健全利用に向けた取組の充実 

 

 

（３）学びに向かう力を育む就学前教育・保育の推進                  

 

  ① 就学前教育・保育の質の向上 

    乳幼児期の教育・保育における見方・考え方を生かし、生活や遊びを通した総合的な指導に

より、子どもが自ら身近なあらゆる環境に関わり、発達に必要な体験を積み重ねる教育・保育

の充実を図ります。 

 

【主な取組】 

► 市町村における幼児教育推進体制の構築・充実に向けた支援 

► 保育者の資質向上に向けた体系的な研修機会の提供 

► 就学前教育・保育施設におけるカリキュラム・マネジメントの充実に向けた支援 

► 特別な配慮を必要とする子どもに対する就学前教育・保育施設の取組への支援 

 

  ② 就学前教育・保育と小学校教育の円滑な接続 

    乳幼児期の教育・保育において育まれた資質・能力が切れ目なく小学校以降の学びや生活に

つながるよう、円滑な接続を図る取組を推進します。 
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【主な取組】 

► 遊びを通して小学校以降の学びの芽生えを培う乳幼児期の教育・保育の理解啓発 

► 市町村の幼保小関係者による連携の充実に向けた支援 

► 幼保小の協働による架け橋期のカリキュラム開発・実施への支援 

 

 

【推進指標】 

 

指標名 現状値（R6） R11年度 

① 
秋田県学習状況調査における設定通過率29を超え

た設問数の割合（小・中） 
75.8％（R5） 75.0％ 

② 
学んだことを振り返って次の学習につなげること

ができる児童生徒の割合（小６、中３）※ 
86.5％ 86.5％ 

③ 
授業の目標を意識して学習に取り組んでいると思

う児童生徒の割合（小５、中２） 
88.8％（R5） 90.0％ 

④ 
学級の友達との間で話し合う活動に進んで取り組

んでいると思う児童生徒の割合（小５、中２） 
90.2％（R5） 92.0％ 

⑤ 

学級の友達との間で話し合う活動を通じて、自分

の考えを深めたり、広げたりすることができてい

ると思う児童生徒の割合（小５、中２） 

88.3％（R5） 89.0％ 

⑥ 勉強が好きだと思う児童生徒の割合（小５、中２） 58.7％（R5） 61.5％ 

⑦ 大学志望達成率（公私立、全日制）※ 89.1％（R5） 90.0％ 

⑧ 

教職員と児童生徒がやりとりする場面において、

児童生徒１人１台端末等のＩＣＴ機器を使用して

いる小・中学校の割合（週１回以上） 

74.0％ 84.0％ 

⑨ 
低年齢化に対応したインターネット環境整備に関

する講座を実施した市町村数（累積）※ 
16 市町村（R5） 25 市町村 

⑩ 
就学前教育・保育アドバイザー30を配置している市

町村数※ 
10 市町村 14市町村 

⑪ 
幼保小の協働による架け橋期カリキュラムの策定

市町村数 
2市町村 25市町村 

※ 新秋田元気創造プラン（Ｒ４～７）における指標 

  

 
29 問題ごとに、どの程度の通過率であれば「おおむね満足できる状況」とするかをあらかじめ定めた値 

30 就学前教育・保育の質の向上を目指し、各施設等を巡回して指導・助言等を行う者 
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 基本方針３ 誰一人取り残すことなく全ての子どもたちの可能性を 

引き出す教育の推進 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）インクルーシブ教育システム31の推進による特別支援教育の充実             

 

  ① 園・小・中・高校等における特別支援教育の推進 

幼稚園・保育所等、小・中・高校に在籍する障害のある幼児児童生徒に対する一人一人の教

育的ニーズに応じた指導・支援を充実させるとともに、管理職のリーダーシップによる校（園）

内支援体制の機能強化と全教職員の理解促進を図ります。 

 

【主な取組】 

► 各学びの場の実践研修における好事例の蓄積と発信 

► 特別支援教育コーディネーター32連絡協議会での事例紹介と協議による取組の促進 

► 合理的配慮を明記した個別の教育支援計画・個別の指導計画の作成と活用・引継ぎの促進 

► 特別支援教育校内支援体制ガイドラインの活用促進 

► 特別支援学校のセンター的機能33等の活用による研修の充実 

► 交流及び共同学習の充実に向けた障害理解授業の効果的な実施 

 

  ② 特別支援学校における教育の充実 

特別支援学校に在籍する幼児児童生徒一人一人の教育的ニーズに応じた指導・支援を充実さ

せるとともに、社会に開かれた教育課程の実現と特色ある教育活動の展開を図ります。 

 

【主な取組】 

► 指導・支援の充実に向けた個別の教育支援計画及び個別の指導計画の活用 

► 地域の資源や教育力を生かした教育課程の編制と実施 

► 職域や就労形態の拡大による職場の開拓と実習等の実施 

 
31 障害者が精神的・身体的な能力を可能な最大限度まで発達させ、自由な社会に効果的に参加することを可能とする目的

の下、障害のある方と障害のない方が共に学ぶ仕組み 

32 各学校（園）における特別支援教育の推進のため、学校職員の中から指名され、校（園）内委員会や校（園）内研修な

ど校（園）内の役割のほか、関係機関との連絡調整や保護者の相談窓口の役割を担う職員 

33 地域における特別支援教育を推進する体制を整備する上で、特別支援学校が中核的な役割を果たし、高い専門性を生か

しながら地域の幼稚園・保育所等、小・中・高校を支援する機能 

交流及び共同学習 スペース・イオ 教員とスクールカウンセラー・スク

ールソーシャルワーカーによる協議 
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► 学校の専門性を生かすセンター的機能の強化 

 

  ③ 教職員の特別支援教育に関する専門性の向上 

    全ての教職員が、特別支援教育に関する知識・技能を身に付けるための研修を継続的に受け

る機会を設定するとともに、特別支援学校の教職員の更なる専門性の向上を図ります。 

 

【主な取組】 

► 秋田県教職キャリア指標を踏まえた特別支援教育に関する研修の実施 

► 研修人事交流教員のニーズに応じた研修の充実 

► 特別支援学校教諭普通免許状取得の促進 

► 障害種毎の教育専門監の配置と組織的な活用 

 

  ④ 切れ目ない支援に向けた関係機関との連携強化と特別支援教育への理解促進 

    特別な支援を必要とする幼児児童生徒が就学から社会参加まで切れ目なく支援を受けられる

体制の整備に向け、関係機関との連携を強化し、特別支援教育に対する理解促進を図ります。 

 

【主な取組】 

► 就学相談・支援の充実に向けた各特別支援教育アドバイザー34と市町村との情報共有 

► 家庭・学校・放課後等デイサービス事業所の連携促進に向けた会議等の実施 

► 医療機関及び福祉行政等との連携による安心・安全な医療的ケアの実施 

► 障害理解研修会やあきた県庁出前講座の実施 

 

 

（２）不登校児童生徒への支援の推進                          

 

  ① 不登校における課題の未然防止と早期支援の充実 

    不登校は誰にでも起こりうるものと認識し、児童生徒の心の小さなＳＯＳを見逃さず、「チー

ム学校」で支援するとともに、児童生徒が毎日通いたいと思える魅力ある学校づくりに取り組

みます。 

 

【主な取組】 

► 日常の観察や計画的な教育相談等の実施 

► スクールカウンセラー・スクールソーシャルワーカーによる教育相談の充実 

► フリーダイヤル「すこやか電話35」等による相談の実施 

► 誰もが安心して学べる魅力ある学校づくりの推進 

 

  ② 不登校児童生徒の学びの保障 

    不登校児童生徒一人一人のニーズに応じた多様な学びの場を確保し、全ての児童生徒が学び

 
34 小学校に設置した特別支援教育地域センター等で、障害のある幼児児童生徒の就学相談を中心に相談・支援を行う職員 

35 県が設置する、不登校やいじめ、就学や進路、学習に関する悩みを相談できる窓口 
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たいと思ったときに学ぶことのできる環境を整備します。 

 

【主な取組】 

► 校内教育支援センター36や空き教室等を活用した学習支援 

► オンラインを活用した学習支援と学習成果の適切な評価の実施 

► スペース・イオ37、教育支援センターにおける学習支援 

► ＮＰＯ・フリースクール等、学校外の多様な学びの場や専門的な支援機関との連携強化 

► 市町村における学びの多様化学校38の設置に向けた支援 

 

 

（３）多様なニーズに対応した教育機会の確保                     

 

  ① 高校中退者等に対する就学機会の提供 

    高校等の中途退学者や不登校を経験した児童生徒、社会人等に対し、就学機会を提供できる

よう、教育環境の整備を行います。 

 

【主な取組】 

► 定時制課程・通信制課程の特色を生かした取組の充実 

► 通信制課程の生徒が受けるスクーリング等の負担軽減に向けた方策の検討 

► 教育支援センターや地域若者サポートステーション39等、関係機関との連携促進 

► 夜間中学を含めた、義務教育未修了者等に係る学び直しの機会の確保についての調査研究 

 

  ② 性の多様性を尊重した教育の推進 

    学校において、性の多様性に対する理解を深め、性同一性障害や性的指向・性自認で悩みを

抱える児童生徒が安心して通える学校づくりを推進します。 

 

【主な取組】 

► 教育活動全体における、児童生徒の発達段階に応じた性に関する指導の充実 

► 性同一性障害や性的指向・性自認に関する教職員の正しい理解の促進 

► 「性的マイノリティ」とされる児童生徒一人一人のニーズに応じたきめ細かな相談・支援

の実施 

► 校則の定期的な見直し等による、生徒の多様性に配慮した取組の推進 

  

 
36 学校には行けるが自分のクラスには入れない時や、少し気持ちを落ち着かせてリラックスしたい時に利用できる、学校

内の空き教室等を活用した部屋 

37 学校へ行きたいけれども行くことができないでいる児童生徒や中卒者を対象に、安心して過ごすことができる「心の居

場所」を提供しながら学習支援等を行う県教育委員会が設置するフリースクール的空間 

38 学校に行きづらい児童生徒のために、通常の学校より授業時間数が少ないなど、柔軟に学ぶことができる学校（旧・不

登校特例校） 

39 都道府県が設置する、働くことに悩みを抱えている15～49歳までの者を対象に就労に向けた支援を行う機関 
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  ③ 外国人児童生徒等への支援の充実 

    「秋田県日本語教育の推進に関する基本的方針」に基づき、外国籍等の子どもの受入体制を

整備し、日本語指導が必要な児童生徒等に対する指導・支援体制を充実させるとともに、校（園）

内における多文化共生に対する理解促進を図ります。 

 

【主な取組】 

► 日本語教育等を必要とする児童生徒が在学する学校への教員の加配 

► 外国人児童生徒一人一人の履修状況や理解状況に応じた指導の実施 

► 日本語指導のノウハウを持つ日本語教育人材や日本語教室等との連携強化 

 

 

【推進指標】 

 

指標名 現状値（R6） R11年度 

① 
特別支援学校小・中学部の児童生徒との居住地校

交流を実施した小・中学校の割合※ 
52.5％（R5） 54.5％ 

② 
居住地校交流を行った特別支援学校の小・中学部

児童生徒数の割合 
34.0％（R5） 37.0％ 

③ 
交流及び共同学習の充実に向けた障害理解授業を

実施した小・中学校の割合 
42.8％（R5） 60.0％ 

④ 特別支援学校高等部卒業生の就職者の割合 37.8％（R5） 40.5％ 

⑤ 
特別支援教育に関する研修を受講した高校教員の

割合※ 
86.3％（R5） 95.0％ 

⑥ 
特別支援教育に関する校内研修を実施した小・中・

高校の割合 
75.9％（R3） 88.0％ 

⑦ 
不登校児童生徒のうち、学校内外の機関等で相談・

指導を受けた児童生徒の割合（小・中学校） 
59.3％（R5） 75.0％ 

⑧ 
不登校児童生徒に対してＩＣＴを活用した学習活

動等の支援を月１回以上行った小・中学校の割合 
27.5％ 52.5％ 

⑨ スペース・イオ入所者の高校進学率 98.0％（R5） 98.0％ 

⑩ 
学び直しを教育課程上に位置付けている公立学校

数 
15校 15 校 

※ 新秋田元気創造プラン（Ｒ４～７）における指標 
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基本方針４ 豊かな心と健やかな体の育成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）自他を尊重する心を育む教育の推進                        

 

  ① 人権教育の推進 

    児童生徒が人権の意義・内容や重要性、様々な人権問題に対する正しい理解と認識を深め、

自他の人権を守ろうとする意識や態度を醸成するため、学校における教育活動全体を通して人

権教育の充実を図ります。 

 

【主な取組】 

► 人権尊重の視点に立った学級経営や学校づくりの推進 

► 効果的な学習教材を活用した人権感覚を育成する指導方法の工夫改善 

► 児童生徒の発達段階に応じた「生命（いのち）の安全教育40」の推進 

► 教職員の人権感覚の育成に向けた研修の充実 

 

  ② 道徳教育の推進 

児童生徒が命の尊さを知り、自己肯定感を高め、他者への理解や思いやり、規範意識、自主

性や責任感などの人間性・社会性を育むよう、「特別の教科 道徳」（道徳科）を要としつつ、

学校における教育活動全体を通して道徳教育の充実を図ります。 

 

【主な取組】 

► 道徳教育の全体計画及び別葉に基づく、道徳教育推進教師等を中心とした組織的な指導の

充実 

► 道徳教育推進協議会の開催等を通じた県内における道徳教育の成果の普及・啓発 

► 道徳教育に関わる授業公開や情報発信等による家庭や地域社会との連携の推進 

  

 
40 生命の尊さを学び、性暴力の根底にある誤った認識や行動、性暴力が及ぼす影響などを正しく理解した上で、生命を大

切にする考えや、自分や相手、一人一人を尊重する態度等を発達段階に応じて身に付けることを目指すもの 

道徳科の授業 模擬選挙 地域人材を活用した体育授業 
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  ③ いじめの未然防止と早期発見・早期対応の推進 

    いじめに対する教職員の意識と組織的な対応力を高め、いじめを積極的に認知し、未然防止

と早期発見・早期対応に努めるとともに、いじめを生まない環境づくりを進めます。 

 

【主な取組】 

► いじめ防止に向けた児童生徒の主体的な取組の推進等によるいじめを許さない学校風土の

醸成 

► 日常の観察や定期的な調査、計画的な教育相談等の実施 

► スクールカウンセラー・スクールソーシャルワーカーによる教育相談の充実 

► フリーダイヤル「すこやか電話」等による相談の実施 

► いじめ防止等に向けた実効的な対応を行う校内組織の設置や連絡協議会等の開催 

► ネットパトロールの実施による「ネットいじめ」等の未然防止と早期発見 

 

  ④ 体験活動・交流活動の充実 

    たくましく社会を生き抜く力、郷土の自然や文化を愛する心、自律性、協調性、創造性、思

いやりの心など、豊かな人間性を育むため、学校や社会教育施設等における自然体験活動や集

団宿泊体験活動などの充実に取り組みます。 

 

【主な取組】 

► 少年自然の家等における宿泊体験活動の推進 

► あきたアドベンチャープログラム41（ＡＡＰ）の充実と提供 

► 幅広い年齢層のニーズに応じたプログラムの開発と提供 

 

 

（２）主体的に社会の形成に参画する態度を育む教育の推進                

 

  ① 主権者や消費者の育成に係る指導の充実 

    選挙権年齢及び成年年齢が引き下げられたことに鑑み、主権者や自立した消費者として権利

と責任を自覚し、社会を生き抜く力や、よりよい社会の実現に向けて社会の形成に主体的に参

画する態度の育成に取り組みます。 

 

【主な取組】 

► 各教科等を通じて横断的・総合的に取り組む主権者教育・消費者教育の充実 

► 政治への関心や政治参加意識を高めるための出前授業や模擬選挙等の実施 

► 生徒主体による校則の見直し等に係る取組事例の収集・周知 

► 弁護士会、生活センター等と連携した消費者教育の実施 

► 金融機関等と連携した金融リテラシー講座の実施 

 
41 仲間と協力しながら課題を解決していく中で、人間として成長するための「気付き」を体験し、信頼関係を構築する教 

育プログラム 
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  ② 持続可能な社会の創り手を育成する環境教育の推進 

命や環境を大切にする心を育み、自らの責任ある行動をもって、持続可能な社会づくりに主

体的に参加できる力や態度を育成するため、持続可能な開発のための教育（ＥＳＤ）の視点を

踏まえ、各教科等の目標や内容との関連付けが図られた環境教育を推進します。 

 

【主な取組】 

► 各教科等を通じて横断的・総合的に取り組む環境教育の充実 

► 発達の段階に応じた豊かな自然体験活動等の推進 

► 家庭、地域、社会教育施設等との連携による体験活動や交流活動の推進 

 

 

（３）学校における体育活動の充実と健康教育の推進                   

 

  ① 学校体育・運動部活動の充実 

    児童生徒の運動への関心や意欲、運動の知識・技能を培い、健康でたくましく生きるための

基礎となる体力を育むとともに、生涯にわたって積極的に運動に親しむ資質・能力の育成に取

り組みます。 

 

【主な取組】 

► 望ましい運動習慣の確立と体力の向上に向けた取組の推進 

► 新体力テスト42等の各種調査結果による児童生徒の体力等の実態把握・分析・活用 

► 専門性を有する地域人材の活用による授業や運動部活動の充実への支援 

► 「秋田県学校部活動及び地域クラブ活動に関する総合的なガイドライン」の活用による適

正な運動部活動環境の整備・充実 

► 運動部活動の地域移行に向けた学校と地域クラブ活動との連携促進 

► 運動部活動の一層の充実及び活力アップの推進に向けた指導者の資質向上や校種間連携等

の支援 

 

  ② 保健教育の推進と学校給食・食育の充実 

    児童生徒が、健康の保持増進に必要な情報を主体的に得て、適切な判断や行動のもと、規則

正しく健康的な生活を実践することができる資質・能力の育成に取り組みます。 

 

【主な取組】 

► 健康な生活を送るための望ましい生活習慣の確立に向けた指導の充実 

► 医療関係者等との連携による児童生徒の現代的健康課題（性の問題、がん、薬物乱用、ア

レルギー疾患など）の解決に向けた講座や指導者研修会の実施 

 
42 文部科学省が国民の体力・運動能力の現状を明らかにするとともに、体育・スポーツの指導と行政上の基礎資料を得る

ことを目的に、平成11年度から毎年実施している調査 
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► 食育に携わる教職員を対象とした食に関する指導の充実を図るための研修会の実施 

► 学校給食施設における衛生管理体制の強化に向けた訪問指導 

► 学校給食における地場産物活用の促進 

 

 

【推進指標】 

 

指標名 現状値（R6） R11年度 

① 
自分にはよいところがあると思っている児童生徒

の割合（小６、中３）※ 
86.7％ 90.0％ 

② 
認知したいじめの解消率（公私立、小・中・高・特

別支援） 
90.9％（R5） 95.0％ 

③ 高校生の中途退学率（公私立） 1.1％ 0.6％ 

④ 少年自然の家の一般利用者数 2,500人（R5） 3,000人 

⑤ 
少年自然の家等の利用者満足度調査における肯定

的評価の割合 
― 96.0％ 

⑥ 
地域や社会をよくするために何かしてみたいと思

う児童生徒の割合（小６、中３）【再掲】 
88.8％ 90.0％ 

⑦ 
運動やスポーツをすることが好きな児童生徒の割

合（小５、中２）※ 
62.9％（R5） 67.5％ 

⑧ すっきり目が覚めた児童の割合（小５・６） 27.3％（R5） 32.0％ 

⑨ 朝食の摂取率（小５・６） 86.0％（R5） 92.0％ 

※ 新秋田元気創造プラン（Ｒ４～７）における指標 
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基本方針５ 子どもたちの豊かな学びを支える教育環境の構築 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）学習の質を高めるための教育環境の整備                      

 

  ① 教職員の資質能力の向上を図るための研修の充実 

    管理職から指導助言を受けながら、自己の年間研修計画を策定する教職員に対し、資質能力

の向上に資する効果的・効率的な研修を提供するとともに、研修推進体制を整備します。 

 

【主な取組】 

► 教職員一人一人のキャリアステージや職務に応じた研修の実施 

► 校種や教科特有の課題に対応した研修の実施 

► 教育専門監43を活用した教員の指導力向上に向けた取組の充実 

► 学校の課題解決に向けた校内研修に対する支援 

 

  ② 活力に満ちた魅力ある学校の整備 

    県民の理解を得ながら、県立学校の再編整備や長寿命化改修等を進めるとともに、教育環境

の質の向上を図り、活力に満ちた魅力ある教育環境づくりを推進します。 

 

【主な取組】 

► 秋田県高等学校総合整備計画による高校の学校規模の適正化と望ましい配置の実現 

► 秋田県特別支援教育総合整備計画による教育的ニーズに応じた特別支援学校の整備 

► 男鹿地区統合校・横手地区統合校の開校に向けた取組の推進 

► 公共施設等総合管理計画に基づく学校施設の計画的な改修 

► 最新のＩＣＴ環境や新しい技術に対応した実習設備の整備 

 

  ③ 私立学校教育の振興 

    私立学校の運営や教育活動に対する支援を行い、私立学校教育の振興を図ります。 

 

 
43 県教育委員会が認定する教科指導等に卓越した力を有する教諭。その資質能力を複数の学校に活用し、学校の教育力を

高めることを狙いとする本県独自の取組で、平成18年度に導入。 

教職員研修 学校運営協議会 小・中学校合同による 

逃げ地図づくり 
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【主な取組】 

► 私立学校の運営等に係る経費への支援 

► 私立学校の特色ある教育活動に対する支援 

 

  ④ 高校生、大学進学者等に対する経済的支援の充実 

経済的な理由等により修学が困難となっている高校生等の家庭に対して経済的支援を行い、

修学しやすい環境づくりを推進します。 

 

【主な取組】 

► 高校の授業料負担の軽減を図るための就学支援金の支給 

► 低所得者世帯に対する学用品等の負担軽減を図るための奨学給付金の支給 

► 高校生や大学進学者等に対する奨学金の貸与 

 

 

（２）教職員の指導体制の充実と学校における働き方改革の推進              

 

  ① 優れた教職員の確保と適正な配置 

    学校組織の活力の維持・向上と学校運営機能の強化を図るため、豊かな人間性と社会性を備

え、専門性の高い優秀な教職員の確保を図るとともに、学校が特色ある教育課程を実施できる

よう、教職員の適正な配置に努めます。 

 

【主な取組】 

► 採用候補者選考試験における優遇措置や特別選考の実施 

► 人事異動による教員の適正配置 

► 学校マネジメント機能の強化に向けた副校長や教頭の複数配置 

► 教育専門監の活用促進 

► 教職員の人事評価システムの推進と人事評価に係る管理職研修の充実 

 

  ② 教職員の働き方改革の推進 

    「教職員の働き方改革推進計画」に基づき、教職員の多忙化の防止と働きやすい職場環境の

整備に取り組みます。 

 

【主な取組】 

► 学校における業務改善計画の策定と着実な実行 

► 調査・照会業務や会議の精査・効率化の推進 

► ＩＣＴを活用した校務の効率化 

► 教職員をサポートする専門スタッフや部活動指導員の配置充実 

► 中学校における部活動の地域移行の推進 

  



39 

 

  ③ 教職員の健康管理の推進 

    全ての学校における労働安全衛生管理体制の強化を図り、教職員の健康の保持増進、疾病の

早期発見・早期対応に努めます。 

 

【主な取組】 

► 定期健康診断等の実施と事後措置の徹底 

► 管理職等への安全衛生に関する研修の実施 

► メンタルヘルス相談体制の充実 

► 病気休職者の円滑な職場復帰と再発防止に向けた支援 

► 教職員が健康について意識する機会の充実 

 

 

（３）学校・家庭・地域の連携・協働の推進                       

 

  ① 地域社会全体で子どもの成長を支える体制の構築 

    学校・家庭・地域が連携・協働し、幅広い地域住民等の参画を得て、地域全体で子どもたち

を支え、見守り、育てる体制づくりに取り組みます。 

 

【主な取組】 

► 地域学校協働活動44の運営支援と一体的な実施の促進 

► 社会教育主事や地域学校協働活動推進員等、地域学校協働活動を支える人材の養成と活用 

► コミュニティ・スクールに関する教職員等への理解促進と円滑な運営体制構築への支援 

► あきた型学校評価システム45の推進 

 

  ② 学校安全の取組の推進 

    児童生徒が安全・安心に過ごすことができるよう、地域や関係機関との連携・協働による質

の高い学校安全の取組を推進します。 

 

【主な取組】 

► 学校安全に係る教職員の資質・能力の向上を図るための研修会の実施 

► 安全教育の充実に向けた学校等への外部講師の派遣 

► 学校安全の質の向上を図るための学校訪問による指導の実施 

► 実践的・実効的な学校安全の取組に対する支援 

 

  ③ 家庭教育支援の充実 

    地域全体で家庭教育を支える取組や体制づくりを支援します。 

 
44 学校支援活動、放課後や土曜日の学習支援、家庭教育支援及び学びによるまちづくり等の地域活動等により、地域と学

校が協働して子どもたちの成長を支えていく取組 

45 各学校（園）において当該年度に達成すべき目標の重点化を図り、目標達成のための具体的な取組状況を保護者や地域

住民に公開して支援や協力を得ることで、学校（園）・家庭・地域が一体となって学校教育の充実を図る取組 
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【主な取組】 

► 家庭教育支援を担う人材の育成と家庭教育支援チームの組織化の推進 

► アウトリーチ型支援の取組を拡充させるための研修等の実施 

► 家庭教育支援チームによる相談や学習機会の提供への支援 

 

 

【推進指標】 

 

指標名 現状値（R6） R11年度 

① 
学校の勉強がよく分かると思う児童生徒の割合

（小５、中２） 
87.6％（R5） 89.0％ 

② 
総合教育センターの研修に自律的に取り組むこと

ができたと思う教職員の割合 
－ 90.0％ 

③ 
授業にＩＣＴを活用して指導することができる教

員の割合※ 
75.0％（R5） 85.0％ 

④ 
月当たり時間外在校等時間が 45 時間以内の教員

の割合 
68.4％（R5） 100.0％ 

⑤ 
年間時間外在校等時間が 360 時間以内の教員の割

合 
37.1％（R5） 100.0％ 

⑥ 

コミュニティ・スクールや地域学校協働活動等の

取組によって、学校と地域や保護者の相互理解が

深まったと思う教職員の割合 

93.0％ 93.0％ 

⑦ 
コミュニティ・スクールを導入している学校の割

合 
68.8％（R5） 86.3％ 

⑧ 

学校運営協議会の構成員として、地域学校協働活

動推進員・地域コーディネーター等が参画してい

る小・中学校の割合※ 

67.8％ 73.0％ 

⑨ 
地域と連携して防災訓練等を実施する学校の割合

（公立、幼・小・中・高・特別支援） 
61.6％（R4） 70.0％ 

⑩ 

子どもの安全確保を図るため、家庭や地域の関係

機関・団体との間で連携を図っている学校の割合

（公立、幼・小・中・高・特別支援） 

95.8％（R4） 100.0％ 

※ 新秋田元気創造プラン（Ｒ４～７）における指標 
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基本方針６ 誰もが生涯にわたり学び続けられる環境の構築 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）多様な学びの場づくりと学びを通じた地域づくりの推進               

 

  ① 生涯学習の機会の充実 

    県民が生涯にわたり学ぶことができるよう、多様なニーズに応じた学習機会を提供します。 

 

【主な取組】 

► 民間企業や関係団体等との連携による県民の学習機会の充実 

► 県民のニーズに対応したあきた県庁出前講座の実施 

► 地域課題や現代的課題に関する学習機会の充実 

► 県内の生涯学習情報に係るウェブサイト上での提供 

 

  ② 地域コミュニティの活性化に向けた社会教育の推進 

    住民同士が地域で共に学び、地域の将来を考え、自らも当事者としてよりよい地域づくりに

持続的に取り組もうとする意欲を高めるため、学びの場を通じた住民相互のつながりを提供し

ます。 

 

【主な取組】 

► 地域課題の解決に向けたコンソーシアム等の実施 

► ＩＣＴの活用による、多様な主体との連携・協働に向けた取組事例の共有 

► 社会教育人材のネットワーク構築に向けた交流機会の充実 

 

  ③ 読書活動の推進 

    県民が生涯にわたって読書に親しむことができるよう、子どもの発達段階に応じた読書活動

を支援するとともに、子どもと関わる大人に向けた読書の楽しさの理解啓発に取り組みます。 

 

【主な取組】 

► 地域の読書環境の充実に向けた市町村立図書館等への支援 

► 子どもたちの読書習慣の形成に向けた学校図書館への支援 

ビブリオバトル 県立博物館における特別展 子ども民俗芸能交流大会 
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► 乳幼児から高齢者まで多様な読書ニーズに対応した図書資料の充実 

► 地域や学校等において読書活動を推進する人材の育成 

► 読書を通じた多世代交流の機会の充実 

 

 

（２）良質な文化芸術に親しむ機会の充実と文化遺産の保存・活用            

 

  ① 文化芸術体験機会の充実 

    子どもたちの豊かな心や感性、創造性を育むため、発達段階に応じて優れた文化芸術に親し

み、体験できる機会を提供します。 

 

【主な取組】 

► 児童生徒に対する優れた舞台芸術の鑑賞機会の提供 

► 芸術家の派遣による学校における文化芸術の鑑賞・体験機会の提供 

► 児童生徒が伝統文化を計画的・継続的に体験・習得できる機会の提供 

► 美術館・博物館における秋田ゆかりの展示及び教育普及の充実 

► 文化部活動の充実と地域移行に向けた取組の推進 

 

  ② 全ての人に開かれた美術館・博物館づくりの推進 

    美術館・博物館を中核として、多様な主体が連携・協働し、年齢や障害の有無等にかかわら

ず、文化芸術を通じて多様な人々が出会い、共に学び合うことのできる場づくりに取り組みま

す。 

 

【主な取組】 

► 良質な文化芸術に親しみ、楽しむことができる魅力的な特別展の開催 

► 美術館・博物館を核とした多様な主体との連携・協働による地域課題・文化観光需要等へ

の対応 

► 県内の美術館・博物館等によるネットワークの形成と強化 

► 美術館・博物館におけるデジタルアーカイブ化をはじめとするＤＸの推進 

 

  ③ 文化遺産の保存・活用の推進 

    私たちの祖先が守り伝えてきた文化財を、県民の貴重な文化遺産として保存・活用し、後世

に引き継ぎます。 

 

【主な取組】 

► 文化遺産等の調査による文化財指定等の推進 

► 有形文化財や記念物の保存修理、防災施設整備への支援 

► 民俗文化財の後継者育成に向けた「子ども民俗芸能交流大会」の開催 

► 「北海道・北東北の縄文遺跡群」の価値と魅力を伝える取組の推進 

► 文化財の展示や体験学習等、地域の歴史や文化に親しむ取組の推進 
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【推進指標】 

 

指標名 現状値（R6） R11年度 

① 

地域の現状やニーズを踏まえた課題の解決に向

け、関係者による推進体制を構築し、取り組んで

いる自治体数（累積） 

10市町村（R5） 25 市町村 

② 
障害者を対象とした講座又は障害者の参加に配慮

した講座を実施した市町村数（累積）※ 
23 市町村（R5） 25 市町村 

③ 県立及び市町村立図書館等の年間個人貸出冊数※ 2,522千冊（R5） 2,600千冊 

④ 
県立図書館のテーマ別図書セットの利用施設の割

合 
40.0％（R5） 60.6％ 

⑤ 
「秋田県読書フェスタ」における県主催読書イベ

ントの実施市町村数 
18市町村（R5） 25 市町村 

⑥ 
県立美術館・近代美術館・県立博物館・農業科学

館の来館者数※ 
262,755 人（R5） 294,000 人 

⑦ 
県立美術館・近代美術館・県立博物館・農業科学

館における特別展に対する満足度 
96.6％（R5） 90.0％ 

⑧ 国・県指定等文化財の件数※ 804件（R5） 836件 

※ 新秋田元気創造プラン（Ｒ４～７）における指標 
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第５章 計画の推進に向けて 

 

 

 第１ 計画の周知                                  

 

計画の着実な実施に向けて、教育関係者や保護者、地域住民をはじめとする県民に理解され、共

有されるよう、広報誌、ウェブサイトなど多様な広報媒体を活用しながら、分かりやすい情報発信・

広報活動に努め、計画内容や推進状況の周知を図ります。 

 

 第２ 国・市町村・関係部局、多様な主体との連携・協働                

 

計画を着実に推進するためには、様々な分野から総合的に取り組む必要があることから、国、市

町村、関係部局と相互に連携・協力を図りながら取り組んでいくことが重要です。 

 

このため、国に対しては、教育施策・支援制度の拡充や必要な財政上の措置が講じられるよう働

きかけていくとともに、市町村に対しては、それぞれの地域の実情に応じた特色ある教育活動が展

開されるよう、市町村の主体性を尊重しつつ、広域的な立場から適切な指導・助言・援助を行い、

本県全体の教育水準の向上に取り組んでいきます。 

 

また、教育施策に関し知事と教育委員会との間の意思疎通を図る場として設置されている秋田県

総合教育会議を通じて、両者が方向性を共有し、それぞれの権限に属する事務の執行に当たります。 

 

さらに、学校、家庭、地域住民をはじめ、ＮＰＯ、ボランティア、企業、教育関係団体、青少年

団体、大学などの多様な主体との連携を図りながら、全ての県民が、子どもたちの成長に関わる当

事者であるという意識を高め、県民総参加による「教育立県あきた」の実現を目指します。 

 

 第３ 推進状況の点検・評価                             

 

本計画に定める施策を効果的かつ効率的に実施するためには、客観的な根拠により課題を把握し、

その後の施策に生かす、実効性のあるＰＤＣＡサイクルを確立することが重要です。 

 

このため、本計画に定める施策の推進状況については、地方教育行政の組織及び運営に関する法

律（昭和31年法律第 162 号）第 26条の規定に基づき、毎年度、定期的な点検・評価を行うととも

に、当該点検・評価結果や各種調査結果等を踏まえ、次年度以降における施策の改善を図ります。 

 

また、計画の実施過程においては、社会・経済情勢の大きな変化や国の制度改定など教育を取り

巻く状況の変化に応じて、計画の適時・適切な見直しを行います。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第４期あきたの教育振興に関する基本計画 
 

 
令和７年３月策定 

秋田県教育庁総務課 
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を
図
る
た
め
、
指
定
管
理
者
が
定
め
る
利
用

料
金
に
係
る
掲
示
の
方
法
に
つ
い
て
所
要
の
規
定
の
整
備
を
行
う
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
が
、
こ
の
規
則
案
を
提
出
す
る
理
由
で
あ
る
。
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教育機関の管理及び運営に関する規則の一部を改正する規則案要綱

１ 改正理由

情報通信技術の進展を踏まえたその効果的な活用のための規制の見直しにより

県民の利便性の向上を図るため、指定管理者が定める利用料金に係る掲示の方法

について所要の規定の整備を行う必要がある。

２ 改正内容

⑴ 指定管理者は、利用料金に係る公衆の閲覧は、指定管理者のウェブサイトへ

の掲載により行うこととする。（第１３条の４、第３２条の４関係）

⑵ その他所要の規定の整理を行うこととする。

３ 施行期日

この規則は、令和７年４月１日から施行することとする。
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「
教
育
機
関
の
管
理
及
び
運
営
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
案
」
の
ポ
イ
ン
ト 総
務
課

「
情
報
通
信
技
術
の
効
果
的
な
活
用
の
た
め
の
規
制
の
見
直
し
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
備
に
関
す
る
条
例
案
」

条
例
案
の
概
要

⚫
ア
ナ
ロ
グ
規
制
の
見
直
し
に
よ
り
、
秋
田
県
青
少
年
交
流
セ
ン
タ
ー
条
例
（
平
成
１
１
年
秋
田
県
条
例
第
５
号
）
、
秋
田
県
自
然

体
験
活
動
セ
ン
タ
ー
条
例
（
平
成
１
８
年
秋
田
県
条
例
第
８
６
号
）
な
ど
２
５
条
例
に
つ
い
て
、
指
定
管
理
者
は
、
利
用
料
金
を

各
施
設
に
お
い
て
公
衆
の
見
や
す
い
よ
う
に
掲
示
す
る
ほ
か
、
当
該
指
定
管
理
者
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
す
る
よ
う
に
努
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
す
る
。

⚫
令
和
７
年
３
月
６
日
（
木
）
議
決
済

施
行
期
日
令
和
７
年
４
月
１
日

「
教
育
機
関
の
管
理
及
び
運
営
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
案
」

改
正
理
由

情
報
通
信
技
術
の
進
展
を
踏
ま
え
た
そ
の
効
果
的
な
活
用
の
た
め
の
規
制
の
見
直
し
に
よ
り
県
民
の
利
便
性
の
向
上
を
図
る
た
め
、

指
定
管
理
者
が
定
め
る
利
用
料
金
に
係
る
掲
示
の
方
法
に
つ
い
て
所
要
の
規
定
の
整
備
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

改
正
内
容

指
定
管
理
者
は
、
利
用
料
金
に
係
る
公
衆
の
閲
覧
は
、
指
定
管
理
者
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
へ
の
掲
載
に
よ
り
行
う
こ
と
と
す
る
。

施
行
期
日

令
和
７
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
す
る
。
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【
参
考
】
情
報
通
信
技
術
の
効
果
的
な
活
用
の
た
め
の
規
制
の
見
直
し
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
備
に
関
す
る
条
例
案
新
旧
対
照
表
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令和７年

第２回 教 育 委 員 会 会 議

議案第４号

秋田県教育委員会



議
案
第
四
号

秋
田
県
教
育
職
員
免
許
状
再
授
与
審
査
会
規
則
案

秋
田
県
教
育
職
員
免
許
状
再
授
与
審
査
会
規
則

（
趣
旨
）

第
一
条

こ
の
規
則
は
、
教
育
職
員
等
に
よ
る
児
童
生
徒
性
暴
力
等
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
令
和
四
年
文
部
科
学
省
令
第
五
号
。
以
下
「
省
令
」
と
い

う
。
）
第
六
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
秋
田
県
教
育
職
員
免
許
状
再
授
与
審
査
会
（
以
下
「
審
査
会
」
と
い
う
。
）
の
組
織
及
び
運
営
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る

も
の
と
す
る
。

（
組
織
）

第
二
条

審
査
会
は
、
五
名
以
内
の
委
員
を
も
っ
て
組
織
す
る
。

２

審
査
会
の
委
員
は
、
省
令
第
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
児
童
生
徒
性
暴
力
等
に
関
す
る
学
識
経
験
を
有
す
る
者
と
し
、
次
に
掲
げ
る
者
の
う
ち
か
ら
秋
田
県
教
育

委
員
会
が
任
命
す
る
。

一

医
療
、
心
理
、
福
祉
又
は
法
律
に
関
す
る
専
門
的
な
知
識
及
び
経
験
を
有
す
る
者

二

そ
の
他
秋
田
県
教
育
委
員
会
が
適
当
と
認
め
る
者

（
会
議
）

第
三
条

審
査
会
の
会
議
は
、
会
長
が
招
集
す
る
。

２

会
長
は
、
審
査
会
の
議
長
と
な
る
。

３

審
査
会
に
お
い
て
必
要
が
あ
る
と
認
め
た
と
き
は
、
そ
の
会
議
に
、
委
員
以
外
の
者
の
出
席
を
求
め
、
そ
の
意
見
又
は
説
明
を
聴
く
こ
と
が
で
き
る
。

４

議
事
に
つ
い
て
利
害
関
係
を
有
す
る
委
員
は
、
当
該
議
事
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

５

審
査
会
の
会
議
は
、
非
公
開
で
行
う
も
の
と
す
る
。

（
守
秘
義
務
）

第
四
条

委
員
は
、
職
務
上
知
り
得
た
秘
密
を
漏
ら
し
て
は
な
ら
な
い
。
そ
の
職
を
退
い
た
後
も
同
様
と
す
る
。

（
庶
務
）

第
五
条

審
査
会
の
庶
務
は
、
秋
田
県
教
育
庁
義
務
教
育
課
に
お
い
て
処
理
す
る
。

（
委
任
規
定
）

第
六
条

こ
の
規
則
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
審
査
会
の
運
営
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
会
長
が
審
査
会
に
諮
っ
て
定
め
る
。
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附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

令
和
七
年
三
月
十
三
日
提
出

秋
田
県
教
育
委
員
会
教
育
長

安

田

浩

幸

理

由

教
育
職
員
等
に
よ
る
児
童
生
徒
性
暴
力
等
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
（
令
和
三
年
法
律
第
五
十
七
号
）
に
お
い
て
、
特
定
免
許
状
失
効
者
等
（
児
童
生
徒
性
暴
力
等

を
行
っ
た
こ
と
に
よ
り
教
育
職
員
免
許
状
が
失
効
等
と
な
っ
た
者
）
に
対
し
、
教
育
職
員
免
許
状
を
再
び
授
与
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
都
道
府
県
教
育

委
員
会
の
設
置
す
る
都
道
府
県
教
育
職
員
免
許
状
再
授
与
審
査
会
（
以
下
「
審
査
会
」
と
い
う
。
）
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
旨
が
規
定
さ
れ
た
こ
と
に
よ

り
、
法
施
行
規
則
（
令
和
四
年
文
部
科
学
省
令
第
五
号
）
に
お
い
て
定
め
の
あ
る
も
の
の
ほ
か
、
審
査
会
の
組
織
お
よ
び
運
営
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
必
要
が

あ
る
。
こ
れ
が
、
こ
の
規
則
案
を
提
出
す
る
理
由
で
あ
る
。
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秋田県教育職員免許状再授与審査会規則案要綱

１ 制定理由

教育職員等による児童生徒性暴力等の防止等に関する法律（令和３年法律第

５７号。以下「法」という。）において、特定免許状失効者等（児童生徒性暴力

等を行ったことにより教育職員免許状が失効等となった者）に対し、教育職員免

許状を再び授与するに当たっては、あらかじめ、都道府県教育委員会の設置する

都道府県教育職員免許状再授与審査会（以下「審査会」という。）の意見を聴か

なければならない旨が規定されたことにより、法施行規則（令和４年文部科学省

令第５号。以下「省令」という。）において定めのあるもののほか、審査会の組

織および運営に関し必要な事項を定める必要がある。

２ 内容

⑴ 審査会の組織及び運営に関し必要な事項については、省令に定めるもののほ

か、この規則の定めるところによることとする。（第一条関係）

⑵ 審査会は、５名以内の委員をもって組織することとし、児童生徒性暴力等に

関する学識経験を有する者のうちから、秋田県教育委員会が任命することとす

る。（第二条関係）

⑶ 会議は会長が招集し、必要があると認めたときは、委員以外の者の意見又は

説明を聴くことができることとする。また、利害関係を有する委員は、議事に

参加することができず、会議は非公開で行うこととする。（第三条関係）

⑷ 委員は職務上知り得た秘密を漏らしてはならず、その職を退いた後も同様と

することとする。（第四条関係）

⑸ 審査会の庶務は、秋田県教育庁義務教育課において処理することとする。

（第五条関係）

⑹ この規則に定めるもののほか、審査会の運営に関し必要な事項は、会長が審

査会が審査会に諮って定めることとする。（第六条関係）

３ 施行期日

この規則は、令和７年４月１日から施行することとする。
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令和７年

第２回 教 育 委 員 会 会 議

議案第５号

秋田県教育委員会



議
案
第
五
号

秋
田
県
教
育
委
員
会
行
政
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
案

秋
田
県
教
育
委
員
会
行
政
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

秋
田
県
教
育
委
員
会
行
政
組
織
規
則
（
昭
和
六
十
一
年
秋
田
県
教
育
委
員
会
規
則
第
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
の
改
正
前
の
欄
に
掲
げ
る
規
定
を
同
表
の
改
正
後
の
欄
に
掲
げ
る
規
定
に
傍
線
で
示
す
よ
う
に
改
正
す
る
。

改
正
後

改
正
前

（
附
属
機
関
）

（
附
属
機
関
）

第
三
十
一
条

法
令
又
は
条
例
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
置
か
れ
る
次
の
各
号

第
三
十
一
条

法
令
又
は
条
例
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
置
か
れ
る
次
の
各
号

に
掲
げ
る
附
属
機
関
に
関
す
る
事
務
に
つ
い
て
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
課

に
掲
げ
る
附
属
機
関
に
関
す
る
事
務
に
つ
い
て
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
課

又
は
室
に
お
い
て
処
理
す
る
も
の
と
す
る
。

又
は
室
に
お
い
て
処
理
す
る
も
の
と
す
る
。

一
～
三

略

一
～
三

略

四

秋
田
県
教
育
職
員
免
許
状
再
授
与
審
査
会

義
務
教
育
課

五
～
十
四

略

四
～
十
三

略

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

令
和
七
年
三
月
十
三
日
提
出

秋
田
県
教
育
委
員
会
教
育
長

安

田

浩

幸

理

由

教
育
職
員
等
に
よ
る
児
童
生
徒
性
暴
力
等
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
（
令
和
三
年
法
律
第
五
十
七
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
所
要
の
規
定
の
整
備
を
行
う
必
要
が
あ

る
。
こ
れ
が
、
こ
の
規
則
案
を
提
出
す
る
理
由
で
あ
る
。
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秋田県教育委員会行政組織規則の一部を改正する規則案要綱

１ 改正理由

教育職員等による児童生徒性暴力等の防止等に関する法律（令和３年法律第

５７号）の施行に伴い、所要の規定の整備を行う必要がある。

２ 改正内容

秋田県教育職員免許状再授与審査会を附属機関に加えるとともに、その事務処

理は義務教育課が行うこととする。（第３１条関係）

３ 施行期日

この規則は、令和７年４月１日から施行することとする。
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令和７年

第２回 教 育 委 員 会 会 議

議案第６号

秋田県教育委員会



議
案
第
六
号

教
育
職
員
免
許
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
案

教
育
職
員
免
許
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

教
育
職
員
免
許
法
施
行
細
則
（
平
成
元
年
秋
田
県
教
育
委
員
会
規
則
第
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
の
改
正
前
の
欄
に
掲
げ
る
規
定
を
同
表
の
改
正
後
の
欄
に
掲
げ
る
規
定
に
傍
線
で
示
す
よ
う
に
改
正
す
る
。

改
正
後

改
正
前

様
式
第
一
号

特
別
免
許
状
（
第
十
二
条
関
係
）

様
式
第
一
号

特
別
免
許
状
（
第
十
二
条
関
係
）

（
（
教
育
職
員
）
特
別
免
許
状

（

（
教
育
職
員
）
特
別
免
許
状

判

判

４

略

４

略

Ａ

Ａ

）
）

（
有
効
期
間
の
満
了
の
日

年

月

日
）

附

則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

令
和
七
年
三
月
十
三
日
提
出

秋
田
県
教
育
委
員
会
教
育
長

安

田

浩

幸

理

由

教
育
公
務
員
特
例
法
及
び
教
育
職
員
免
許
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
四
年
法
律
第
四
十
号
）
に
よ
る
教
育
職
員
免
許
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
四
十

七
号
）
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
所
要
の
規
定
の
整
理
を
行
う
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
が
、
こ
の
規
則
案
を
提
出
す
る
理
由
で
あ
る
。
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教育職員免許法施行細則の一部を改正する規則案要綱

１ 改正理由

教育公務員特例法及び教育職員免許法の一部を改正する法律（令和４年法律第

４０号）による教育職員免許法（昭和２４年法律第１４７号）の一部改正に伴

い、所要の規定の整理を行う必要がある。

２ 改正内容

特別免許状における教員免許更新制に係る記載を削ることとする。（様式第

１号関係）

３ 施行期日

この規則は、公布の日から施行することとする。
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令和７年

第２回 教 育 委 員 会 会 議

議案第７号

秋田県教育委員会



議
案
第
七
号

秋
田
県
立
学
校
に
お
け
る
学
校
運
営
協
議
会
の
設
置
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
案

秋
田
県
立
学
校
に
お
け
る
学
校
運
営
協
議
会
の
設
置
等
に
関
す
る
規
則
の
一
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す
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す
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。
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掲
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掲
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す
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。
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こ
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則
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年
四
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一
日
か
ら
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行
す
る
。

令
和
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年
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月
十
三
日
提
出

秋
田
県
教
育
委
員
会
教
育
長

安

田

浩

幸

理

由

地
域
の
住
民
や
保
護
者
の
要
望
を
学
校
運
営
に
よ
り
一
層
的
確
に
反
映
さ
せ
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た
め
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校
運
営
協
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置
す
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県
立
学
校
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追
加
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ

れ
が
、
こ
の
規
則
案
を
提
出
す
る
理
由
で
あ
る
。
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秋田県立学校における学校運営協議会の設置等に関する規則の一部を改正する規則

案要綱

１ 改正理由

地域の住民や保護者の要望を学校運営により一層的確に反映させるため、学校

運営協議会を設置する県立学校を追加する必要がある。

２ 改正内容

秋田県立羽後高等学校に、新たに学校運営協議会を設置することとする。（別

表関係）

３ 施行期日

この規則は、令和７年４月１日から施行することとする。
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令和７年

第２回 教 育 委 員 会 会 議

議案第８号

秋田県教育委員会



議
案
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す
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す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
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す
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。
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掲
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掲
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。
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図
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す
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。
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が
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規
則
案
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出
す
る

理
由
で
あ
る
。
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秋田県教育委員会に係る行政手続における特定の個人を識別するための

番号の利用等に関する法律に基づく個人番号の利用及び特定個人情報の

提供に関する規則の一部を改正する規則案要綱

１ 改正理由

情報通信技術の活用による行政手続等に係る関係者の利便性の向上並びに行政

運営の簡素化及び効率化を図るためのデジタル社会形成基本法等の一部を改正す

る法律（令和６年法律第４６号）の施行に伴い、所要の規定の整理を行う必要が

ある。

２ 改正内容

引用している「行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に

関する法律（平成２５年法律第２７号）」の条項を改めることとする。（第１条

関係）

３ 施行期日

この規則は、令和７年４月１日から施行することとする。
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資 料

「秋田県教育委員会に係る行政手続における特定の個人を識別するための番号の

利用等に関する法律に基づく個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する

規則の一部を改正する規則案」について（議案第８号）

令和７年３月１３日

高 校 教 育 課

行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律（第２条関係）

【改正後】 【改正前】

第１項～第７項 略 第１項～第７項 略

第８項 この法律において「カード代替電磁

的記録」とは、前項第一号から第五号まで

に掲げる事項及び本人の写真（本人の写真

が表示されていない個人番号カードの交付

を受けている者に係るものにあっては、当

該事項。第十八条の二第二項において「カ

ード代替記録事項」という。）に係る電磁

的記録（電子的方式、磁気的方式その他人

の知覚によっては認識することができない

方式で作られる記録であって、電子計算機

による情報処理の用に供されるものをいう

。以下この項並びに同条第一項及び第二項

において同じ。）並びに当該電磁的記録が

その送信を行った者のものであることを当

該電磁的記録の送信を受けた者が確認する

ために必要な事項として主務省令で定める

事項に係る電磁的記録について地方公共団

体情報システム機構（以下「機構」という

。）が電子署名（電子署名及び認証業務に

関する法律（平成十二年法律第百二号）第

二条第一項に規定する電子署名であって、

主務省令で定める基準に適合するものをい

う。第十八条の二第二項及び第三項におい

て同じ。）を行ったものにより一体的に構

成された電磁的記録をいう。

第９項～第１６項 略 第８項～第１５項 略

※第８項の概要･･･マイナンバーカードに係る機能のスマートフォンへの搭載のために必要な措置として、

スマートフォンだけでマイナンバーと同様にマイナンバー法上の本人確認ができる仕組みを設けたもの。
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令和７年

第２回 教 育 委 員 会 会 議

議案第９号

秋田県教育委員会



議案第９号

秋田県指定文化財の指定等について

秋田県文化財保護条例（昭和50年秋田県条例第41号）第４条第１項の規定により、次

の有形文化財を秋田県指定有形文化財（古文書）に指定する。

名 称 員数 所在地 所有者

渋江和光日記 98冊 秋田市山王新町14番31号 秋田県

秋田県公文書館

秋田県文化財保護条例（昭和50年秋田県条例第41号）第26条第１項の規定により、次

の無形の民俗文化財を秋田県指定無形民俗文化財に指定する。

名 称 所在地 保護団体

田代岳の岳参り作占い行事 大館市早口字田代山 田代岳の岳参り作占い行事

保存協議会

秋田県文化財保護条例（昭和50年秋田県条例第41号）第34条第１項の規定により、次

の記念物を秋田県指定史跡に指定する。

名 称 所在地 所有者

日和山方角石 能代市能代町後谷地外２国有林155林 国（農林水産省）

班い小班の内

秋田県文化財保護条例（昭和50年秋田県条例第41号）第34条第１項の規定により、次

の記念物を秋田県指定史跡に指定する。

名 称 所在地 所有者

丁刃森方角石 にかほ市平沢字画書面10-1の内、10- 平沢町内自治会、Ｔ

3の内、10-4の内、11-1の内 ＤＫ株式会社、にか

ほ市平沢財産区

秋田県文化財保護条例（昭和50年秋田県条例第41号）第34条第１項の規定により、次

の記念物を秋田県指定史跡に指定する。

名 称 所在地 所有者

沖の島方角石 にかほ市金浦字港嶋13-2の内 にかほ市

秋田県文化財保護条例（昭和50年秋田県条例第41号）第34条第１項の規定により、次

の記念物を秋田県指定史跡に指定する。

名 称 所在地 所有者

蚶満寺方角石 にかほ市象潟町字象潟島２の内 蚶満寺

秋田県文化財保護条例（昭和50年秋田県条例第41号）第35条第２項の規定により、次

の秋田県指定名勝の指定を解除する。

名 称 所 在 地 所 有 者

鳥潟会館（旧鳥潟家住宅）大館市花岡町字根井下156 大館市

庭園
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令和７年３月１３日提出

秋田県教育委員会教育長 安 田 浩 幸

第102回秋田県文化財保護審議会において、「渋江和光日記」「田代岳の岳参り作占い行

事」「日和山方角石」「丁刃森方角石」「沖の島方角石」「蚶満寺方角石」の計６件を秋田

県指定文化財に指定することが適当であることの答申があった。また、条例の規定によ

り「鳥潟会館（旧鳥潟家住宅）庭園」の指定が解除となる。

この指定及び解除については、秋田県教育委員会の議決を得る必要がある。これがこ

の議案を提出する理由である。
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渋江和光日記
しぶ え わ こうにつ き

１ 種 別 有形文化財（古文書）

２ 名称及び員数 渋江和光日記 98冊

３ 形 状 竪帳 四ツ目綴じ
たてちよう

４ 寸 法 縦23.5㎝×横16.5㎝

５ 年 代 江戸時代後期（文化11年（1814）～天保10年（1839））

６ 所 在 地 秋田市山王新町14番31号 秋田県公文書館

７ 所 有 者 秋田県

８ 説 明

本資料は、秋田藩士である渋江和光（1791～1843）が、文化11年（1814）から天保10

年（1839）までの26年間を記した日記で、現存する原本は98冊である。表紙に月ごとの

主立った内容を記し、閏月を除くと３か月ごとに綴じられている。昭和５年（1930）に

秋田県立秋田図書館が個人より寄贈を受け、平成５年（1993）に秋田県公文書館へ移管

された。同７年度から16年度にかけて翻刻され、12巻の書籍として刊行されている。

渋江家は、江戸時代を通じて久保田城三の丸に屋敷を与えられ、廻座の座格をもつ門
まわり ざ ざ かく

閥として多くの家老を輩出した大身の家柄である。和光は、享和３年（1803）に分家で

ある渋江十兵衛家から養子に入り、家督を相続した。翌年に出仕し、藩主義和から一字
よしまさ

を与えられ、諱を和光とした。文化４年（1807）に家老に次ぐ要職の御相手番を命ぜら
いみな お あい て ばん

れ、延べ23年間勤めた。

日記の内容は、他の藩士による代表的な日記には公的な内容が多く書かれているのに

比べ、日々の生活を記述した内容が多い。家族の動向や冠婚葬祭、知行地や知人との手

紙や贈答の記録のほか、知行地である刈和野に家族で旅行したことなどが細やかに綴ら

れている。学問や武芸の会合の様子、蔵書の管理や収集に関わる記述からは、上級藩士

としての嗜みを重視する姿勢が見られる。また、改革派の家老疋田斎や藩校出身の官僚
ひき た いつき

に対し和光が抱いた心情も随所に記されている。同役の藩士らとの廻文や、法令等の御
かいぶん

会所からの張出が克明に写し取られており、町触の記録が不足する天保年間の内容を補
まちぶれ

う資料でもある。

本日記は、上級藩士の生活や交流の記録をとおして、江戸時代後期における秋田藩の

社会や文化を知る上での貴重な資料である。

参考

秋田市指定有形文化財（古文書） 「渋江和光日記」 平成24年（2012）３月１日指定

参考文献

秋田県公文書館編 『渋江和光日記』第１巻 平成８年（1996）３月１日

秋田県立図書館編 『渋江和光日記』第12巻 平成17年（2005）２月20日

金森正也 『藩政改革と地域社会』 清文堂出版 平成23年（2011）11月25日
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金森正也 『秋田藩研究ノート』 無明舎出版 平成29年（2017）４月15日

菊池保男 「秋田藩上級武士の読書活動 －「渋江和光日記」を史料として－」『秋田県公文書館研

究紀要』第12号 平成18年（2006）３月

煙山英俊 「「渋江和光日記」小考」『秋田県公文書館研究紀要』第５号 平成11年（1999）３月

半田和彦 『秋田藩の武士社会』 無明舎出版 平成18年（2006）10月１日

渡部紘一 「幕藩制後期秋田藩における一上級武士の動静 －渋江和光日記断章－」『秋田県公文書

館研究紀要』第６号 平成12年（2000）３月

渋江和光日記 外表紙 第１冊書き出し

渋江和光日記 中表紙

第１冊

第 １ 冊

第 9 8 冊

第 9 8冊
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田代岳の岳参り作占い行事
た しろだけ だけまい さくうらな ぎょう じ

１ 種 別 無形民俗文化財

２ 名 称 田代岳の岳参り作占い行事

３ 所 在 地 大館市早口字田代山

４ 保 護 団 体 田代岳の岳参り作占い行事保存協議会

５ 説 明

本行事は、大館市北西部に位置する田代岳九合目に点在する池塘の一部を「神の田」と
ち とう

定め、そこに自生するミツガシワを稲に見立て、その生育具合等を見て稲作の豊凶を占う

行事である。作占いの起源は定かではないが、明治５年（1872）に石井忠行が書いた『伊
いし い ただつら い

頭園茶話 三の巻』に占いの記載がある。
ず えん さ わ

田代岳は白神山地の最東端に位置する標高1,178ｍの山である。古来より山そのものが

信仰の対象とされ、豊作や安寧を祈る近傍の人々がその加護を得るべく登拝する習わしが

ある。山頂には、地元で田や水の神とされる白鬚大直日大神を祀る田代山神社があり、社
しらひげおおなおびのおおかみ た しろやま

伝によると天正年間（1573～1592）の創建とされる。

作占いは半夏生の前日（７月１日頃）に行われる。宮司と氏子等が登頂後、神事で用
はん げ しょう

いるササとツゲを山頂付近で採取して、神前に御神酒等とともに供える。夕刻前後に池塘

が広がる九合目に下り、最初に「晩稲の神の田」の前で、ミツガシワの丈、茎、花、実、
おく て

繁茂等の状況を見て稲作の豊凶を占う。次に「中稲の神の田」の前で占い、近接する「水量見
なか て すいりょう み

の神の田」では、水の張り具合などで稲作に関する水全般のことを占う。続いて山の神、

次に大日様と薬師様と呼ばれる石に向かう。それぞれに御幣を供え、塩を混ぜた米と御神

酒を撒き、参拝する。次に「早稲の神の田」まで移動して占い、最後に最も深いとされる
わ せ

「三五（散供）の池」で、サンゴ打ちと呼ばれる占いの最終作業を行う。はじめに御幣を
さん ご さん ご

水辺の４か所に差して結界を作り、お清めと参拝の後、五円玉に紙を通して細工した賽銭

を１個ずつ５回投げ入れる。投げ入れた賽銭の沈み加減で、風、水、早稲、中稲、晩稲の

各状勢を占う。きれいに沈むと吉兆、うまく沈まないと凶兆とされ、既に見てきた「神の

田」の状況と合わせ、宮司が総合的な判断を下す。その後、山頂に戻り執り行う宵祭り神

事の際、氏子等参列者に作占いの結果が伝えられる。半夏生の当日には、本祭り神事があ

り、この日に登拝した人にも作占いの結果が伝えられる。その際祈祷してもらったササと

ツゲを持ち帰り、田の水口等に供える風習が残っている。
みなくち

本行事は、地域の山岳信仰と稲作儀礼が習合した行事であり、県内に類例が見られない

ことから貴重である。

参考

秋田県記録作成等の措置を講ずべき無形の民俗文化財 「田代岳の岳参り作占い行事」 平成４年

（1992）４月10日選択

大館市指定無形民俗文化財 「田代岳の岳参り作占い行事」 平成７年（1995）３月17日指定
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参考文献

石井忠行 「伊頭園茶話 三の巻」 『新秋田叢書 第七巻』 歴史図書社 昭和46年（1971）12月

大館市 『大館市歴史的風致維持向上計画』 95-105頁 平成29年（2017）６月

北林忠 「霊峰田代岳の稲作占い」 『田代町史研究 みつがしわ』 第４号 平成12年（2000）２月

田代町 『田代町史 別巻』 129-139頁 平成14年（2002）８月

ミツガシワが自生する三五（散供）の池

田代山神社での神事
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日和山方角石
ひ よりやまほうがくいし

１ 種 別 史跡

２ 名 称 日和山方角石

３ 面積及び法量 6.76㎡

長さ46.5cm 幅46.5cm 高さ12cm

４ 所 在 地 能代市能代町後谷地外２国有林155林班い小班の内

５ 所 有 者 国（農林水産省）

６ 説 明

日和山は現能代港から東に１kmの地点に位置し、標高は24ｍ前後を測る。方角石は日和

山頂部付近に置かれ、文化年間（1804～1818）に能代の商人であった川上久三郎が寄進し

たものとされる。

方角石は、江戸時代後期を中心に全国の沿岸部で使用された、十二支や方位が刻まれた

石である。当時は帆船が船運の主流であり、方角と天候を見るという目的から、方角石は

港にほど近い港内と港外を見渡せる小高い丘の上に置かれた。こうした丘は日和山などと

呼ばれ、方角石と併せて全国各地の主要な港の近くに分布したが、蒸気船への移行にとも

ない、日和山の荒廃と方角石の散逸が進んだ。

本方角石は、正方形の安山岩の上部が円盤状に加工され、中心に菱形の窪みと東西南北

が、その外側に区画線で区切られた十二支が刻まれている。下部は四隅に脚が形づくられ

ている。東西方向に溝が掘られた台石に置かれていたが、昭和53年（1978）に台石を塗り

込めてセメントで固める措置がとられたため、方角石の脚部および台石を見ることはでき

ない。現在は、東屋で覆われており、解説板が掲げられている。

日和山に残る方角石は、全国的に数が少なく、その形状や刻まれた内容、設置場所の立

地など江戸時代後期の船運文化を考察するうえで貴重である。

指定対象とする範囲は、方角石を中心として東屋で覆われた範囲とする。

参考

能代市指定有形民俗文化財 「日和山方角石」 昭和52年（1977）２月25日指定

参考文献

近藤八十二 『能代乃武加志』 昭和16年（1941）６月

南波松太郎 『ものと人間の文化史60 日和山』 法政大学出版局 昭和63年（1988）11月

指定範囲全景 方角石上面

- 7 -



丁刃森方角石
ちよう は もりほうがくいし

１ 種 別 史跡

２ 名 称 丁刃森方角石

３ 面積及び法量 1,562㎡

長さ100cm 幅95cm 高さ20cm

４ 所 在 地 にかほ市平沢字画書面10-1の内、10-3の内、10-4の内、11-1の内
え がきめん

５ 所 有 者 平沢町内自治会、ＴＤＫ株式会社、にかほ市平沢財産区

６ 説 明

丁刃森は現平沢港から南西に300ｍ地点に位置する日和山で、標高13ｍ前後を測る。方

角石は山頂部に置かれている。

方角石は、江戸時代後期を中心に全国の沿岸部で使用された、十二支や方位が刻まれた

石である。当時は帆船が船運の主流であり、方角と天候を見るという目的から、方角石は

港にほど近い港内と港外を見渡せる小高い丘の上に置かれた。こうした丘は日和山などと

呼ばれ、方角石と併せて全国各地の主要な港の近くに分布したが、蒸気船への移行にとも

ない、日和山の荒廃と方角石の散逸が進んだ。

本方角石は、不整形の安山岩が使用されている。上面は平滑に磨かれ、三重に刻まれた

円の中心から放射状に12本の直線が引かれ、その延長線上に十二支と東西南北が彫られて

いる。現在は、方角石に隣接して東屋と標柱が設置され、丁刃森はその眺望を活かして遠

洋を見渡す展望台として利用されている。

日和山に残る方角石は、全国的に数が少なく、その形状や刻まれた内容、設置場所の立

地など江戸時代後期の船運文化を考察するうえで貴重である。

指定対象とする範囲は、東屋や方角石に至る階段等を除外をした丁刃森全体とする。

参考

にかほ市指定史跡 「方角石」 昭和63年（1988）３月10日指定

参考文献

南波松太郎 『ものと人間の文化史60 日和山』 法政大学出版局 昭和63年（1988）11月

丁刃森全景 方角石上面
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沖の島方角石
おき しまほうがくいし

１ 種 別 史跡

２ 名 称 沖の島方角石

３ 面積及び法量 1,553㎡

長さ27.5cm 幅27.5cm 高さ36.5cm

４ 所 在 地 にかほ市金浦字港嶋13-2の内

５ 所 有 者 にかほ市

６ 説 明

沖の島は現金浦港内の中央に位置する島で、標高は８ｍ前後を測る。方角石は島の頂部

に置かれている。

方角石は、江戸時代後期を中心に全国の沿岸部で使用された、十二支や方位が刻まれた

石である。当時は帆船が船運の主流であり、方角と天候を見るという目的から、方角石は

港にほど近い港内と港外を見渡せる小高い丘の上に置かれた。こうした丘は日和山などと

呼ばれ、方角石と併せて全国各地の主要な港の近くに分布したが、蒸気船への移行にとも

ない、日和山の荒廃と方角石の散逸が進んだ。

本方角石は、円柱状に加工された安山岩が使用されている。円盤状に整えられた上部に

区画線で区切られた十二支が、その内側に東西南北が彫られ、中心には北を指す磁針が刻

まれている。現在は、方角石西側に風除けのコンクリート防壁が設置され、解説板が掲げ

られている。

日和山に残る方角石は、全国的に数が少なく、その形状や刻まれた内容、設置場所の立

地など江戸時代後期の船運文化を考察するうえで貴重である。

指定対象とする範囲は、沖の島に渡る陸橋や島の頂部にある灯台等を除外した島全体と

する。

参考

にかほ市指定史跡 「沖の島方角石」 昭和57年（1982）８月26日指定

参考文献

南波松太郎 『ものと人間の文化史60 日和山』 法政大学出版局 昭和63年（1988）11月

沖の島全景 方角石上面

- 9 -



蚶満寺方角石
かんまん じ ほうがくいし

１ 種 別 史跡

２ 名 称 蚶満寺方角石

３ 面積及び法量 88.4㎡

長さ95cm 幅93cm 高さ13cm

４ 所 在 地 にかほ市象潟町字象潟島２の内

５ 所 有 者 蚶満寺

６ 説 明

蚶満寺方角石は蚶満寺境内に所在し、周辺より１ｍほど高い小丘頂部に置かれている。

方角石は、江戸時代後期を中心に全国の沿岸部で使用された、十二支や方位が刻まれた

石である。当時は帆船が船運の主流であり、方角と天候を見るという目的から、方角石は

港にほど近い港内と港外を見渡せる小高い丘の上に置かれた。こうした丘は日和山などと

呼ばれ、方角石と併せて全国各地の主要な港の近くに分布したが、蒸気船への移行にとも

ない、日和山の荒廃と方角石の散逸が進んだ。

本方角石は、不整形の安山岩を用いて作成され、上面には二重の円と北を指す磁針が刻

まれている。文化元年（1804）の象潟地震で九十九島が陸地化する以前、潟湖に浮かぶ島

を巡る潟舟の船頭が、島の方向を見定める目的で使用したとされる。現在は、蚶満寺境内

の案内看板に方角石の記載がある。

潟湖での使用を想定した方角石は、他に知られておらず、江戸時代後期の船運文化を考

察するうえで貴重である。

指定対象とする範囲は、方角石が置かれた小丘全体とする。

参考文献

南波松太郎 『ものと人間の文化史60 日和山』 法政大学出版局 昭和63年（1988）11月

指定範囲全景 方角石上面

- 10 -



鳥潟会館（旧鳥潟家住宅）庭園
とりがたかいかん きゅうとりがた け じゅうたく

１ 種 別 名勝（庭園）

２ 名 称 鳥潟会館（旧鳥潟家住宅）庭園

３ 面 積 8,191.08㎡

４ 作 庭 年 代 昭和11年（1936）

５ 所 在 地 大館市花岡町字根井下156

６ 所 有 者 大館市

７ 管理責任者 大館市教育委員会

８ 説 明

本庭園は、池を中心にした地割りがよく計画され、石組などに京都風の手法が見られる

県内の代表的な庭園として指定された。

令和６年10月11日付け文部科学省告示第147号により、名勝に指定されたため、秋田県

文化財保護条例（昭和50年秋田県条例第41号）第35条第２項の規定により、同日付けで当

該秋田県指定名勝の指定が解除された。

参考

文化財保護条例第35条第２項

「県指定史跡名勝天然記念物について法第69条第１項の規定による史跡、名勝又は天然記念物

の指定があったときは、県指定史跡名勝天然記念物の指定は、解除されたものとする。」

文化財保護法第69条第１項（現109条第１項）

「文部科学大臣は、記念物のうち重要なものを史跡、名勝又は天然記念物（以下「史跡名勝天

然記念物」と総称する。）に指定することができる。」

同法第69条第５項（現109条第５項）

「第１項又は第２項の規定による指定は、第３項の規定による官報の告示があつた日からその

効力を生ずる。」
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令和７年

第２回 教 育 委 員 会 会 議

議案第１０号

秋田県教育委員会



議案第１０号

秋田県文化財保護審議会委員の任命について

秋田県文化財保護条例（昭和５０年秋田県条例第４１号）第４５条第３項及び第４項

の規定により、次の者を秋田県文化財保護審議会の委員に任命するものとする。

氏 名 専 門 分 野 任 期

阿部裕紀子 天然記念物（植物） 令和7年4月1日～令和9年3月31日

加藤 竜悦 天然記念物（動物） 令和7年4月1日～令和9年3月31日

菊池 慶子 有形文化財（古文書、歴史資料） 令和7年4月1日～令和9年3月31日

三戸 忠洋 報道 令和7年4月1日～令和9年3月31日

髙橋 正 有形文化財（彫刻）、民俗文化財 令和7年4月1日～令和9年3月31日

林 信太郎 天然記念物（地質鉱物） 令和7年4月1日～令和9年3月31日

藤澤 昌 有形文化財（考古資料）、史跡 令和7年4月1日～令和9年3月31日

蒔田 明史 天然記念物（植物）、景観 令和7年4月1日～令和9年3月31日

三浦 直 有形文化財（絵画） 令和7年4月1日～令和9年3月31日

李 雪 有形文化財（建造物） 令和7年4月1日～令和9年3月31日

渡辺 千明 有形文化財（建造物） 令和7年4月1日～令和9年3月31日

令和７年３月１３日

秋田県教育委員会教育長 安 田 浩 幸

理 由

秋田県文化財保護審議会の委員のうちに、令和７年３月３１日付けで任期が満了する委

員があるため、その再任について県教育委員会の承認を得る必要がある。これが、この

議案を提出する理由である。

- 1 -



秋田県文化財保護審議会委員名簿

任期：①令和６年９月８日から令和８年９月７日まで

②令和７年４月１日から令和９年３月31日まで

以下、個人情報のため表示しません。
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議案第１０号 参考資料

秋田県文化財保護審議会委員候補者略歴

以下、個人情報のため表示しません。
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秋田県教育委員会

令和７年

第２回 教 育 委 員 会 会 議

報告事項（１）

秋田県教育委員会特定事業主行動計画について



秋田県教育委員会特定事業主行動計画について

「次世代育成支援対策推進法」及び「女性の職業生活における活躍の推進に関する法律」に基づく「秋田
県教育委員会特定事業主行動計画（令和７年度～令和１１年度）」を次のとおり策定します。

目標値

目標①
男性教職員の育児休業取得率 85.0％

男性教職員の育児休業取得率（２週間以上） 50.0％

目標② 配偶者出産休暇取得率 90.0％

目標③ 配偶者の出産に係る子の養育休暇取得率 70.0％

目標④ 教職員１人あたりの年次休暇取得日数 14日

目標⑤

管理職に占める女性の割合（教育庁） 10.0％

管理職に占める女性の割合（校長） 20.0％

管理職に占める女性の割合（副校長・教頭） 30.0％

目標⑥ 教育庁等における職員１人当たりの年間超過勤務命令時間 42.0時間

新計画の目標

R5実績値

30.9％

27.9％

75.0％

51.5％

12日4時間

8.7％

19.4％

28.7％

46.9時間

新計画のポイント

〇現行計画の目標を達成できていない項目は、引き続き目標の達成に向けて取り組む。
現行計画の目標が政府目標と乖離している項目は、国目標に引き上げる。

〇男性教職員の育児休業取得率は、国が目標とする85％に引き上げる。
〇育児休業の長期取得を奨励し、２週間以上の育児休業の取得率に係る目標を新たに設定する。
○次世代法の改正により、職員の超過勤務時間に係る目標を新たに設定する。
○教育職員の時間外在校等時間については、教育委員会規則、国の指針等に則り、適切な管理を行う。

R7.3.13 教育庁総務課



-1-

秋田県教育委員会特定事業主行動計画

はじめに

本県においては、人口の社会減・自然減が続き、全国平均を上回るペースで少子・

高齢化が進んでいます。

こうした状況の中で、本県の活力を維持・向上させていくためには、次代の社会を

担う子どもたちが健やかに生まれ育ち、全ての県民があらゆる分野で活躍できる環境

づくりを進めていくことが必要です。

県教育委員会では、「次世代育成支援対策推進法」や「女性の職業生活における活

躍の推進に関する法律」に基づき、「秋田県教育委員会特定事業主行動計画」を策定

し、全ての教職員が次代の社会を担う子どもを安心して生み、育てることができる職

場環境と、女性教職員が意欲と能力に応じて活躍できる職場環境の実現に取り組んで

きました。

この度、本計画の計画期間が令和６年度をもって終了するため、これまでの取組状

況や法改正の内容等を踏まえ、男性の育児休業取得率の目標数値の更なる引き上げや、

職員の勤務時間の状況に関する数値目標を盛り込んだ新たな計画を策定することとし

ました。

学校教育等における課題が複雑化・多様化する中、全国的に教員不足や厳しい勤務

実態が社会問題化しており、教育行政を取り巻く状況は厳しいものになっていますが、

このような状況下においても、県教育委員会として子どもたちへの質の高い教育を引

き続き実現するためには、教職員一人ひとりが生き生きと職業生活を送ることができ、

家庭等の職場外における豊かな生活経験を通じて、人間性や創造性を高められる環境

が求められていると考えています。

本計画の推進により、性別や子育て等の有無に関わらず全ての教職員が、仕事と子

育ての両立・調和（ワーク・ライフ・バランス）を図りながら、それぞれの能力を最

大限に発揮できる職場環境の実現を目指してまいります。

令和７年３月

秋田県教育委員会教育長
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計画の目的・位置づけ

「秋田県教育委員会特定事業主行動計画」は、全ての教職員が安心して子育てがで

きる職場環境づくりを進めるとともに、女性教職員に対する職業生活に関する機会の

積極的な提供等を行い、社会全体の子育てしやすい環境づくりと豊かで活力ある社会

の実現に寄与することを目的とします。

※ 「次世代育成支援対策推進法」第１９条及び「女性の職業生活における活躍の

推進に関する法律」第１９条に基づく特定事業主行動計画です。

計画の対象

秋田県教育委員会が任命する教職員（秋田県教育庁及び県立学校などの教育機関の

教職員並びに市町村立小中学校及び義務教育学校（以下「市町村立小中学校等」とい

う。）の教職員のうち秋田県教育委員会が任命するもの（地方教育行政の組織及び運

営に関する法律（以下「法」という。）第３７条に規定する県費負担教職員（※）））

を対象とします。

なお、臨時・非常勤職員についても常勤職員に準じて取り扱います。

※ 県費負担教職員については、法第３７条に基づき都道府県教育委員会が任命権

を有すること等を踏まえ、採用・登用を中心に本計画の対象と位置づけます。ま

た、法第４３条の規定により市町村教育委員会が県費負担教職員の服務監督権者

となることから、各種制度の周知や情報提供等、市町村教育委員会と連携しなが

ら取組を進めることとします。

計画期間

令和７年４月１日から令和１２年３月３１日まで（５年間）とします。

なお、計画の実施状況を年度毎に点検し、必要に応じて計画の見直しなどを行いま

す。

特定事業主行動計画 計画内容

当計画は、それぞれ次の組織・教職員について、その行動計画を定めるものです。

「管理部門当局」 人事などを担当する管理部門当局

「業務管理者」 対象職員のいる所属の管理監督職員（教育庁等にあっては所属
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長やチームリーダー、学校にあっては校長、副校長、教頭、事務

長）

「対象職員」 子育て中の教職員（育児休業や出産休暇中の教職員、自分や配

偶者に出産の予定がある教職員を含む。）

「周囲の職員」 対象職員の周囲の教職員

「全職員」 全ての教職員
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１ 仕事と家庭の両立のための総合的な配慮

全ての教職員が仕事と子育ての両立を図りながら、それぞれの能力を最大限に

発揮できる職場環境づくりに努めます。

管理部門当局

◎ 育児休業、休暇、早出遅出勤務など子育てに関する各種制度への理解を深

めるため、その趣旨・内容をまとめた「教職員の仕事と子育てガイドブック」

や福利厚生に関する情報を「美の国あきたネット」に掲示する等により、教

職員への周知を図ります。

◎ 対象職員が各種休暇等を取得しやすい環境を整えるため、各種制度に関す

る業務管理者への周知を図ります。

◎ 教職員及び配偶者の出産や子育ての状況に応じた人事上の配慮を行うとと

もに、休業が長期にわたる場合や業務分担の見直し等を行った上でも業務遂

行が困難な場合など、実情に応じて代替要員を配置します。

業務管理者

◎「教職員の仕事と子育てガイドブック」等を所属教職員へ周知するとともに、

各種制度の理解に努めます。

◎ 対象職員が制度を利用しやすいような職場の雰囲気づくりを進めるととも

に、必要により業務分担を見直すなどして、教職員が安心して制度を利用で

きる環境づくりに努めます。

◎ 子育て中の教職員や育児休業中の教職員の業務を代替する教職員に対し、

長時間労働等により心身の健康の不調が生じることのないよう配慮します。

２ 男性が子育てに関する休暇を取得しやすい環境づくり

男女がともに協力して子育てできるよう、性別に関わらず、全ての教職員が育

児等を担いながら活躍できる職場環境づくりを進めます。

育児休業等の各種制度が利用しやすく、育児休業後に職場復帰しやすい環境づ

くりを推進します。
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目標① 令和１１年度までに、男性教職員の育児休業取得率を育児休業取得可

能者の８５％、２週間以上の取得率を５０％とします。

目標② 令和１１年度までに、「配偶者出産休暇」の取得率を９０％、「配偶者の

出産に係る子の養育休暇」の取得率を７０％とします。

管理部門当局

◎ 男性教職員が子育てに積極的に関わることができるよう、所属（学校等）

に子育てに関する休暇制度の活用を促すとともに、その取得状況を把握・検

証します。

◎ 教職員及び配偶者の出産や子育ての状況に応じた人事上の配慮を行うとと

もに、休業が長期にわたる場合や業務分担の見直し等を行った上でも業務遂

行が困難な場合など、実情に応じて代替要員を配置します。

業務管理者

◎ 対象職員に「教職員の仕事と子育てガイドブック」を配付するとともに、

子育てに関する休暇等を１か月以上取得することを奨励します。必要により

業務分担を見直すなどして、教職員が安心して休業できる環境づくりに努め

ます。

◎ 休業中の電子メール等による情報提供や復帰時のケアを心掛け、休業後の

円滑な復帰をサポートします。

◎ 育児休業から復帰する対象職員に対し、取得可能な子育てに関する休暇制

度等の情報提供を行うとともに、必要に応じ復職前に面談を行うなど、円滑

に職場復帰できる環境づくりに努めます。

対象職員

◎ 対象職員は、速やかに所属長や総務担当者に申し出ることで、適切な配慮

が受けられるようにします。

周囲の職員

◎ 対象職員が休暇を取得しやすい環境づくりに努めます。業務分担の見直し、

休業中の情報提供、復帰時のケア等に積極的に協力します。

◎ 子育て経験のある教職員は、積極的に対象職員の相談役を務めます。
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３ 働きやすい職場環境づくり

「教職員の働き方改革推進計画」に基づき、教職員の多忙化を防止するととも

に、仕事と子育てを両立できる働きやすい職場環境づくりを推進します。

目標① 令和１１年度までに、教職員１人当たりの年次休暇の取得日数を１４日

とします。

目標② 令和１１年度までに、教育庁等における職員１人当たりの年間超過勤

務命令時間を４２時間以下とします。

※ 教育職員の時間外在校等時間については、「秋田県立学校の教育職員の業務

量の適切な管理等に関する規則」等に規定する範囲内となるよう、適切な管

理を行います。

【参照】秋田県立学校の教育職員の業務量の適切な管理等に関する規則

秋田県教育委員会は、教育職員の在校等時間（当該教育職員が学校教育活動に関する業務

を行っている時間として外形的に把握することができる時間）から所定の勤務時間を除いた

時間が次の各号に掲げる範囲内の時間となるよう教育職員の業務量の適切な管理を行うもの

とする。

１ １箇月について４５時間以内

２ １年について３６０時間以内

管理部門当局

◎ 校務の効率化を図るなど、働き方改革を継続的に実施します。

◎ 時間外勤務の制限や時間外勤務時の退庁の目安時刻、ノー残業デーの周知

徹底、週休日の振替等の適切な運用など、時間外勤務の縮減に関する取組を

継続的に呼び掛けます。

◎ 年次休暇の計画的取得や特別休暇・年次休暇を組み合わせた連続休暇取得、

学校行事やＰＴＡ活動、地域貢献活動などでの年次休暇の取得を奨励するよ

う呼び掛けます。

◎ 教職員の子育てのための休暇制度について、国や他地方公共団体の状況を

把握し、その拡充に努めます。

◎ テレワークや時差出勤制度等の柔軟な働き方の導入を検討し、各種制度の
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周知や利用促進に努めます。

◎ 勤務間インターバル（教職員の健康及び福祉の確保に必要な勤務の終了か

らその次の勤務の開始までの時間。以下同じ。）の確保や、定期的な職員間コ

ミュニケーションの機会を確保するなど、教職員の心身の健康に配慮した組

織的な取組を推進します。

業務管理者

◎ 必要に応じて職員間、内部組織間の業務分担の見直しを行い、特定の教職

員や組織に業務量が偏らないようにします。

◎ 職場に時間外勤務が当然というような雰囲気がある場合にはこれを改め、

所属内の業務状況の把握や声かけ等により、教職員が退庁しやすい環境づく

りに努めます。

◎ 時間外勤務を命じる場合であっても、命じる時間を平準化するなど、全て

の教職員が家庭での時間を確保できるよう配慮します。

◎ 時間外勤務時における目安時刻での退庁やノー残業デーを徹底するほか、

週休日の振替などを適切に運用します。

◎ 教職員に対し、休暇の計画的取得、連続取得、メモリアル休暇等の設定や

自己啓発のための休暇取得、学校行事やＰＴＡ活動、地域貢献活動などでの

年次休暇の取得を奨励するとともに、自らも積極的に取得します。

◎ 勤務時間管理と業務量管理を行うとともに、資料のデータベース化・共有

化、複数担当制などにより、教職員が休暇を取得しやすい体制づくりに努め

ます。

◎ 業務の合理化、執務体制の見直し、テレワーク等多様な働き方に係る制度

の活用等を通じて、教職員の勤務間インターバルを確保します。

全職員

◎ 他の教職員が休暇を取得した場合でも業務に支障が出ないよう、相互に協

力します。

◎ 休暇の計画を立てる際には、自分が休めるようにすることと周りの教職員

が休めるようにすることを同時に配慮します。計画した休暇は積極的に取得

するようにします。また、職場全員で、子育てのための年次休暇を活用しや

すい雰囲気をつくります。

◎ 周りの教職員と声を掛け合って退庁するように心掛けます。
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４ 女性教職員の登用

全ての教職員にキャリア形成の機会を提供し、意欲、能力のある教職員は、性

別に関わらず管理職として登用します。

目標：令和１１年度までに、管理職に占める女性の割合を

教育庁及び教育機関においては１０％、

県立学校及び市町村立小中学校等においては校長を２０％、

副校長・教頭を３０％とします。

管理部門当局

◎ 女性教職員を教育庁及び教育機関へ積極的に配置し、将来の管理職となり

得る資質を備えた教職員の育成に努めます。

◎ 意欲、能力のある女性教職員の学校等における主任・主事等への積極的な

登用に努め、学校マネジメントを意識したＯＪＴによる人材育成を行います。

◎ 研修などにおいて女性教職員のキャリア形成をイメージできる機会を提供

し、管理職への意欲の向上を促します。

◎ 部下職員の仕事と家庭の両立に配慮しながら成果を挙げ、自身も仕事と家

庭の両立を実践する管理職（イクボス）の実践例を増やし、好事例の紹介な

どを行います。

業務管理者

◎ 性別に関わらず多様な経験を積めるよう、教職員の意欲や適性に応じ、必

要な配慮をしながら業務分担の決定に努めます。

◎ 女性教職員の希望や適性に配慮しながら、キャリアアップを意識した業務

分担を行い、適任者には管理職試験の受験を促します。

◎ 仕事と家庭を両立する管理職（イクボス）の実践に努めます。

全職員

◎ 女性教職員のキャリアアップへの理解を深め、男女を問わず育児等を担い

ながら平等なキャリアアップが図られるよう必要なサポートを行います。
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５ ハラスメントの防止

パワーハラスメント、セクシュアルハラスメント、妊娠、出産、育児又は介護

に関するハラスメント（以下「ハラスメント」という。）の防止のため、教職員

の意識改革、相談体制等を整備します。

管理部門当局

◎ ハラスメントの防止のため、「ハラスメントの防止及び相談対応マニュアル」

を作成し、相談窓口の周知を図るとともに、教職員の意識改革を推進するほか、

全ての所属等にハラスメント相談員等を配置し、相談体制の充実を図ります。

◎ ハラスメントの防止に向けた研修の実施等により、管理職の意識啓発に取り

組みます。

業務管理者

◎ ハラスメントの防止のため、「ハラスメントの防止及び相談対応マニュアル」

を全ての教職員に配布し、周知を図ります。

◎ 研修の受講等によりハラスメントに関する理解を深め、教職員が職務に専念

できる良好な職場環境づくりに努めます。

全職員

◎ 「ハラスメントの防止及び相談対応マニュアル」の理解に努め、該当する事

案を覚知した場合は、速やかに相談員等に報告します。
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○調査の概要

【趣旨】

学習指導要領の内容の定着度等を把握し、本県が進める少人数学習の成果や課題

を捉え、学習指導の工夫改善を図るとともに、全国学力・学習状況調査、本調査及

び高校入試を活用して、学習指導における検証改善サイクルを確立し、児童生徒の

学力向上に資する。

【調査対象】

小学校第４～６学年及び中学校第１、２学年の児童生徒

（義務教育学校対象学年の児童生徒、特別支援学校の対象となる児童生徒を含む）

【調査内容】

○教科に関する調査

小学校第４学年 … ３教科（国語、算数、理科）

小学校第５学年 … ４教科（国語、社会、算数、理科）

小学校第６学年 … ４教科（国語、社会、算数、理科）

中学校第１学年 … ５教科（国語、社会、数学、理科、英語）

中学校第２学年 … ５教科（国語、社会、数学、理科、英語）

○学習の意欲等に関する質問紙による調査

「学習習慣や学校生活についての意識」「ＩＣＴ活用の状況」

「各教科等の学習に対する意識」「読書についての意識」等の項目による

【参加学校数及び児童生徒数】

○参加学校数

・小学校等 １７６校 （義務教育学校前期課程、特別支援学校小学部を含む）

・中学校等 １０６校 （義務教育学校後期課程、特別支援学校中学部を含む）

○参加児童生徒数

・小学校第４学年…５，７６２人 ・中学校第１学年…５，９８０人

・小学校第５学年…５，８３７人 ・中学校第２学年…５，９５２人

・小学校第６学年…５，９８８人

※参加人数は教科等によって若干の変動があるため、各学年での調査のうち、最も

多くの児童生徒が取り組んだ教科等での数値を示している。

【調査実施日】

○小学校 … 令和６年１２月 ４日（水）

○中学校 … 令和６年１２月 ５日（木）
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○結果概況と考察

【教科の学習状況に関する調査の結果について】

○小学校では、全ての学年・教科において「おおむね満足」な状況である。
○中学校では、第１学年の全ての教科、第２学年の国語、数学、理科において
「おおむね満足」な状況である。県平均通過率が低い第２学年の教科におい
ては、既習の知識や技能等を活用すること、思考・判断し表現することにつ
いての問題の通過率が低いことが、平均通過率に影響を及ぼしている。

中学校の平均通過率が低かったことを受けて、学習内容の系統性を踏まえ
た指導を一層工夫することが必要である。また、基礎的・基本的な知識及び
技能の定着を図るとともに、習得した知識及び技能を活用して課題を解決す
る学習活動の一層の充実を図る必要がある。

【学習の意欲等に関する質問紙調査の結果について】

○学習に対する意欲については、全ての学年で肯定的な回答（「当てはまる」
「どちらかといえば当てはまる」）の割合が高い。特に、「勉強は大切だ」
「ふだんの生活や社会に出たときに役立つよう、勉強したい」に対する肯定
的な回答の割合が、学年を問わず高い傾向にあることから、学ぶことの重要
性や意義などを感じながら学習に取り組んでいる児童生徒や各教科等で学習
する内容を日常生活にも役立てようという意欲をもっている児童生徒が多い
ことがうかがえる。

○生活全般については、全ての学年で肯定的な回答の割合が高い。特に、「自
分にはよいところがあると思う」に対する肯定的な回答の割合が、小学校第
４学年と第６学年及び中学校第２学年において、この３年間で最も高くなっ
ていることから、学校生活の様々な場面において、教師が児童生徒のよさを
認めるなど、児童生徒のよさや可能性を認識できるような働き掛けを充実さ
せていることがうかがえる。

○日頃の授業に関する質問については、全ての学年で肯定的な回答の割合が高
い。「ふだんの授業では、学級の友達との間で話し合う活動に進んで取り組
んでいると思う」に対する肯定的な回答の割合が、学年を問わず高い傾向に
あることから、各学校においては、話し合う目的を明確にすることで、児童
生徒が意欲的に話し合う活動に取り組むことができるようにしている様子が
うかがえる。

○家庭学習については、小・中学校とも、平日のみならず、休日にも多くの時
間を学習に充てている様子がうかがえる。

ほぼ全ての質問項目において、肯定的な回答の割合が高い状況を維持して
いることから、本県の児童生徒は、生活や学習に前向きな態度で取り組んで
いる様子がうかがえる。これは、各学校が、児童生徒が安心して学校生活を
送り、主体的・対話的に学びを深めることができるよう、様々な工夫を凝ら
した取組を行うとともに、自校の特色を生かして進めている「地域に根ざし
たキャリア教育の充実」や「“『問い』を発する子ども”の育成」に向けた
取組等を通して、望ましい生活習慣や学習習慣を育んでいることが要因であ
ると考えられる。
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１ 教科に関する調査の結果

通 過 率：各問題ごとの正答した児童生徒の人数の割合（各学校の通過率の例：50人中30人が

正答していれば60％）

平均通過率：全問題の通過率の平均（100点満点に換算したときの平均点とみることができる｡）

設定通過率：問題ごとに、どの程度の通過率であれば「おおむね満足」な状況とするかをあらか

じめ定めた値（分析する上で参考として示している。）

(1) 小学校の平均通過率 （グラフの は設定通過率の±10％の範囲）

設定通過率の＋10％を上回るものを「十分満足」、設定通過率の±10％の範囲内を「おおむね満

足」な状況とする。

小学校では、全ての学年・教科のそれぞれの結果が設定通過率の±10％の範囲内にあり、全体的

に「おおむね満足」な状況にある。

0% 100%

国語 77.0% 72.3%

社会 74.0% 70.0%

算数 68.3% 71.4%

理科 77.4% 71.9%

74.0% 71.4%

県平均
通過率
（％）

設 　定
通過率
（％）

４教科平均

５年

0% 100%

国語 69.9% 73.3%

算数 70.9% 71.7%

理科 73.4% 75.0%

71.3% 73.1%３教科平均

４年

設 　定
通過率
（％）

県平均
通過率
（％）

0% 100%

国語 79.8% 74.7%

社会 74.1% 70.0%

算数 67.4% 70.0%

理科 74.5% 73.1%

73.9% 71.9%４教科平均

６年

県平均
通過率
（％）

設 　定
通過率
（％）
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(2) 中学校の平均通過率 （グラフの は設定通過率の±10％の範囲）

設定通過率の＋10％を上回るものを「十分満足」、設定通過率の±10％の範囲内を「おおむね満

足」な状況とする。

中学校第１学年では全ての教科が、第２学年では国語、数学、理科が設定通過率の±10％の範囲

内にあり、「おおむね満足」な状況にある。設定通過率に対して10％以上下回った第２学年社会に

おいては、「基礎的・基本的な知識及び技能についての問題」の通過率、第２学年英語においては、

「基礎的・基本的な知識及び技能についての問題」及び「習得した知識や技能を活用し、思考・判

断・表現する問題」の通過率が低い傾向がうかがえる。

0% 100%

国語 64.9% 70.6%

社会 68.0% 70.0%

数学 62.7% 70.8%

理科 61.8% 70.3%

英語 65.6% 70.8%

64.6% 70.5%

１年

５教科平均

県平均
通過率
（％）

設 　定
通過率
（％）

0% 100%

国語 75.2% 73.6%

社会 59.9% 70.0%

数学 60.1% 70.0%

理科 61.1% 70.3%

英語 56.8% 70.0%

62.6% 70.8%

設 　定
通過率
（％）

県平均
通過率
（％）

５教科平均

２年
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(3) 設定通過率との比較

設定通過率の＋10％を上回るものを「十分満足」、設定通過率の±10％の範囲内を「おおむね満

足」な状況とする。

出題した全設問のうち、「十分満足」及び「おおむね満足」な状況の設問総数及び割合は 363問

中285問、78.5％であった。校種別では、小学校が87.4%（183問中160問）、中学校は69.4%（180問

中125問）であった。

小４ 小５ 小６ 中１ 中２

国語 75.0% 93.3% 94.4% 66.7% 77.8%

社会 88.9% 88.9% 83.3% 72.2%

算・数 88.9% 88.9% 77.8% 61.1% 72.2%

理科 83.3% 94.4% 83.3% 66.7% 72.2%

英語 72.2% 50.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

70.0%

80.0%

90.0%

100.0%

国語 社会 算・数 理科 英語
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「当てはまる」「どちらかといえば当てはまる」の割合

小４ 小５ 小６ 中１ 中２

R6 96.9 97.5 98.3 97.0 97.2

R5 97.7 97.6 97.8 97.0 97.0

R4 96.8 97.1 97.8 97.5 97.3

85.0

90.0

95.0

100.0

２ 学習の意欲等に関する質問紙調査の結果

(1) 学習全般についての結果概況

質問項目 ４点換算による県の平均

１－１ 勉強が好きだ

１－２ 勉強は大切だ

１－３ 学校の勉強がよく分かる

１－４ ふだんの生活や社会に出たときに

役立つよう、勉強したい

・右のグラフは、調査項目の回答類型につい

て、次のように点数に換算して作成。

「当てはまる」…４点

「どちらかといえば当てはまる」…３点

「どちらかといえば当てはまらない」…２点

「当てはまらない」…１点

(2) 学習全般について（抜粋）

［１－２］ 勉強は大切だ

全ての学年で、肯定的な回答の割合が96％

以上である。学ぶことの重要性や意義などを

感じながら学習に取り組んでいる児童生徒が

多いことがうかがえる。

　1-3　勉強は大切だ

① ② ③ ④

小４ 78.7 18.2 2.4 0.8

小５ 79.2 18.3 1.8 0.7

小６ 80.7 17.6 1.3 0.4

中１ 71.9 25.1 2.4 0.7

中２ 70.0 27.2 2.2 0.7

①当てはまる　②どちらかといえば当てはまる　③どちらかといえば当てはまらない　④当てはまらない

0% 50% 100%

中２

中１

小６

小５

小４

①

②

③

④

［グラフ等の見方］

表及び帯グラフ……回答類型ごとの割合

折れ線グラフ……肯定的回答の割合の経年比較

2.0

2.2

2.4

2.6

2.8

3.0

3.2

3.4

3.6

3.8

4.0

小４ 小５ 小６ 中１ 中２

1-1

1-2

1-3

1-4

（%）



- 7 -

「当てはまる」「どちらかといえば当てはまる」の割合

小４ 小５ 小６ 中１ 中２

R6 93.8 94.3 94.9 93.9 92.0

R5 94.5 94.4 95.4 93.1 93.0

R4 94.6 94.7 95.0 94.7 93.8

85.0

90.0

95.0

100.0

「当てはまる」「どちらかといえば当てはまる」の割合

小４ 小５ 小６ 中１ 中２

R6 91.2 92.3 91.9 91.6 91.0

R5 92.2 91.8 92.2 91.3 90.2

R4 91.6 91.8 92.6 91.3 91.4

R6全国調査

85.0

90.0

95.0

100.0

［１－４］ ふだんの生活や社会に出たときに役立つよう、勉強したい

全ての学年で、肯定的な回答の割合が92％

以上である。各教科等で学習する内容を日常

生活に役立てようとする意識をもっている児

童生徒が多いことがうかがえる。

(3) 生活全般について（抜粋）

［２－１］ 学校が楽しい

全ての学年で、肯定的な回答の割合が91％

以上である。

小学校第６学年においては、４月の全国学

力・学習状況調査の肯定的な回答の割合より、

5.5ポイント高くなっている。

　1-10　ふだんの生活や社会に出て役立つよう勉強したい

① ② ③ ④

小４ 63.8 30.0 4.9 1.2

小５ 62.5 31.8 4.7 1.0

小６ 63.8 31.1 4.1 1.0

中１ 54.9 39.0 4.8 1.3

中２ 52.3 39.7 7.0 1.0

①当てはまる　②どちらかといえば当てはまる　③どちらかといえば当てはまらない　④当てはまらない

0% 50% 100%

中２

中１

小６

小５

小４

①

②

③

④

2-1　学校が楽しい

① ② ③ ④

小４ 63.1 28.1 6.4 2.4

小５ 61.6 30.7 5.8 2.0

小６ 61.7 30.2 6.0 2.1

中１ 58.0 33.6 6.5 1.9

中２ 56.4 34.6 6.8 2.2

①当てはまる　②どちらかといえば当てはまる　③どちらかといえば当てはまらない　④当てはまらない

0% 50% 100%

中２

中１

小６

小５

小４

①

②

③

④

（%）

（%）

小６…秋田県86.4（全国84.8） 中３…秋田県87.1（全国83.8）
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「当てはまる」「どちらかといえば当てはまる」の割合

小４ 小５ 小６ 中１ 中２

R6 84.3 81.9 83.8 79.8 82.6

R5 82.8 82.1 82.1 80.7 80.2

R4 81.6 79.6 82.3 80.3 80.1

R6全国調査

75.0

80.0

85.0

90.0

「当てはまる」「どちらかといえば当てはまる」の割合

小４ 小５ 小６ 中１ 中２

R6 95.9 96.4 96.7 97.0 96.4

R5 96.1 96.3 96.6 95.7 95.8

R4 96.0 95.9 96.3 96.6 96.4

R6全国調査

90.0

95.0

100.0

［２－２］ 自分にはよいところがあると思う

全ての学年で、肯定的な回答の割合が79％

以上である。小学校第４学年と第６学年及び

中学校第２学年においては、この３年間で最

も高い数値となっている。

学校生活の様々な場面において、教師が児

童生徒のよさを認めるなど、児童生徒のよさ

や可能性を認識できるような働き掛けを充実

させていることがうかがえる。

［２－５］ 人の役に立つ人間になりたいと思う

肯定的な回答の割合が、全ての学年で95％

以上という高い状況である。

各学校では、キャリア教育や道徳教育等の

取組を通して、児童生徒一人一人が活躍した

り、他者から認められたりする場を設けるな

どして、自己有用感を高めることができるよ

う、教育活動を工夫していることがうかがえ

る。

2-2　自分にはよいところがあると思う

① ② ③ ④

小４ 44.2 40.1 10.5 5.2

小５ 40.4 41.5 12.7 5.4

小６ 41.8 42.0 11.3 4.9

中１ 33.9 45.9 14.9 5.3

中２ 35.7 46.9 13.3 4.0

①当てはまる　②どちらかといえば当てはまる　③どちらかといえば当てはまらない　④当てはまらない

0% 50% 100%

中２

中１

小６

小５

小４

①

②

③

④

2-6　人の役に立つ人間になりたいと思う

① ② ③ ④

小４ 75.8 20.1 3.0 1.1

小５ 75.9 20.5 2.8 0.8

小６ 75.5 21.2 2.5 0.8

中１ 72.5 24.5 2.4 0.6

中２ 70.6 25.8 3.0 0.7

①当てはまる　②どちらかといえば当てはまる　③どちらかといえば当てはまらない　④当てはまらない

0% 50% 100%

中２

中１

小６

小５

小４

①

②

③

④

（%）

（%）

小６…秋田県86.3（全国84.1） 中３…秋田県87.0（全国83.3）

小６…秋田県97.5（全国95.9） 中３…秋田県97.2（全国95.2）
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(4) 授業についての結果概況

質問項目 ４点換算による県の平均

４－１ 授業の目標（めあて・ねらい）を意

識して学習に取り組んでいると思う

４－２ 学級の友達との間で話し合う活動に

進んで取り組んでいると思う

４－３ 学級の友達との間で話し合う活動を

通じて、自分の考えを深めたり、広げ

たりすることができていると思う

４－４ 学習した内容について、分かった点

や、よく分からなかった点を見直し、

次の学習につなげることができている

と思う

・右上のグラフは、調査項目の回答類型について、次のように点数に換算して作成。

「当てはまる」…４点 「どちらかといえば当てはまらない」…２点

「どちらかといえば当てはまる」…３点 「当てはまらない」…１点

(5) 授業について（抜粋）

［４－２］ ふだんの授業では、学級の友達との間で話し合う活動に進んで取り組んでいると思う

全ての学年で、肯定的な回答の割合が91％

以上である。

各学校においては、話し合う目的を明確に

することで、児童生徒が意欲的に話し合う活

動に取り組むことができるようにしている様

子がうかがえる。

　　　　　　　①当てはまる　②どちらかといえば当てはまる　③どちらかといえば当てはまらない　④当てはまらない

① ② ③ ④

小４ 57.8 33.9 6.9 1.5

小５ 55.3 36.6 6.9 1.2

小６ 56.0 35.2 7.4 1.4

中１ 54.0 37.5 7.3 1.2

中２ 54.3 37.0 7.2 1.4 0% 50% 100%

中２

中１

小６

小５

小４
①

②

③

④

［グラフ等の見方］

表及び帯グラフ……回答類型ごとの割合

折れ線グラフ……肯定的回答の割合の経年比較

3.0

3.2

3.4

3.6

3.8

4.0

小４ 小５ 小６ 中１ 中２

４－１

４－２

４－３

４－４

（%）

「当てはまる」「どちらかといえば当てはまる」の割合

小４ 小５ 小６ 中１ 中２

R6 91.7 91.9 91.2 91.5 91.3

R5 91.7 91.5 90.9 92.1 92.4

R4 90.6 90.3 91.3 92.6 93.2

80.0

85.0

90.0

95.0
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［４－３］ ふだんの授業では、学級の友達との間で話し合う活動を通じて、自分の考えを深めた

り、広げたりすることができていると思う

全ての学年で、肯定的な回答の割合が85％

以上である。

各学校においては、他者の多様な考えに触

れることが、自分の考えを広げたり深めたり

する上で役立つことを児童生徒が自覚できる

よう、各教科等の特質に応じて、話し合う場

面を適切に設定していることがうかがえる。

(6) 家庭学習について

小・中学校とも平日より休日の勉強時間が長い

こと、小学校より中学校の方が家庭学習の平均時

間が長いことなど、全体的に昨年度までと同様の

傾向である。

　　　　　　　①当てはまる　②どちらかといえば当てはまる　③どちらかといえば当てはまらない　④当てはまらない

① ② ③ ④

小４ 43.5 42.5 11.3 2.7

小５ 44.8 41.1 11.9 2.2

小６ 47.3 40.8 9.7 2.2

中１ 45.6 42.5 10.1 1.8

中２ 48.7 40.4 9.2 1.7 0% 50% 100%

中２

中１

小６

小５

小４
①

②

③

④

「当てはまる」「どちらかといえば当てはまる」の割合

小４ 小５ 小６ 中１ 中２

R6 86.0 85.9 88.1 88.1 89.1

R5 86.5 86.5 87.6 88.9 90.0

R4 84.6 85.2 88.0 89.1 90.6

80.0

85.0

90.0

95.0

（%）

※R6全国調査では「ふだんの授業では、学級の友達との間で話し合う
活動を通じて、自分の考えを深めたり、新たな考え方に気付いたり
することができていると思う」という質問であるため【参考】とし
ている。

家庭学習の平均時間

小４ 小５ 小６ 中１ 中２

本県平日 58.4 65.2 69.5 75.4 72.4

本県休日 69.2 79.5 85.5 107.7 104.9

0

20

40

60

80

100

120

140

２時間以上の割合

小４ 小５ 小６ 中１ 中２

本県平日 7.3 7.8 9.1 11.1 10.3

本県休日 14.2 19.1 22.3 39.5 38.1

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

（%）（分）

全くしない又は30分未満の割合

小４ 小５ 小６ 中１ 中２

本県平日 17.6 14.2 13.3 10.3 12.7

本県休日 18.9 13.4 12.7 6.8 8.4

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

（%）

【参考】R6全国調査
小６…秋田県89.7（全国86.3） 中３…秋田県91.5（全国86.1）
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「ほぼ毎日」「週１回以上」の割合

小４ 小５ 小６ 中１ 中２

R6 90.3 87.2 89.6 88.9 92.1

R5 88.6 88.7 92.7 84.9 90.1

R4 85.1 85.9 86.2 80.1 85.2

R6全国調査

75.0

80.0

85.0

90.0

95.0

「ほぼ毎日」「週１回以上」の割合

小４ 小５ 小６ 中１ 中２

R6 77.1 74.1 78.9 76.3 80.8

R5 74.2 74.0 82.4 68.8 78.0

R4 67.8 65.4 70.5 65.2 73.9

60.0

65.0

70.0

75.0

80.0

85.0

(7) ＩＣＴ活用の状況について

［５－１］ ふだんの授業では、コンピュータなどのＩＣＴ機器をどのくらい使用していますか

普段の授業で、コンピュータなどのＩＣＴ

機器を週１回以上使用していると回答した割

合は、小学校では87％以上、中学校では88％

以上である。小学校第４学年及び中学校にお

いては、この３年間で最も高い数値となって

いる。

［５－２］ あなたは、学校で、コンピュータなどのＩＣＴ機器を、他の友達と意見を交換したり、

調べたりするために、どのくらい使用していますか

学校で、コンピュータなどのＩＣＴ機器を、

他の友達と意見を交換したり、調べたりする

ために、週１回以上使用していると回答した

割合は、全ての学年で74％以上である。小学

校第４学年と第５学年及び中学校においては、

この３年間で最も高い数値となっている。

ほぼ毎日
週１回

以上

月１回

以上

月１回より

少ない

小４ 48.8 41.5 7.6 2.2

小５ 47.9 39.3 10.7 2.1

小６ 53.7 35.9 8.6 1.7

中１ 49.6 39.3 9.3 1.8

中２ 51.3 40.8 6.9 1.0 0% 50% 100%

中２

中１

小６

小５

小４

ほぼ毎日 週１回以上 月１回以上 月１回より少ない

ほぼ毎日
週１回

以上

月１回

以上

月１回より

少ない

小４ 25.2 51.9 16.5 6.5

小５ 26.4 47.7 18.5 7.5

小６ 32.7 46.2 16.3 4.8

中１ 28.2 48.1 18.2 5.5

中２ 33.2 47.6 15.4 3.8 0% 50% 100%

中２

中１

小６

小５

小４

ほぼ毎日 週１回以上 月１回以上 月１回より少ない

［グラフ等の見方］
表及び帯グラフ……回答類型ごとの割合
折れ線グラフ……「ほぼ毎日」「週１回以上」を

合わせた割合の経年比較

（%）

（%）

小６…秋田県86.5（全国85.5） 中３…秋田県90.0（全国89.0）
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(8) 読書について

［読書は好きだ］

「当てはまる」「どちらかといえば当てはまる」と回答した割合の推移

［１か月に何冊くらい本を読むか（教科書・学習参考書・漫画・雑誌や付録を除く）］

［１か月に何回くらい図書館を利用するか］

全ての学年において、児童生徒の69％以上が読書は好きだと回答しているものの、この３年間

で最も低い数値となっている。また、全ての学年の児童生徒の85％以上が１か月に１冊以上の本

を読んでおり、小学校では、１か月に５冊以上の本を読んでいる児童が25％以上いる。図書館等

の利用回数について、月に１回以上利用している児童生徒は、小学校ではおよそ７割程度、中学

校では４割程度である。

0 1～2 3～4 5～10 11～

小４ 7.6 26.8 25.9 19.9 19.8

小５ 9.4 32.4 27.2 17.2 13.9

小６ 10.2 37.0 27.7 15.5 9.6

中１ 12.6 54.3 21.1 7.8 4.2

中２ 14.7 57.2 18.9 6.3 2.9

0% 50% 100%

中２

中１

小６

小５

小４ 0

1～2

3～4

5～10

11～

0 1～2 3～4 5～

小４ 24.3 32.1 21.2 22.4

小５ 28.9 34.5 19.8 16.7

小６ 36.3 34.3 16.7 12.7

中１ 59.1 29.3 7.7 3.9

中２ 64.5 25.2 6.3 4.0
0% 50% 100%

中２

中１

小６

小５

小４
0

1～2

3～4

5～

① ② ③ ④

小４ 46.6 33.6 12.7 7.0

小５ 42.4 34.6 14.3 8.7

小６ 40.2 33.7 16.6 9.5

中１ 36.3 33.6 18.6 11.5

中２ 39.3 31.7 18.0 11.0

①当てはまる　②どちらかといえば当てはまる　③どちらかといえば当てはまらない　④当てはまらない

0% 50% 100%

中２

中１

小６

小５

小４
①

②

③

④

小４ 小５ 小６ 中１ 中２

R6 80.2 77.0 73.9 69.9 71.0

R5 83.0 78.4 74.4 72.9 72.3

R4 83.4 78.3 77.8 75.3 74.3

65.0

70.0

75.0

80.0

85.0

90.0

［グラフ等の見方］
表及び帯グラフ……回答類型ごとの割合
折れ線グラフ……肯定的回答の割合の経年比較

（%）
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３ 調査結果の活用と課題への対応

(1) 調査結果及び報告書の送付

調査実施後、学習状況調査集計・分析システムを活用して各学校の入力データを集計し、１月上

旬に調査結果を秋田県学力向上支援Ｗｅｂに掲載した。各学校や各市町村教育委員会では、その結

果を閲覧し、自校や管下の学校の平均通過率を県平均通過率と比較するなどして指導の改善等に活

用している。また、児童生徒自身が調査結果を基に学習内容の定着の程度を把握することに役立つ

よう、１月中旬に個人票印刷ファイルを配信した。３月下旬には、調査結果の概況及び考察等を加

えた報告書を、「美の国あきたネット」で配信する予定である。

(2) 教科に関する課題

「おおむね満足」な状況に至らなかった学年・教科については、学習指導要領の趣旨等に基づき、

基礎的・基本的な知識及び技能の確実な習得を図るとともに、身に付けた知識及び技能を活用して

主体的に問題を発見・解決するための思考力、判断力、表現力等を育む学習活動の一層の充実を図

る必要がある。

(3) 令和６年度における改善の手立て

①学校訪問等による指導

通常の学校訪問に加えて、全国学力・学習状況調査の結果分析によって明らかになった各学

校の課題の改善に向けた取組と、学習状況調査による検証・改善を支援するため、各学校等の

要請に応じた学校訪問等を行った。

②「調査結果の考察」の提示

県教育委員会は、本調査の結果の全県的な状況や明らかになった課題を踏まえ、教科におけ

る授業改善のポイントをまとめた「調査結果の考察」を１月下旬に配信した。

③次年度の授業改善に向けた取組の明確化

各市町村教育委員会及び各学校は、本調査の結果を基に成果と課題を明らかにし、次年度の

授業改善に向けた方策をまとめる。

(4) 次年度の主な取組

①あきたの教育力充実事業

・学校訪問指導

本調査及び全国学力・学習状況調査の結果分析に基づく各学校の課題の改善に向けた取組

と検証・改善を支援するため、各学校の要請に応じて義務教育課及び各教育事務所・出張所、

総合教育センターの指導主事等が、学校訪問等による指導を行う。

・秋田県学力向上支援Ｗｅｂ及び学習ポータルサイト（わか杉学びネット）

単元評価問題、学習シート等をＷｅｂサイトで配信し、基礎的・基本的な知識及び技能等

の定着を図るとともに、各学校の授業改善を支援する。

・理数才能育成プロジェクト

中学生を対象に科学好きの裾野を広げ、理数における思考力・判断力・表現力等の育成を

目指し、科学の甲子園ジュニア秋田県大会を開催する。

・検証改善委員会

全国学力・学習状況調査の結果等の分析を基に、本県で推進している探究型授業の取組状

況等について検証するとともに、ＩＣＴを活用した授業改善に係る教育施策等についての助

言及び取組の成果を発信する。

・オンライン・ミーティング

ＩＣＴを活用した授業力向上についての協議、有識者による「秋田の探究型授業」の充実

に向けた提言等を通して、各学校の授業改善に係る取組の推進を図る。

・ＩＣＴ活用リーダー研修

「秋田の探究型授業」におけるＩＣＴの効果的な活用についての理解を深める研修の実施

及びＩＣＴを活用した授業力向上事業におけるモデル校の提示授業の参観を通して、各学校

のＩＣＴを活用した授業実践の充実を図る。

②ＩＣＴを活用した授業力向上事業

ＩＣＴを活用した秋田の教育力向上事業（令和３年度～令和５年度）の成果を基に、各教育

事務所管内のモデル校において伴走型の支援を行うことを通して、ＩＣＴ活用と授業力向上を

両輪とした授業改善の取組の推進を図るとともに、モデル校の取組の様子を記録・蓄積し、あ

きたの教育力充実事業における取組を通して発信することで、各学校への事業成果の普及を図

る。



秋田県教育委員会

令和７年

第２回 教 育 委 員 会 会 議

報告事項（３）

令和７年３月高等学校卒業予定者の就職内定状況について



(公立全日制）

１　卒業予定者数　 5,787 人

２　就職内定状況（公務員を除く）

希望者数 内定者数 内定率 希望者数 内定者数 内定率

今年度 1,295 333 328 98.5% 238 235 98.7% 95 93 97.9% 5

前年度 1,369 369 367 99.5% 240 239 99.6% 129 128 99.2% 2

今年度 2,718 593 588 99.2% 470 466 99.1% 123 122 99.2% 5

前年度 2,654 558 557 99.8% 435 434 99.8% 123 123 100.0% 1

今年度 1,774 436 434 99.5% 317 315 99.4% 119 119 100.0% 2

前年度 1,757 399 399 100.0% 277 277 100.0% 122 122 100.0% 0

今年度 5,787 1,362 1,350 99.1% 1,025 1,016 99.1% 337 334 99.1% 12

前年度 5,780 1,326 1,323 99.8% 952 950 99.8% 374 373 99.7% 3

増  減 7 36 27 -0.7 73 66 -0.7 -37 -39 -0.6 9

 

　①　公立全日制就職内定率　   99.1%    （前年同期比 -0.7 ﾎﾟｲﾝﾄ）

県内就職内定率　   　 99.1%    （前年同期比 -0.7 ﾎﾟｲﾝﾄ）

県外就職内定率　   　 99.1%    （前年同期比 -0.6 ﾎﾟｲﾝﾄ）

　②　地区別内定率等

（公立全日制＋公立定時制＋私立高校）

希望者数 内定者数 内定率 希望者数 内定者数 内定率

5,787 1,362 1,350 99.1% 1,025 1,016 99.1% 337 334 99.1% 12

150 81 77 95.1% 66 62 93.9% 15 15 100.0% 4

705 111 107 96.4% 87 83 95.4% 24 24 100.0% 4

今年度 6,642 1,554 1,534 98.7% 1,178 1,161 98.6% 376 373 99.2% 20

前年度 6,561 1,500 1,482 98.8% 1,100 1,084 98.5% 400 398 99.5% 18

増  減 81 54 52 -0.1 78 77 +0.1 -24 -25 -0.3 2

令和７年３月卒業予定者の就職内定状況について（公務員を除く）

令和７年２月２８日現在

高　校　教　育　課

県内就職 県外就職
卒業

予定者数
就職

希望者数
就職

内定者数
就職

内定率
未内定者数

全県総計

全日制

定時制

私  立

県内就職内定率は、県北地区は前年同期比 -0.9ポイント  中央地区は -0.7ポイント  県南地区 -0.6ポイント

地　区

県　北

中　央

県　南

県全体

卒業
予定者数

就職
希望者数

就職
内定者数

就職
内定率

未内定者数

県外就職内定率は、県北地区は前年同期比 -1.3ポイント  中央地区は -0.8ポイント  県南地区 ±0.0ポイント

　③　就職希望者数は、　1,362人であり、前年同期比で 　+36人
　　　就職内定者数は、　1,350人であり、前年同期比で   +27人

県内就職 県外就職
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①公立高校全日制

就職希望者数 就職内定者数 就職内定率 未内定者数 未内定者数前年度比

県内民間 1,025 1,016 99.1% 9 +7

県外民間 337 334 99.1% 3 +2

小計 1,362 1,350 99.1% 12 +9

県内公務員 165 164 99.4% 1 +1

県外公務員 102 102 100.0% 0 ±0

小計 267 266 99.6% 1 +1

合計 1,629 1,616 99.2% 13 +10

（前年同期比 -0.6ポイント）

②公立高校定時制

就職希望者数 就職内定者数 就職内定率 未内定者数 未内定者数前年度比

県内民間 66 62 93.9% 4 -4

県外民間 15 15 100.0% 0 -1

小計 81 77 95.1% 4 -5

県内公務員 2 2 100.0% 0 ±0

県外公務員 3 3 100.0% 0 ±0

小計 5 5 100.0% 0 ±0

合計 86 82 95.3% 4 -5

（前年同期比 +8.2ポイント）

③私立高校

就職希望者数 就職内定者数 就職内定率 未内定者数 未内定者数前年度比

県内民間 87 83 95.4% 4 -2

県外民間 24 24 100.0% 0 ±0

小計 111 107 96.4% 4 -2

県内公務員 11 11 100.0% 0 ±0

県外公務員 12 11 91.7% 1 +1

小計 23 22 95.7% 1 +1

合計 134 129 96.3% 5 -1

（前年同期比 +1.1ポイント）

①＋②＋③県全体

就職希望者数 就職内定者数 就職内定率 未内定者数 未内定者数前年度比

県内民間 1,178 1,161 98.6% 17 +1

県外民間 376 373 99.2% 3 +1

小計 1,554 1,534 98.7% 20 +2

県内公務員 178 177 99.4% 1 +1

県外公務員 117 116 99.1% 1 +1

小計 295 293 99.3% 2 +2

合計 1,849 1,827 98.8% 22 +4
（前年同期比 -0.2ポイント）

県内就職希望の割合 73.3% 1,356 /1,849 人　　（前年同期比　+1.4ポイント） 77.29%

内訳　男 72.0% 830 /1,152 人 75.88%

　　　　女 75.5% 526 /  697 人 79.65%

県内就職の割合 73.2% 1,338 /1,827 人　　（前年同期比　+1.5ポイント） 77.06%

内訳　男 71.9% 822 /1,143 人 76.42%

　　　　女 75.4% 516 /  684 人 78.15%

令和７年３月卒業予定者の就職内定状況について（公務員を含む）
令和７年２月２８日現在

高 校 教 育 課
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秋田県教育委員会

令和７年

第２回 教 育 委 員 会 会 議

報告事項（４）

令和６年度秋田県高等学校学習状況調査結果の概要について



令和６年度

秋田県高等学校学習状況調査

結果と分析

秋田県教育委員会
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令和６年度 学習状況調査について

１ 調査の概要について

(1) 目的

進路志望、学習意欲、学習理解に関する現状等を把握し、その結果を分析すること

により、各校における学習指導の改善・充実に資するとともに、授業改善の方向性を

定め、高校教育の質の保証を図る。

(2) 対象生徒

高等学校の１年生、２年生

(3) 調査事項

学習状況調査

〔学習意欲、学習方法、学習環境〕

(4) 調査日

令和６年10月15日（火）～令和６年10月25日（金）

(5) 調査学校数・生徒数

① 学校数

県内のすべての県立、市立、私立高校の全日制及び定時制

② 生徒数

１ 年 生 ２ 年 生

公立全日制 5,665人 （ 96.8% ） 5,696人 （ 97.5% ）

公立定時制 238人 （ 78.6% ） 205人 （ 80.0% ）

私立全日制 758人 （ 81.7% ） 701人 （ 91.6% ）

合 計 6,661人 （ 94.5% ） 6,602人 （ 96.3% ）

※（ ）内の数値は、在籍する生徒に対する調査を受けた生徒の割合
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２ 学習状況調査について

（１）学習状況調査の結果

1-1 高校卒業後の進路として、現時点で希望しているのは次のうちどれですか。

1-2 高校卒業後の進路達成に向けて、現時点で最も役立つと感じているものは次のうちどれですか。

2-1 勉強をすることは大切だと思いますか。

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R4年度

R5年度

R6年度

R4年度R5年度R6年度
国公立大学 38.038.939.2

私立大学 8.17.69.1

短期大学 3.63.62.6

専修学校・各種学校 13.614.613.9

県内民間就職 10.39.09.2

県外民間就職 3.44.23.8

公務員 5.34.95.0

未定 16.315.915.7

その他 1.41.31.5

1年生 0% 20% 40% 60% 80% 100%

R4年度

R5年度

R6年度

R4年度R5年度R6年度
国公立大学 35.835.337.1

私立大学 11.211.211.9

短期大学 3.83.42.8

専修学校・各種学校 14.915.415.3

県内民間就職 12.013.412.2

県外民間就職 4.65.25.1

公務員 5.95.55.7

未定 10.99.38.8

その他 0.91.31.1

２年生

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R4年度

R5年度

R6年度

R4年度R5年度R6年度
毎日の授業 58.754.654.5

放課後や休業中の補習 6.36.36.6

面談 3.54.03.9

進路講演会 6.47.07.4

先輩の体験談 6.36.57.1

部活動 7.88.08.0

ボランティア 1.52.11.9

インターンシップ 9.511.510.6

２年生

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R4年度

R5年度

R6年度

R4年度R5年度R6年度
そう思う 72.074.975.9

どちらかと言えばそう思う 25.223.422.6

どちらかと言えばそう思わない 2.01.31.1

そう思わない 0.80.40.4

1年生

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R4年度

R5年度

R6年度

R4年度R5年度R6年度
毎日の授業 65.264.463.7

放課後や休業中の補習 4.24.95.1

面談 3.02.62.9

進路講演会 8.07.36.9

先輩の体験談 4.45.15.9

部活動 9.29.09.1

ボランティア 1.51.91.8

インターンシップ 4.54.84.6

1年生

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R4年度

R5年度

R6年度

R4年度R5年度R6年度
そう思う 72.069.672.1

どちらかと言えばそう思う 25.327.825.6

どちらかと言えばそう思わない 2.01.91.6

そう思わない 0.70.70.7

２年生
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2-2 勉強をすることに対して興味・関心をもって意欲的に取り組んでいると思いますか。

2-3 高校での勉強は、将来社会人になったとき役立つと思いますか。

3-1 学校の授業内容をどの程度理解していますか。

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R4年度

R5年度

R6年度

R4年度R5年度R6年度
そう思う 18.018.517.2

どちらかと言えばそう思う 50.249.348.3

どちらかと言えばそう思わない 26.125.628.3

そう思わない 5.76.66.2

1年生 0% 20% 40% 60% 80% 100%

R4年度

R5年度

R6年度

R4年度R5年度R6年度
そう思う 19.817.217.9

どちらかと言えばそう思う 47.746.846.2

どちらかと言えばそう思わない 26.328.528.7

そう思わない 6.27.57.2

２年生

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R4年度

R5年度

R6年度

R4年度R5年度R6年度
そう思う 47.847.847.2

どちらかと言えばそう思う 39.740.241.6

どちらかと言えばそう思わない 10.29.79.2

そう思わない 2.32.32.0

1年生 0% 20% 40% 60% 80% 100%

R4年度

R5年度

R6年度

R4年度R5年度R6年度
そう思う 42.038.140.7

どちらかと言えばそう思う 42.044.244.3

どちらかと言えばそう思わない 12.714.312.0

そう思わない 3.33.43.0

２年生

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R4年度

R5年度

R6年度

R4年度R5年度R6年度
ほとんどの授業がよく理解できる 10.310.410.7

理解できる授業の方が多い 40.442.143.1

理解できる授業と理解できない授
業が半々ぐらいある .

42.240.740.4

理解できない授業の方が多い 6.16.05.2

ほとんど理解できない 1.00.80.6

1年生 0% 20% 40% 60% 80% 100%

R4年度

R5年度

R6年度

R4年度R5年度R6年度
ほとんどの授業がよく理解できる 11.410.911.7

理解できる授業の方が多い 41.740.442.7

理解できる授業と理解できない授
業が半々ぐらいある .

40.341.839.3

理解できない授業の方が多い 5.55.85.4

ほとんど理解できない 1.11.10.9

２年生
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3-2 進学したい大学等や就きたい職業等を意識して授業に臨んでいると思いますか。

3-3 普段の授業では、生徒に自分の考えを発表する機会が与えられていると思いますか。

3-4 普段の授業では、生徒同士で意見交換したり、自分の考えを発表したりする活動をよく行っていると思いますか。

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R4年度

R5年度

R6年度

R4年度R5年度R6年度
そう思う 22.622.522.2

どちらかと言えばそう思う 47.046.347.1

どちらかと言えばそう思わない 24.224.724.4

そう思わない 6.26.56.3

1年生 0% 20% 40% 60% 80% 100%

R4年度

R5年度

R6年度

R4年度R5年度R6年度
そう思う 26.222.723.4

どちらかと言えばそう思う 45.546.046.8

どちらかと言えばそう思わない 22.824.323.4

そう思わない 5.57.06.4

２年生

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R4年度

R5年度

R6年度

R4年度R5年度R6年度
そう思う 49.548.950.0

どちらかと言えばそう思う 43.043.644.1

どちらかと言えばそう思わない 6.56.45.1

そう思わない 1.01.10.8

1年生 0% 20% 40% 60% 80% 100%

R4年度

R5年度

R6年度

R4年度R5年度R6年度
そう思う 44.844.844.2

どちらかと言えばそう思う 46.547.948.3

どちらかと言えばそう思わない 7.56.26.2

そう思わない 1.21.11.3

２年生

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R4年度

R5年度

R6年度

R4年度R5年度R6年度
そう思う 55.757.059.1

どちらかと言えばそう思う 38.636.535.8

どちらかと言えばそう思わない 4.95.44.5

そう思わない 0.81.10.6

1年生 0% 20% 40% 60% 80% 100%

R4年度

R5年度

R6年度

R4年度R5年度R6年度
そう思う 47.851.549.8

どちらかと言えばそう思う 43.141.242.9

どちらかと言えばそう思わない 7.76.16.3

そう思わない 1.41.21.0

２年生
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3-5 普段の授業では、ねらいや目標をしっかり提示して授業を行っていると思いますか。

3-6 授業の中で、振り返りをする活動をよく行っていると思いますか。

4-1 平日（テスト期間や長期休業中を除く月曜日から金曜日）に、学校の授業時間以外にどのくらい勉強していますか。
（学校の補習・塾・予備校で勉強したり、家庭教師の先生に教わったりしている時間を含む）

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R4年度

R5年度

R6年度

R4年度R5年度R6年度
そう思う 49.950.449.4

どちらかと言えばそう思う 43.341.844.3

どちらかと言えばそう思わない 6.06.85.7

そう思わない 0.81.00.6

1年生 0% 20% 40% 60% 80% 100%

R4年度

R5年度

R6年度

R4年度R5年度R6年度
そう思う 45.145.043.8

どちらかと言えばそう思う 46.646.647.7

どちらかと言えばそう思わない 7.07.17.4

そう思わない 1.31.31.1

２年生

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R4年度

R5年度

R6年度

R4年度R5年度R6年度
ほとんどしない 19.224.325.2

30分未満 13.114.416.0

30分～１時間未満 27.425.626.1

１～２時間未満 28.324.823.8

２～３時間未満 9.58.57.0

３～４時間未満 1.91.81.5

４～５時間未満 0.40.40.2

５時間以上 0.20.20.2

1年生 0% 20% 40% 60% 80% 100%

R4年度

R5年度

R6年度

R4年度R5年度R6年度
ほとんどしない 25.831.232.1

30分未満 13.414.614.6

30分～１時間未満 22.723.322.7

１～２時間未満 24.621.721.5

２～３時間未満 10.27.17.0

３～４時間未満 2.31.51.6

４～５時間未満 0.50.30.3

５時間以上 0.50.30.2

２年生

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R4年度

R5年度

R6年度

R4年度R5年度R6年度
そう思う 29.631.132.9

どちらかと言えばそう思う 47.647.348.8

どちらかと言えばそう思わない 19.218.516.1

そう思わない 3.63.12.2

1年生 0% 20% 40% 60% 80% 100%

R4年度

R5年度

R6年度

R4年度R5年度R6年度
そう思う 25.228.325.5

どちらかと言えばそう思う 47.146.148.0

どちらかと言えばそう思わない 22.421.222.0

そう思わない 5.34.44.5

２年生
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4-2 休日や長期休業中に、どのくらい勉強していますか。（学校の補習・塾・予備校で勉強したり、家庭教師の先生に教わっ
たりしている時間を含む）

5-1 国語はどの程度好きですか。

5-2 地理歴史はどの程度好きですか。

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R4年度

R5年度

R6年度

R4年度R5年度R6年度
とても好き 12.914.511.6

好き 38.341.340.5

どちらでもない 36.933.136.3

嫌い 9.68.99.6

とても嫌い 2.32.22.0

1年生 0% 20% 40% 60% 80% 100%

R4年度

R5年度

R6年度

R4年度R5年度R6年度
とても好き 11.713.213.3

好き 36.938.640.1

どちらでもない 38.136.035.0

嫌い 10.19.99.1

とても嫌い 3.22.32.5

２年生

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R4年度

R5年度

R6年度

R4年度R5年度R6年度
とても好き 13.915.114.4

好き 32.234.334.3

どちらでもない 37.134.037.4

嫌い 13.313.311.3

とても嫌い 3.53.32.6

1年生 0% 20% 40% 60% 80% 100%

R4年度

R5年度

R6年度

R4年度R5年度R6年度
とても好き 15.514.915.3

好き 35.032.835.3

どちらでもない 33.436.234.3

嫌い 12.412.512.1

とても嫌い 3.73.63.0

２年生

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R4年度

R5年度

R6年度

R4年度R5年度R6年度
ほとんどしない 12.515.615.6

30分未満 7.69.39.6

30分～１時間未満 16.718.219.7

１～２時間未満 26.224.724.8

２～３時間未満 20.917.617.7

３～４時間未満 9.88.77.6

４～５時間未満 3.73.22.9

５時間以上 2.62.72.1

1年生 0% 20% 40% 60% 80% 100%

R4年度

R5年度

R6年度

R4年度R5年度R6年度
ほとんどしない 17.022.523.6

30分未満 8.910.110.1

30分～１時間未満 17.117.617.9

１～２時間未満 21.122.120.9

２～３時間未満 18.114.914.7

３～４時間未満 9.77.57.3

４～５時間未満 4.22.62.9

５時間以上 3.92.72.6

２年生
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5-3 公民はどの程度好きですか。

5-4 数学はどの程度好きですか。

5-5 理科はどの程度好きですか。

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R4年度

R5年度

R6年度

R4年度R5年度R6年度
とても好き 10.011.010.0

好き 28.429.730.3

どちらでもない 46.244.746.3

嫌い 12.211.410.7

とても嫌い 3.23.22.7

1年生 0% 20% 40% 60% 80% 100%

R4年度

R5年度

R6年度

R4年度R5年度R6年度
とても好き 8.110.59.9

好き 21.229.229.8

どちらでもない 53.544.546.3

嫌い 12.912.611.3

とても嫌い 4.33.22.7

２年生

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R4年度

R5年度

R6年度

R4年度R5年度R6年度
とても好き 13.713.613.0

好き 28.527.528.1

どちらでもない 28.527.728.6

嫌い 19.221.021.5

とても嫌い 10.110.28.8

1年生 0% 20% 40% 60% 80% 100%

R4年度

R5年度

R6年度

R4年度R5年度R6年度
とても好き 11.811.312.6

好き 27.627.227.1

どちらでもない 27.329.629.9

嫌い 21.421.020.3

とても嫌い 11.910.910.1

２年生

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R4年度

R5年度

R6年度

R4年度R5年度R6年度
とても好き 12.815.813.5

好き 30.733.732.7

どちらでもない 36.033.335.6

嫌い 15.013.714.4

とても嫌い 5.53.53.8

1年生 0% 20% 40% 60% 80% 100%

R4年度

R5年度

R6年度

R4年度R5年度R6年度
とても好き 11.49.912.3

好き 31.029.430.6

どちらでもない 36.437.637.4

嫌い 16.217.315.0

とても嫌い 5.05.84.7

２年生
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5-6 保健体育はどの程度好きですか。

5-7 芸術はどの程度好きですか。

5-8 外国語はどの程度好きですか。

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R4年度

R5年度

R6年度

R4年度R5年度R6年度
とても好き 27.931.029.7

好き 34.033.934.0

どちらでもない 31.428.930.1

嫌い 4.84.54.8

とても嫌い 1.91.71.4

1年生 0% 20% 40% 60% 80% 100%

R4年度

R5年度

R6年度

R4年度R5年度R6年度
とても好き 24.424.826.1

好き 33.032.133.7

どちらでもない 35.536.633.5

嫌い 4.74.54.9

とても嫌い 2.42.01.8

２年生

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R4年度

R5年度

R6年度

R4年度R5年度R6年度
とても好き 26.227.325.0

好き 35.336.235.3

どちらでもない 31.228.932.1

嫌い 5.25.85.6

とても嫌い 2.11.82.0

1年生 0% 20% 40% 60% 80% 100%

R4年度

R5年度

R6年度

R4年度R5年度R6年度
とても好き 23.524.324.8

好き 34.132.933.7

どちらでもない 33.634.432.8

嫌い 6.06.06.0

とても嫌い 2.82.42.7

２年生

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R4年度

R5年度

R6年度

R4年度R5年度R6年度
とても好き 12.214.213.2

好き 27.030.429.9

どちらでもない 34.232.234.1

嫌い 18.116.116.7

とても嫌い 8.57.16.1

1年生 0% 20% 40% 60% 80% 100%

R4年度

R5年度

R6年度

R4年度R5年度R6年度
とても好き 12.211.813.1

好き 28.427.428.9

どちらでもない 34.535.034.4

嫌い 17.718.016.8

とても嫌い 7.27.86.8

２年生
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5-9 家庭はどの程度好きですか。

5-10 情報はどの程度好きですか。

5-11 専門教科はどの程度好きですか。

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R4年度

R5年度

R6年度

R4年度R5年度R6年度
とても好き 12.614.712.7

好き 32.435.836.1

どちらでもない 46.042.644.1

嫌い 6.75.05.6

とても嫌い 2.31.91.5

1年生 0% 20% 40% 60% 80% 100%

R4年度

R5年度

R6年度

R4年度R5年度R6年度
とても好き 15.115.215.7

好き 33.734.934.0

どちらでもない 42.242.043.4

嫌い 6.25.65.0

とても嫌い 2.82.31.9

２年生

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R4年度

R5年度

R6年度

R4年度R5年度R6年度
とても好き 10.311.610.6

好き 29.129.628.6

どちらでもない 48.547.649.4

嫌い 9.08.89.2

とても嫌い 3.12.42.2

1年生 0% 20% 40% 60% 80% 100%

R4年度

R5年度

R6年度

R4年度R5年度R6年度
とても好き 10.99.89.7

好き 28.226.725.8

どちらでもない 47.346.247.1

嫌い 10.313.013.0

とても嫌い 3.34.34.4

２年生

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R4年度

R5年度

R6年度

R4年度R5年度R6年度
とても好き 13.314.613.5

好き 25.727.829.8

どちらでもない 56.154.453.4

嫌い 2.82.02.4

とても嫌い 2.11.20.9

1年生 0% 20% 40% 60% 80% 100%

R4年度

R5年度

R6年度

R4年度R5年度R6年度
とても好き 13.613.615.7

好き 29.429.430.3

どちらでもない 50.251.649.0

嫌い 4.33.33.0

とても嫌い 2.52.12.0

２年生
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6-3 ＩＣＴの活用によって、あなたの学習意欲が高まったと思いますか。

6-1 あなたは学校で、コンピュータなどのＩＣＴ機器を他の友達と意見を交換したり調べたりするために、どの程度使用して
いますか。

6-2 学習の中でコンピュータなどのＩＣＴ機器を使うのは勉強の役に立つと思いますか。

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R4年度

R5年度

R6年度

R4年度R5年度R6年度
ほぼ毎日 33.631.131.9

週３回以上 25.530.731.4

週１回以上 25.927.526.7

月１回以上 8.06.86.1

月１回未満 7.03.93.9

1年生 0% 20% 40% 60% 80% 100%

R4年度

R5年度

R6年度

R4年度R5年度R6年度
ほぼ毎日 34.643.639.9

週３回以上 24.425.628.3

週１回以上 23.219.722.0

月１回以上 7.55.75.3

月１回未満 10.35.44.5

２年生

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R4年度

R5年度

R6年度

R4年度R5年度R6年度
そう思う 67.868.367.0

どちらかと言えばそう思う 28.428.930.9

どちらかと言えばそう思わない 2.82.11.6

そう思わない 1.00.70.5

1年生 0% 20% 40% 60% 80% 100%

R4年度

R5年度

R6年度

R4年度R5年度R6年度
そう思う 68.569.567.6

どちらかと言えばそう思う 27.327.729.3

どちらかと言えばそう思わない 2.61.82.2

そう思わない 1.61.00.9

２年生

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R4年度

R5年度

R6年度

R4年度R5年度R6年度
そう思う 38.541.739.9

どちらかと言えばそう思う 43.543.545.1

どちらかと言えばそう思わない 12.811.011.1

そう思わない 5.23.83.9

1年生 0% 20% 40% 60% 80% 100%

R4年度

R5年度

R6年度

R4年度R5年度R6年度
そう思う 41.145.443.8

どちらかと言えばそう思う 41.441.542.0

どちらかと言えばそう思わない 12.39.710.2

そう思わない 5.23.44.0

２年生
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① ② ③ ④
高１ 75.9% 22.6% 1.1% 0.4%
高２ 72.1% 25.6% 1.6% 0.7%

　

① ② ③ ④
高１ 47.2% 41.6% 9.2% 2.0%
高２ 40.7% 44.3% 12.0% 3.0%

① ② ③ ④
高１ 39.9% 45.1% 11.1% 3.9%
高２ 43.8% 42.0% 10.2% 4.0%

（２）学習状況調査の分析

　○ 学習全般について

◆勉強をすることは大切だと思いますか。
①そう思う　②どちらかと言えばそう思う　③どちらかと言えばそう思わない
④そう思わない

肯定的な回答割合は、高１で98.5％、高２で
97.7%であり、多くの生徒は勉強することの重要
性を認識している。

生徒の学習意欲を喚起し、主体的に学習活動
に取り組むことができるよう、引き続き組織的
な授業改善に取り組む必要がある。

◆高校での勉強は、将来社会人になったとき役立つと思いますか。
①そう思う　②どちらかと言えばそう思う　③どちらかと言えばそう思わない
④そう思わない

肯定的な回答割合は、高１で88.8％、高２で
85.0%と高く、年々高まってきている。

引き続き、将来のキャリア形成を意識した実
践的な学びの機会を充実させることが求められ
る。

◆ＩＣＴの活用によって、あなたの学習意欲が高まったと思いますか。
①そう思う　②どちらかと言えばそう思う　③どちらかと言えばそう思わない
④そう思わない

肯定的な回答割合は、高１で85.0%、高２で
85.8%と、調査開始以来４年連続で８割を超える
高い値となっている。

ＩＣＴの活用には継続的な改善が求めらるこ
とから、最新の動向を把握し積極的に取り入れ
ることで、生徒の情報活用能力を高めながら、
深い学びにつなげていくことが重要である。

0% 50% 100%

高

１

高

２

①

②

③

④

0% 50% 100%

高

１

高

２

①

②

③

④

0% 50% 100%

高

１

高

２

①

②

③

④
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◆進学したい大学等や就きたい職業等を意識して授業に臨んでいますか。

① ② ③ ④
高１ 22.2% 47.1% 24.4% 6.3%
高２ 23.4% 46.8% 23.4% 6.4%

　

① ② ③ ④
高１ 49.4% 44.3% 5.7% 0.6%
高２ 43.8% 47.7% 7.4% 1.1%

　○ 授業について

①そう思う　②どちらかと言えばそう思う　③どちらかと言えばそう思わない
④そう思わない

肯定的な回答割合は、
直近４年は各学年とも
70%前後を推移してい
る。早い段階から進路目
標を定め、意識して授業
に臨んでいる生徒の割合
が高いことがうかがえ
る。

今後も、より一層の
キャリア教育の充実を
図っていくことが重要で
ある。

◆普段の授業では、学習のねらいや目標をしっかり提示して授業を行っていると思いますか。
①そう思う　②どちらかと言えばそう思う　③どちらかと言えばそう思わない
④そう思わない

肯定的な回答割合は高
１で93.7%、高２で91.5%
と高い値を示している。

学習のねらいや目標の
提示による、見通しをも
たせる授業づくりへの組
織的な取組の様子がうか
がえる。

今後は、ねらいを達成
する授業展開について一
層の工夫を重ねるととも
に、生徒が学びの主体と
なる取組へとつなげてい
く必要がある。

Ｒ２年度 Ｒ３年度 Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度

高１ 93.3% 94.9% 93.2% 92.2% 93.7%
高２ 91.1% 94.0% 91.7% 91.6% 91.5%

80%

85%
90%
95%

100%
「そう思う」「どちらかと言えばそう思う」の割合（経年変化）

0% 50% 100%

高

１

高

２

①

②

③

④

Ｒ２年度 Ｒ３年度 Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度

高１ 65.7% 71.8% 69.6% 68.8% 69.3%
高２ 64.6% 72.9% 71.7% 68.7% 70.2%

55%

60%

65%

70%

75%

0% 50% 100%

高１

高２

①

②

③

④

「そう思う」「どちらかと言えばそう思う」の割合（経年変化）
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① ② ③ ④
高１ 59.1% 35.8% 4.5% 0.6%
高２ 49.8% 42.9% 6.3% 1.0%

　

① ② ③ ④
高１ 32.9% 48.8% 16.1% 2.2%
高２ 25.5% 48.0% 22.0% 4.5%

①そう思う　②どちらかと言えばそう思う　③どちらかと言えばそう思わない
④そう思わない

◆普段の授業では、生徒同士で意見交換したり、自分の考えを発表したりする活動をよく行っ
　ていると思いますか。
①そう思う　②どちらかと言えばそう思う　③どちらかと言えばそう思わない
④そう思わない

肯定的な回答割合は高
１で94.9%、高２で92.7%
と各学年とも４年連続で
９割を超える高水準で推
移している。

個別最適な学びと協働
的な学びの一体的な充実
に向けて、学校全体で組
織的に取組を推進してい
ることがうかがえる。

◆普段の授業で、振り返り活動をよく行っていると思いますか。

肯定的な回答割合は高
１ で 81.7% 、 高 ２ で は
73.5%となり、４年連続
で７割以上を維持してい
る。

ＩＣＴ機器の活用によ
る効果的な活用の定着及
び学習指導要領に基づい
た評価の実践により、振
り返り活動の充実が図ら
れているものと考えられ
る。

Ｒ２年度 Ｒ３年度 Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度

高１ 68.1% 78.8% 77.2% 78.4% 81.7%
高２ 65.3% 72.7% 72.3% 74.4% 73.5%

60%
65%
70%
75%
80%
85%

0% 50% 100%

高

１

高

２

①

②

③

④

「そう思う」「どちらかと言えばそう思う」の割合（経年変化）

0% 50% 100%

高

１

高

２

①

②

③

④

Ｒ２年度 Ｒ３年度 Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度

高１ 90.8% 93.7% 94.3% 93.5% 94.9%
高２ 88.5% 91.8% 90.9% 92.7% 92.7%

75%
80%
85%
90%
95%

「そう思う」「どちらかと言えばそう思う」の割合（経年変化）

0% 50% 100%

高

１

高

２

①

②

③

④
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① ② ③ ④ ⑤
高１ 10.7% 43.1% 40.4% 5.2% 0.6%
高２ 11.7% 42.7% 39.3% 5.4% 0.9%

◆平日に、学校の授業時間以外にどのくらい勉強していますか。

　
① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

高１ 25.2% 16.0% 26.1% 23.8% 7.0% 1.5% 0.2% 0.2%
高２ 32.1% 14.6% 22.7% 21.5% 7.0% 1.6% 0.3% 0.2%

①ほとんどしない　②３０分未満　③３０分～１時間未満　④１～２時間未満
⑤２～３時間未満　⑥３～４時間未満　⑦４～５時間未満　⑧５時間以上

　｢１時間以上｣の回答割
合は、高１で32.7%、高
２で30.6％であり、各学
年とも直近５年で最も低
い。また、「ほとんどし
ない｣の回答割合も高１
で25.2%、高２で32.1%と
なり、各学年とも直近５
年で最も高い。
　一人一台端末の活用を
促すことも含め、家庭学
習に結び付ける授業づく
りが求められる。

◆学校の授業内容をどの程度理解していますか。
①ほとんどの授業が理解できる   ②理解できる授業の方が多い
③理解できる授業と理解できない授業が半々くらいである
④理解できない授業の方が多い   ⑤ほとんど理解できない

｢ほとんど理解できる｣
｢理解できる方が多い｣の
割合は、直近５年は50%
台を推移している。

生徒や学校の実態を踏
まえて目標や発問を設定
するなど、工夫を凝らし
た授業の実践が必要であ
る。

　○ 家庭学習について

0% 50% 100%

高

１

高

２

①

②

③

④

「そう思う」「どちらかと言えばそう思う」の割合（経年変化）

Ｒ２年度 Ｒ３年度 Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度

高１ 59.3% 56.3% 50.7% 52.5% 53.8%
高２ 58.5% 56.5% 53.1% 51.3% 54.4%

30%

40%

50%

60%

70%

0% 50% 100%

高

１

高

２

①

②

③

④

⑤

「ほとんど理解できる」「理解できる授業の方が多い」の割合（経年変化）

R2年
度

R3年
度

R4年
度

R5年
度

R6年
度

高１ 17.9% 18.0% 19.2% 24.3% 25.2%
高２ 27.8% 25.5% 25.8% 31.2% 32.1%

15%

25%

35%

45%

0% 50% 100%

高１

高２

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

「ほとんどしない」の割合（経年変化）

R2年
度

R3年
度

R4年
度

R5年
度

R6年
度

高１ 42.9% 43.4% 40.3% 35.7% 32.7%
高２ 38.6% 37.1% 38.1% 30.9% 30.6%

15%

25%

35%

45%
「１時間以上」の割合（経年変化）
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秋田県教育委員会

令和７年

第２回 教 育 委 員 会 会 議

報告事項（５）

令和８年度秋田県立特別支援学校入学者選考に係る日程等について



令和８年度秋田県立特別支援学校入学者選考に係る日程等について 

 

特別支援教育課 

 

１ 入学者選考の期日 

 

 ○ 視覚支援学校・聴覚支援学校幼稚部、特別支援学校高等部及び高等部専攻科 

    選 考 日  令和８年２月２７日（金） 

    合格発表日  令和８年３月 ６日（金） 

 

 ○ 栗田支援学校高等部総合サービス科 

    選 考 日  令和８年１月３０日（金） 

    合格発表日  令和８年２月 ６日（金） 

 

 

２ 選考方法 

 

   教育相談での観察及び在籍（出身）学校からの調査書に基づく面接を基本とし、 

各学校の実情に応じて学力検査、作業能力検査等を行う。 

 

 

３ その他 

   

   入学者選考に関する募集人員その他必要な事項は、令和７年９月中旬に公告す

る予定である。  
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